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は じ め に

国立がん研究センターより平成３０年のがん７５歳未満年齢調整死亡率が公表されました。鳥取県にお

ける年齢調整死亡率は全国平均よりかなり高いところで推移しております。特に平成２５年以降は北海

道、青森県、秋田県と共に年齢調整死亡率の高い地域と位置付けられていましたが、平成３０年は１０万

人対の死亡率で７２．２と前年の８６．０から大きく改善しました。都道府県別に順位付けをすると前年の４６

位から３０位と改善した事になりますが、単年の結果だけで評価することはできません。来年度以降の

経過も引き続き注視してまいります。

７５歳未満の年齢調整死亡率においては、特に働き盛り世代の死亡率減少が重要となります。市町村

のがん検診受診率も十分とは言えませんが、職域検診においてはがん検診の内容にばらつきがある事、

要精検と判定された時の精検受診率の低さが問題点としてあげられます。県内事業所全体を網羅的に

把握する手立てがありませんが、最も受診者数の多い鳥取県保健事業団実施分の職域検診受診者では

平成３０年度大腸がん検診の精検受診率４２．９％、胃がん検診では５６．８％、肺がん検診では７６．０％、乳が

ん検診では６９．１％、子宮がん検診では４５．０％と報告されています。参考までに平成３０年度市町村がん

検診の精検受診率は大腸がん検診７７．８％、胃がん検診８７．５％、肺がん検診９１．０％、乳がん検診９３．３％、

子宮がん検診７８．３％であり、がん検診のプロセス指標の許容値をいずれも上回っています。アンケー

ト調査である国民生活基礎調査でのがん検診受診率がおおむね５０％であることを考えると、せっかく

受診したがん検診にも関わらず、がんの早期発見に結び付いていない可能性があります。市町村のが

ん検診において精検受診率向上のためにはかかりつけ医や市町村からの受診勧奨が最も有効とされて

います。県としても職域がん検診の精検受診勧奨強化事業として検診実施機関からの受診勧奨を強化

する委託事業を開始しています。職域検診が事業主の義務としてではなく、福利厚生の一部として行

われている事が多く、事業主でさえ個人情報である検診結果を把握していないことは珍しくありませ

ん。一般的に大企業では常勤の保健師が検診の精度管理を行い、高い検診受診率と精検受診率を保っ

ており、精検受診のための医療機関受診の際にも休暇がとれる環境にあります。中小の企業が多い当

県において、今のところ検診機関からの受診勧奨以上に精検受診率を向上させる手法は見いだせてい

ません。職域検診においても精度管理に関わっていく手立てがないか引き続き検討を続けていく必要

があります。

例年どおり平成３０年度の「鳥取県がん検診実績報告書」を発行いたします。がん検診の更なる充実

に向けてご活用いただければ幸甚です。

令和２年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 渡 辺 憲
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Ⅱ．平成３０年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数
※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出
することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推
計対象者数」とする。
各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上
乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）
子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。
肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者
（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、①基本健康診
査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。②平成１４年～平成１８年度までの本事業か
らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数
３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合
４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数
５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合
６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数
７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合
８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数
子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合
１０．陽性反応適中度：要精密検査者のうち、がんとされた者の割合
１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に
おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



〈検診方法別結果〉

区 分
市町村数

受診者数（率） がん がん発見率（％）
実 施 未実施

Ｘ 線 検 診 １９ ０ １０，４１５
（２０．２％） １５ ０．１４４

内視鏡検診 １９ ０ ４１，１９６
（７９．８％） １４９ ０．３６２

計 ５１，６１１
（１００％） １６４ ０．３１８

１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
平成３０度の対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計値）は１８９，１３２人のうち、受診者数はＸ線検査１０，４１５人、内視鏡検査は４１，１９６人で
合計５１，６１１人、受診率は２７．３％で前年度より０．１ポイント増加した。
受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は７９．８％で、年々増加している。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数７６，８１４人、受診者数２６，２２２人、受診率３４．１％で、
全国平均（平成２９年度）受診率３．６％に比較し高い。
検査の結果、胃がんであった者は１６４人発見され（Ｘ線検査１５人、内視鏡検査１４９人）、がん発見率
は０．３２％であった。
Ｘ線検査でのがん発見率は０．１４％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．３６％である。
陽性反応適中度（がん／要精検査者）はＸ線検査１．７％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度
はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ１０．６％であった。
確定調査の結果、確定癌は１５５例、発見癌率は０．３０％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は１０，４１５人で、受診率は５．５％である。一次検診の要
精検者は８９５人で、要精検率は８．６％で、前年度より０．４ポイント減少した。精検受診者数７９５人、
精検受診率は８８．８％で前年度より５．２ポイント増加した。車検診の要精検率８．１％、施設検診は
１２．４％で（東部１５．４％、中部９．８％、西部８．３％）で、許容値１１．０％を上回っている。
精検結果は、胃がんであった者は１５人で、胃がん発見率は０．１４％であった。
Ｘ線検査における国のプロセス指標は、要精検率許容値１１．０％以下、精密検査受診率目標値

９０％以上、がん発見率許容値０．１１％以上、陽性反応適中度許容値１．０％以上を指標としているが、
鳥取県は精検受診率以外は指標をクリアしており、精度の高い検診がおこなわれている。ただし、
例年と同様に施設検診におけるＸ線検査では要精検率が高い。

（２） 内視鏡検査は、１９市町村で実施され、受診者数は４１，１９６人で、検査結果は胃がんであった者は
１４９人が発見され、発見率は０．３６％であった。
内視鏡検査の組織診実施者数は１，４０１人で、組織診実施率３．４％、東部３．７％、中部４．３％、西部

２．７％である。また、陽性反応適中度（がん／組織診実施者数）は１０．６％で、東部９．１％、中部１１．４％、
西部１２．３％であった。

４



〈検診機関別結果〉
（１） Ｘ線検診
・一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

９，２１６
（８８．５％） ７４６ ８．１ ５．８ １０．３ ９．４

施 設 検 診
（病院・診療所）

１，１９９
（１１．５％） １４９ １２．４ １５．４ ９．８ ８．３

計 １０，４１５
（１００％） ８９５ ８．６ ７．２ １０．３ ９．３

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診
率 （％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ６６７ ８９．４ １５ ０．１６３ ０．１２７ ０．１９４ ０．１８６

施 設 検 診 １２８ ８５．９ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００

計 ７９５ ８８．８ １５ ０．１４４ ０．１０８ ０．１９１ ０．１５８

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数
組 織 診
実 施 者

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

病 院 １１，３３９ ４２１ ３７ ０．３２６ ０．３１９ ０．２４５ ０．３９６

診 療 所 ２９，８５７ ９８０ １１２ ０．３７５ ０．３５７ ０．５９９ ０．３１３

計 ４１，１９６ １，４０１ １４９ ０．３６２ ０．３４３ ０．４９４ ０．３２７

〈圏域別結果〉
（１） Ｘ線検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） がん がん発見率（％）

東 部 ４，６３２ ３３３ ７．２ ２９４ ８８．３ ５ ０．１０８

中 部 ２，６２０ ２６９ １０．３ ２４８ ９２．２ ５ ０．１９１

西 部 ３，１６３ ２９３ ９．３ ２５３ ８６．３ ５ ０．１５８

計 １０，４１５ ８９５ ８．６ ７９５ ８８．８ １５ ０．１４４

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数 組織診実施者 実施率（％） がん がん発見率（％） 陽性反応適中度（％）

東 部 １７，２０７ ６４５ ３．７ ５９ ０．３４３ ９．１

中 部 ６，８８８ ２９９ ４．３ ３４ ０．４９４ １１．４

西 部 １７，１０１ ４５７ ２．７ ５６ ０．３２７ １２．３

計 ４１，１９６ １，４０１ ３．４ １４９ ０．３６２ １０．６

５



２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成３０年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１５５
例（一次検査がＸ線検査：車検診１４例、一次検査が内視鏡検査：１４１例）で、発見癌率は０．３０％であった。
調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１２６例、進行癌は２９例であった。早期癌率は８１．３％（東部８７．９％、中部８０．０％、西部
７４．１％）であった。

（２） 切除例は７５例、内視鏡切除が７６例であった。非切除例が４例であった。
（３） 性・年齢別では、男性１１３例、女性４２例であった。４０歳代２人、５０歳代５人、６０歳代４８人、７０歳
代７０人、８０歳以上３０人で、例年と同様に６０歳代、７０歳代の男性が多い。

（４） 早期癌では「Ⅱｃ」が５７．９％を占めている。進行癌の肉眼分類は「２」「３」で５５．２％を占めて
いる。例年通りの傾向であった。

（５） 切除例の大きさは２㎝以下のものが５３．０％を占めたが、一方で５㎝以上のものが１３例認められた。
（６） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstageⅠＡが８例で６１．５％、内視鏡検査ではstageⅠＡが１１３例
で８２．５％であった。StageⅣが内視鏡検査で４例見つかっている。

（７） 前年度受診歴を有する発見進行癌については、各地区で症例検討を行って頂き、問題点等につ
いて検討して頂く。

６
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受診率・要精検率・精検受診率の推移
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胃がん発見率・確定がん率の推移

胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん率（X線＋内視鏡）
H30H29H28H27H26H25

（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６
受 診 者 数（人） Ｂ １４，３０３ ３３，５６４ ４７，８６７ １３，８０１ ３５，４０４ ４９，２０５ １３，６４２ ３７，８２８ ５１，４７０
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ７．５ １７．６ ２５．１ ７．２ １８．６ ２５．８ ７．２ １９．９ ２７．０

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １３，０８３ １２，６２０ １２，５４８
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，２２０ １，１８１ １，０９４
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．５ ８．６ ８．０

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ９９６ ９８５ ９２７
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８１．６ ８３．４ ８４．７

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ２７（５）１４４（５５） １７１（６０） ２５（３）１５３（４８） １７８（５１） １８（１）１５３（１０２） １７１（１０３）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１９ ０．４３ ０．３６ ０．１８ ０．４３ ０．３６ ０．１３ ０．４０ ０．３３

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上v（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ２．２ ２．１ １．６

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ２９ １４６ １７５ ２７ １５４ １８１ １８ １５１ １６９
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２０ ０．４３ ０．３７ ０．２０ ０．４３ ０．３７ ０．１３ ０．４０ ０．３３

区 分
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２
受 診 者 数（人） Ｂ １１，９６１ ３８，６８４ ５０，６４５ １１，０２９ ４０，４５３ ５１，４８２ １０，４１５ ４１，１９６ ５１，６１１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ６．３ ２０．５ ２６．８ ５．８ ２１．４ ２７．２ ５．５ ２１．８ ２７．３

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １０，９３３ １０，０３６ ９，５２０
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，０２８ ９９３ ８９５
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．６ ９．０ ８．６

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ８８９ ８３０ ７９５
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８６．５ ８３．６ ８８．８

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ １５（６）１４４（９２） １５９（９８） １５（３）１３３（８５） １４８（８８） １５（２）１４９（４２） １６４（４４）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１３ ０．３７ ０．３１ ０．１４ ０．３３ ０．２９ ０．１４ ０．３６ ０．３２

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上v（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．５ １．５ １．７

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ １８ １５０ １６８ １６ １３８ １５４ １４ １４１ １５５
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１５ ０．３９ ０．３３ ０．１５ ０．３４ ０．３０ ０．１３ ０．３４ ０．３０

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

７



（２） 平成３０年度胃がんＸ線検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数
ｄ 異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ２７３ ５０８ １０．１ １２．９ １１．７ １４ １３ ２５９ ４９５ ５．１ ２．６ ３．５
４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ２５４ ４３２ １０．６ １２．７ １１．８ １８ １９ ２３６ ４１３ ７．１ ４．４ ５．４
５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ １８０ ４７６ ７．２ １２．３ １０．３ １６ １９ １６４ ４５７ ８．９ ４．０ ５．３
５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ２５２ ５６１ ７．３ ９．７ ８．８ １８ ２８ ２３４ ５３３ ７．１ ５．０ ５．７
６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ５２２ ９７０ ６．７ ８．７ ７．９ ４１ ７３ ４８１ ８９７ ７．９ ７．５ ７．６
６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ９７３ １，２１２ ７．３ ７．３ ７．３ １１３ ９４ ８６０ １，１１８ １１．６ ７．８ ９．５
７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ８６２ ９４７ ７．２ ６．２ ６．６ １１２ ８１ ７５０ ８６６ １３．０ ８．６ １０．７
７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ５１１ ６１４ ４．６ ３．８ ４．２ ６９ ４９ ４４２ ５６５ １３．５ ８．０ １０．５
８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ４４９ ４１９ ２．４ １．１ １．５ ６７ ５１ ３８２ ３６８ １４．９ １２．２ １３．６

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ４，２７６ ６，１３９ ５．８ ５．３ ５．５ ４６８ ４２７ ３，８０８ ５，７１２ １０．９ ７．０ ８．６
合計 １８９，１３２ １０，４１５ ５．５ ８９５ ９，５２０ ８．６

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）
ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応的中度（％）
ｊ＝ｈ／ｄ

異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
４０～４４歳 １２ １１ ８５．７ ８４．６ ８５．２ ６ １ ６ ９ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．１９７ ０．１２８ ０．０ ７．７ ３．７
４５～４９歳 １７ １６ ９４．４ ８４．２ ８９．２ ２ ７ １５ ９ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５０～５４歳 １５ １５ ９３．８ ７８．９ ８５．７ ７ ２ ８ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５５～５９歳 １７ ２５ ９４．４ ８９．３ ９１．３ ３ ４ １４ ２１ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
６０～６４歳 ３３ ６９ ８０．５ ９４．５ ８９．５ ６ ８ ２５ ６１ ０ ０ ２ ０ ０．３８３ ０．０００ ０．１３４ ４．９ ０．０ １．８
６５～６９歳 ９８ ８７ ８６．７ ９２．６ ８９．４ １５ ２９ ７９ ５７ ０ ０ ４ １ ０．４１１ ０．０８３ ０．２２９ ３．５ １．１ ２．４
７０～７４歳 ９６ ７８ ８５．７ ９６．３ ９０．２ ２７ １６ ６７ ６１ ０ １ ２ ０ ０．２３２ ０．０００ ０．１１１ １．８ ０．０ １．０
７５～７９歳 ５８ ４３ ８４．１ ８７．８ ８５．６ １６ １１ ４１ ３２ ０ ０ １ ０ ０．１９６ ０．０００ ０．０８９ １．４ ０．０ ０．８
８０歳以上 ５８ ４７ ８６．６ ９２．２ ８９．０ １５ １１ ３８ ３６ １ ０ ４ ０ ０．８９１ ０．０００ ０．４６１ ６．０ ０．０ ３．４
計 ４０４ ３９１ ８６．３ ９１．６ ８８．８ ９７ ８９ ２９３ ２９９ １ １ １３ ２ ０．３０４ ０．０３３ ０．１４４ ２．８ ０．５ １．７
合 計 ７９５ ８８．８ １８６ ５９２ ２ １５ ０．１４４ １．７

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数
a′

一次検診結果
要精検率（％）
c′＝b′／a′

要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計
保 健 事 業 団 ３，６２５ ５，３４７ ３８８ ３４４ ３，２３７ ５，００３ １０．７ ６．４ ８．２
中国労働衛生協会 １０４ １４０ ９ ５ ９５ １３５ ８．７ ３．６ ５．７
病 院 ３４１ ４１０ ５６ ６０ ２８５ ３５０ １６．４ １４．６ １５．４
診 療 所 ２０６ ２４２ １５ １８ １９１ ２２４ ７．３ ７．４ ７．４

計 ４，２７６ ６，１３９ ４６８ ４２７ ３，８０８ ５，７１２ １０．９ ７．０ ８．６
合 計 １０，４１５ ８９５ ９，５２０ ８．６
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検診機関別要精検率の推移

病院

保健事業団中国労働衛生協会

診療所

H27 H30H29H28H26

精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.3％

胃がん
1.9％異常認めず

23.4％

その他の疾病
74.5％

その他の胃良性疾患
69.4％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

11.0％

胃腺腫（異型上皮）
1.4％

胃ポリープ
15.4％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

2.2％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.7％

・検診機関別要精検率の推移
一次検診機関 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

保 健 事 業 団 ８．１ ７．８ ８．４ ８．５ ８．２
中国労働衛生協会 ６．５ ６．３ ７．４ ４．５ ５．７
車 検 診 小 計 ８．０ ７．７ ８．４ ８．４ ８．１
病 院 １４．３ １１．３ ９．９ １７．３ １５．４
診 療 所 ８．４ ８．０ ９．１ ９．６ ７．４
施 設 検 診 小 計 １１．０ ９．６ ９．６ １３．７ １２．４
合 計 ８．６ ８．０ ８．６ ９．０ ８．６

ｂ．検診機関別

年 齢
精密検査
受診者数
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′
陽性反応的中度（％）
h′＝f′／b′

異 常
認 め ず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
保健事業団 ３３６ ３１９ ８６．６ ９２．７ ８９．５ ８０ ７６ ２４３ ２４０ １ １ １２ ２ ０．３３１ ０．０３７ ０．１５６ ３．１ ０．６ １．９
中国労働
衛生協会 ７ ５ ７７．８ １００．０ ８５．７ ２ ０ ４ ５ ０ ０ １ ０ ０．９６２ ０．０００ ０．４１０ １１．１ ０．０ ７．１

車 検 診
小 計 ３４３ ３２４ １６４ １９３ ８９．４ ８２ ７６ ２４７ ２４５ １ １ １３ ２ ０．３４９ ０．０３６ ０．１６３ ３．３ ０．６ ２．０

病 院 ４７ ５１ ８３．９ ８５．０ ８４．５ １２ ９ ３５ ４２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
診 療 所 １４ １６ ９３．３ ８８．９ ９０．９ ３ ４ １１ １２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
施設検診
小 計 ６１ ６７ １７７ １７４ ８５．９ １５ １３ ４６ ５４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

計 ４０４ ３９１ ８６．３ ９１．６ ８８．８ ９７ ８９ ２９３ ２９９ １ １ １３ ２ ０．３０４ ０．０３３ ０．１４４ ２．８ ０．５ １．７
合 計 ７９５ ８８．８ １８６ ５９２ ２ １５ ０．１４４ １．７

９



４
）
平
成
３０
年
度
胃
が
ん
Ｘ
線
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

が
ん
発
見
率

（
％
）
陽
性
反
応

適
中
度

対
象
者
数
車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診
率

（
％
）

異
常

認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病

が
ん

が
ん
疑
い
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

２，
２３
０

６３
５

２，
８６
５

４．
９

１２
６

８８
２１
４

７．
５

１９
１

８９
．３

３３
１５
５

３
０

１５
８

０．
１０
５

１．
４

米
子
市

４４
，１
１９

３８
８

３１
５

７０
３

１．
６

３０
２３

５３
７．
５

５０
９４
．３

８
４０

２
０

４２
０．
２８
４

３．
８

倉
吉
市

１７
，１
５０

５８
８

２０
６０
８

３．
５

５１
３

５４
８．
９

４７
８７
．０

１４
３１

２
０

３３
０．
３２
９

３．
７

境
港
市

１１
，２
０６

２１
１

１２
０

３３
１

３．
０

１１
９

２０
６．
０

２０
１０
０．
０

３
１６

１
０

１７
０．
３０
２

５．
０

岩
美
町

４，
５８
２

５０
５

８
５１
３

１１
．２

２８
５

３３
６．
４

３０
９０
．９

３
２７

０
０

２７
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

６，
２３
０

９０
５

４７
９５
２

１５
．３

６０
１３

７３
７．
７

６３
８６
．３

８
５４

１
０

５５
０．
１０
５

１．
４

若
桜
町

１，
５３
９

１１
９

０
１１
９

７．
７

４
０

４
３．
４

３
７５
．０

１
２

０
０

２
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

３，
０２
７

１８
３

０
１８
３

６．
０

９
０

９
４．
９

７
７７
．８

１
４

１
１

６
０．
５４
６

１１
．１

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

５５
３

０
５５
３

９．
７

６４
０

６４
１１
．６

６１
９５
．３

２０
４１

０
０

４１
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

２，
５７
４

３２
１

０
３２
１

１２
．５

３１
０

３１
９．
７

３１
１０
０．
０

１１
１７

３
０

２０
０．
９３
５

９．
７

北
栄
町

５，
５１
６

５５
０

１４
５６
４

１０
．２

６４
０

６４
１１
．３

５５
８５
．９

１８
３７

０
０

３７
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

６，
７５
１

５６
７

７
５７
４

８．
５

５５
１

５６
９．
８

５４
９６
．４

２０
３４

０
０

３４
０．
００
０

０．
０

南
部
町

４，
０１
１

２４
４

１２
２５
６

６．
４

２６
１

２７
１０
．５

２０
７４
．１

５
１５

０
０

１５
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
２５
７

３７
９

０
３７
９

８．
９

３８
０

３８
１０
．０

３４
８９
．５

９
２５

０
０

２５
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

１，
００
８

１４
１

２１
１６
２

１６
．１

１４
６

２０
１２
．３

１６
８０
．０

２
１４

０
０

１４
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
９６
７

６９
８

０
６９
８

１０
．０

７８
０

７８
１１
．２

６５
８３
．３

１４
５０

１
０

５１
０．
１４
３

１．
３

日
南
町

２，
５５
１

３０
５

０
３０
５

１２
．０

２９
０

２９
９．
５

２２
７５
．９

１
２０

０
１

２１
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
５５
３

１８
５

０
１８
５

１１
．９

１８
０

１８
９．
７

１７
９４
．４

１３
４

０
０

４
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

１４
４

０
１４
４

１０
．２

１０
０

１０
６．
９

９
９０
．０

２
６

１
０

７
０．
６９
４

１０
．０

合
計
１８
９，
１３
２

９，
２１
６

１，
１９
９

１０
，４
１５

５．
５

７４
６

１４
９

８９
５

８．
６

７９
５

８８
．８

１８
６

５９
２

１５
２

６０
９

０．
１４
４

１．
７

東
部

７４
，３
８１

３，
９４
２

６９
０

４，
６３
２

６．
２

２２
７

１０
６

３３
３

７．
２

２９
４

８８
．３

４６
２４
２

５
１

２４
８

０．
１０
８

１．
５

中
部

３７
，６
６７

２，
５７
９

４１
２，
６２
０

７．
０

２６
５

４
２６
９

１０
．３

２４
８

９２
．２

８３
１６
０

５
０

１６
５

０．
１９
１

１．
９

西
部

７７
，０
８４

２，
６９
５

４６
８

３，
１６
３

４．
１

２５
４

３９
２９
３

９．
３

２５
３

８６
．３

５７
１９
０

５
１

１９
６

０．
１５
８

１．
７

１０



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.1％胃がん

0.4％
異常認めず
22.7％

その他の疾病
76.8％

その他の胃良性疾患
66.6％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

5.6％

胃腺腫（異型上皮）
0.6％
胃ポリープ
24.0％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.2％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

3.0％

（３） 平成３０年度胃がん内視鏡検診
１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数
ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ５４２ ９６３ ２２９ ４１３ ３１２ ５４９ １ １ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 ５１８ ９９５ １７２ ３７７ ３４６ ６１７ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．１０１ ０．０６６

５０～５４歳 ５７２ １，１７８ １６６ ３７１ ４０４ ８０６ １ ０ １ １ ０．１７５ ０．０８５ ０．１１４

５５～５９歳 ６８５ １，６２１ １５７ ４２６ ５２４ １，１９５ ０ ０ ４ ０ ０．５８４ ０．０００ ０．１７３

６０～６４歳 １，６９９ ２，７６８ ３６２ ６５３ １，３３１ ２，１０４ ２ ３ ４ ８ ０．２３５ ０．２８９ ０．２６９

６５～６９歳 ３，５６３ ４，５０５ ６４７ １，０３５ ２，８８５ ３，４６０ ８ ２ ２３ ８ ０．６４６ ０．１７８ ０．３８４

７０～７４歳 ３，９３０ ４，８４３ ６９８ １，０９０ ３，２０１ ３，７４４ ６ ２ ２５ ７ ０．６３６ ０．１４５ ０．３６５

７５～７９歳 ２，８７０ ３，７７４ ５３１ ８５４ ２，３０４ ２，９１０ ５ １ ３０ ９ １．０４５ ０．２３８ ０．５８７

８０歳以上 ２，５３９ ３，６３１ ４４４ ７４０ ２，０６８ ２，８８０ ７ ３ ２０ ８ ０．７８８ ０．２２０ ０．４５４

計 １６，９１８ ２４，２７８ ３，４０６ ５，９５９ １３，３７５ １８，２６５ ３０ １２ １０７ ４２ ０．６３２ ０．１７３ ０．３６２

合 計 ４１，１９６ ９，３６５ ３１，６４０ ４２ １４９ ０．３６２

２）検診機関別

年 齢

一次検診
受診者数
a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん
b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ４，９０５ ６，４３４ ８０４ １，２２９ ４，０６４ ５，１９２ １０ ３ ２７ １０ ０．５５０ ０．１５５ ０．３２６

診療所 １２，０１３ １７，８４４ ２，６０２ ４，７３０ ９，３１１ １３，０７３ ２０ ９ ８０ ３２ ０．６６６ ０．１７９ ０．３７５

計 １６，９１８ ２４，２７８ ３，４０６ ５，９５９ １３，３７５ １８，２６５ ３０ １２ １０７ ４２ ０．６３２ ０．１７３ ０．３６２

合計 ４１，１９６ ９，３６５ ３１，６４０ ４２ １４９ ０．３６２

１１



３）平成３０年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名
受診者数

組織診
実施者数

組織診
実施率
（％）

検 査 結 果 別 人 員

異 常
認めず

その他
の疾病

がん疑い がん 有所見者
が ん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ Ｊ＝Ｇ／Ｂ

鳥 取 市 １４，１５５ ５２７ ３．７ ２，０２３ １２，０７６ ９ ４７ １２，１３２ ０．３３２ ８．９

米 子 市 １１，４４１ １８５ １．６ ２，３９２ ９，００９ ７ ３３ ９，０４９ ０．２８８ １７．８

倉 吉 市 ２，８８３ １４７ ５．１ ９８４ １，８７９ ９ １１ １，８９９ ０．３８２ ７．５

境 港 市 ２，７５７ １９７ ７．１ １，１８５ １，５６０ ０ １２ １，５７２ ０．４３５ ６．１

岩 美 町 ５８０ ３４ ５．９ ５５ ５２３ ０ ２ ５２５ ０．３４５ ５．９

八 頭 町 １，３０８ ７０ ５．４ ２４０ １，０５９ １ ８ １，０６８ ０．６１２ １１．４

若 桜 町 ５０５ ３ ０．６ ５９ ４４５ ０ １ ４４６ ０．１９８ ３３．３

智 頭 町 ６５９ １１ １．７ ５８ ５９９ １ １ ６０１ ０．１５２ ９．１

湯梨浜町 １，１７４ ５２ ４．４ ３８９ ７７９ １ ５ ７８５ ０．４２６ ９．６

三 朝 町 ３３９ ０ ０．０ １０３ ２３６ ０ ０ ２３６ ０．０００ ０．０

北 栄 町 １，１５１ ４５ ３．９ ４２９ ７１０ ６ ６ ７２２ ０．５２１ １３．３

琴 浦 町 １，３４１ ５５ ４．１ ８２５ ５０４ ０ １２ ５１６ ０．８９５ ２１．８

南 部 町 １，３１１ ６７ ５．１ １２９ １，１７０ ７ ５ １，１８２ ０．３８１ ７．５

伯 耆 町 ６５７ ０ ０．０ ６２ ５９３ ０ ２ ５９５ ０．３０４ ０．０

日吉津村 １８９ １ ０．５ １８７ ２ ０ ０ ２ ０．０００ ０．０

大 山 町 ３６７ ０ ０．０ ４１ ３２６ ０ ０ ３２６ ０．０００ ０．０

日 南 町 ９９ ３ ３．０ １９ ７８ １ １ ８０ １．０１０ ３３．３

日 野 町 ２８ ０ ０．０ ２１ ７ ０ ０ ７ ０．０００ ０．０

江 府 町 ２５２ ４ １．６ １６４ ８５ ０ ３ ８８ １．１９０ ７５．０

合 計 ４１，１９６ １，４０１ ３．４ ９，３６５ ３１，６４０ ４２ １４９ ３１，８３１ ０．３６２ １０．６

東 部 １７，２０７ ６４５ ３．７ ２，４３５ １４，７０２ １１ ５９ １４，７７２ ０．３４３ ９．１

中 部 ６，８８８ ２９９ ４．３ ２，７３０ ４，１０８ １６ ３４ ４，１５８ ０．４９４ １１．４

西 部 １７，１０１ ４５７ ２．７ ４，２００ １２，８３０ １５ ５６ １２，９０１ ０．３２７ １２．３

１２



（４） 平成３０年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名 対象者数

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果＋内視鏡検査結果
がん発見率
（％）Ｘ 線

受診者
内視鏡
受診者

計
受診率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

が ん
疑 い

が ん
有 所
見 者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５９，００３ ２，８６５ １４，１５５ １７，０２０ ２８．８ ２，０５６ １２，２３１ ９ ５０ １２，２９０ ０．２９４

米 子 市 ４４，１１９ ７０３ １１，４４１ １２，１４４ ２７．５ ２，４００ ９，０４９ ７ ３５ ９，０９１ ０．２８８

倉 吉 市 １７，１５０ ６０８ ２，８８３ ３，４９１ ２０．４ ９９８ １，９１０ ９ １３ １，９３２ ０．３７２

境 港 市 １１，２０６ ３３１ ２，７５７ ３，０８８ ２７．６ １，１８８ １，５７６ ０ １３ １，５８９ ０．４２１

岩 美 町 ４，５８２ ５１３ ５８０ １，０９３ ２３．９ ５８ ５５０ ０ ２ ５５２ ０．１８３

八 頭 町 ６，２３０ ９５２ １，３０８ ２，２６０ ３６．３ ２４８ １，１１３ １ ９ １，１２３ ０．３９８

若 桜 町 １，５３９ １１９ ５０５ ６２４ ４０．５ ６０ ４４７ ０ １ ４４８ ０．１６０

智 頭 町 ３，０２７ １８３ ６５９ ８４２ ２７．８ ５９ ６０３ ２ ２ ６０７ ０．２３８

湯梨浜町 ５，６７６ ５５３ １，１７４ １，７２７ ３０．４ ４０９ ８２０ １ ５ ８２６ ０．２９０

三 朝 町 ２，５７４ ３２１ ３３９ ６６０ ２５．６ １１４ ２５３ ０ ３ ２５６ ０．４５５

北 栄 町 ５，５１６ ５６４ １，１５１ １，７１５ ３１．１ ４４７ ７４７ ６ ６ ７５９ ０．３５０

琴 浦 町 ６，７５１ ５７４ １，３４１ １，９１５ ２８．４ ８４５ ５３８ ０ １２ ５５０ ０．６２７

南 部 町 ４，０１１ ２５６ １，３１１ １，５６７ ３９．１ １３４ １，１８５ ７ ５ １，１９７ ０．３１９

伯 耆 町 ４，２５７ ３７９ ６５７ １，０３６ ２４．３ ７１ ６１８ ０ ２ ６２０ ０．１９３

日吉津村 １，００８ １６２ １８９ ３５１ ３４．８ １８９ １６ ０ ０ １６ ０．０００

大 山 町 ６，９６７ ６９８ ３６７ １，０６５ １５．３ ５５ ３７６ ０ １ ３７７ ０．０９４

日 南 町 ２，５５１ ３０５ ９９ ４０４ １５．８ ２０ ９８ ２ １ １０１ ０．２４８

日 野 町 １，５５３ １８５ ２８ ２１３ １３．７ ３４ １１ ０ ０ １１ ０．０００

江 府 町 １，４１２ １４４ ２５２ ３９６ ２８．０ １６６ ９１ ０ ４ ９５ １．０１０

合 計 １８９，１３２ １０，４１５ ４１，１９６ ５１，６１１ ２７．３ ９，５５１ ３２，２３２ ４４ １６４ ３２，４４０ ０．３１８

東 部 ７４，３８１ ４，６３２ １７，２０７ ２１，８３９ ２９．４ ２，４８１ １４，９４４ １２ ６４ １５，０２０ ０．２９３

中 部 ３７，６６７ ２，６２０ ６，８８８ ９，５０８ ２５．２ ２，８１３ ４，２６８ １６ ３９ ４，３２３ ０．４１０

西 部 ７７，０８４ ３，１６３ １７，１０１ ２０，２６４ ２６．３ ４，２５７ １３，０２０ １６ ６１ １３，０９７ ０．３０１

１３



表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計
男 ０ ５ ３３ ５２ ２３ １１３
女 ２ ０ １５ １８ ７ ４２

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

Ⅰ １ ０ ４ ０ ０ １ １ ０ １ ８ ６．３％
Ⅱａ １ ０ ５ ０ ０ ４ １ ０ ６ １７ １３．５％
Ⅱｂ ０ ０ ２ １ ０ １ ０ ０ １ ５ ４．０％
Ⅱｃ ２ ０ ３２ ３ ０ １４ ０ ０ ２２ ７３ ５７．９％

Ⅱｃ＋Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０．８％
Ⅱｂ＋Ⅱｃ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０．８％
Ⅱａ＋Ⅱｃ １ ０ ６ ０ ０ ２ ０ ０ ７ １６ １２．７％
不 明 ０ ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ １ ５ ４．０％

計 ５ ０ ５３ ４ ０ ２４ ２ ０ ３８ １２６

（５） 平成３０年度胃がん検診発見患者確定調査結果について
表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

６ ０ ６０ ４ ０ ３１ ４ ０ ５０
１５５０．１３０ ０．０００ ０．３４９ ０．１５３ ０．０００ ０．４５０ ０．１２６ ０．０００ ０．２９２

６６ ３５ ５４
０．３０２ ０．３６８ ０．２６６ ０．３００

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

５ ０ ５３ ４ ０ ２４ ２ ０ ３８
１２６

５８ ２８ ４０
８７．９ ８０．０ ７４．１ ８１．３

進 行 癌 数 １ ０ ７ ０ ０ ７ ２ ０ １２ ２９
切 除 例 ３ ０ ２６ ２ ０ １４ １ ０ ２９ ７５
内視鏡切除例 ３ ０ ３３ ２ ０ １５ ２ ０ ２１ ７６
非 切 除 例 ０ ０ １ ０ ０ ２ １ ０ ０ ４

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％
２ １ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ ３ ８ ２７．６％
３ ０ ０ １ ０ ０ ３ １ ０ ３ ８ ２７．６％
４ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ２ ４ １３．８％
５ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ６ ２０．７％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ １ ３ １０．３％
計 １ ０ ７ ０ ０ ７ ２ ０ １２ ２９

１４



表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

t１a ４ ０ ３８ ３ ０ ２１ ２ ０ ２７ ９５
t１b １ ０ １２ １ ０ ３ ０ ０ １２ ２９

t２ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ４ ７

t３ ０ ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ ２ ６

t４a １ ０ ２ ０ ０ ２ １ ０ ３ ９
t４b ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

計 ６ ０ ５７ ４ ０ ２８ ３ ０ ４９ １４７

不 明 ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ １ ４

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～ １０ １１ ～ ２０ 小計（％） ２１ ～ ５０ ５１ ～ 計 不 明

車 ２ ４ ６ ４６％ ７ ０ １３ ０

施 ０ ０ ０ ０％ ０ ０ ０ ０

内 ２８ ３９ ６７ ５４％ ４４ １３ １２４ １４

計 ３０ ４３ ７３ ５３％ ５１ １３ １３７ １４

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ０ １２

Ｍ ６ ０ ５４

Ｌ ４ ０ ４５

全 体 ０ ０ ０

計 １１ ０ １１１

不 明 ０ ０ ４

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ４ ０ ５４

大 弯 ２ ０ １９

前 壁 ３ ０ １８

後 壁 ２ ０ ２０

全 周 ０ ０ ０

計 １１ ０ １１１

不 明 ０ ０ ４

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ０ ６

Ｍ １ ０ １２

Ｌ ０ ０ ５

Ｄ ０ ０ １

全 体 ０ ０ ０

計 ２ ０ ２４

不 明 １ ０ ２

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ０ ０ ７

大 弯 ０ ０ ３

前 壁 １ ０ １

後 壁 １ ０ ７

全 周 ０ ０ ５

計 ２ ０ ２３

不 明 １ ０ ３

１５



表８ 発見胃癌の進行度

stage
東 部 中 部 西 部 計 計

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

Ｘ 線 内視鏡検診

ⅠＡ ４ ０ ５１ ４ ０ ２３ ０ ０ ３９ ８ ０ １１３ ８ ６１．５４％ １１３ ８２．４８％

ⅠＢ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ３ １ ７．６９％ ３ ２．１９％

ⅡＡ １ ０ ４ ０ ０ １ ２ ０ ３ ３ ０ ８ ３ ２３．０８％ ８ ５．８４％

ⅡＢ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０．００％ １ ０．７３％

ⅢＡ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０ ０．００％ ４ ２．９２％

ⅢＢ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ １ ０ ２ １ ７．６９％ ２ １．４６％

ⅢＣ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０．００％ ２ １．４６％

Ⅳ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ４ ０ ０．００％ ４ ２．９２％

計 ６ ０ ５９ ４ ０ ２８ ３ ０ ５０ １３ ０ １３７ １３ １００．０％ １３７ １００．０％

不明 ０ ０ １ ０ ０ ３ １ ０ ０ １ ０ ４ １ ４

１６



〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数 要精検率（％）
計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１０，８７９
（３３．５％）

９８
（９６）

０．９０
（０．８８） １．０３ ０．７３ ０．８３

施 設 検 診
（病院・診療所）

２１，５７６
（６６．５％）

４５１
（４３３）

２．０９
（２．０１） ２．４５ １．５８ １．９９

計 ３２，４５５
（１００％）

５４９
（５２９）

１．６９
（１．６３） １．８５ １．１３ １．８０

※要精検者数の（ ）は、判定不能の者のうち、再検が未実施者のを除く

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精検受診率
（％） がん がん発見率（％）

計 東部 中部 西部
車 検 診 ８２ ８３．７ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００
施 設 検 診 ３４８ ７７．２ ９ ０．０４２ ０．０４０ ０．０３４ ０．０４５

計 ４３０ ７８．３ ９ ０．０２８ ０．０２３ ０．０１６ ０．０３７

２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成３０年度子宮頸部がん検診は対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労
働省が示す算式により算定した推計数）１２９，８９６人のうち、受診者数３２，４５５人、受診率２５．０％で、平
成２９年度に比べ受診者数は３１７人、受診率は０．３ポイントそれぞれ増であった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が２０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数５９，０８７人、受診者数２６，４７０人、受診率４４．８％で、
全国平均（平成２９年度）受診率１６．１％に比較し高い。
要精検者数は５４９人（判定不能で再検査未実施となった者を含む）、一次検査の結果判定不能で、再
検査の結果、判定不能だった者が４５人であった。要精検率は１．６９％で、平成２９年度に比べ、要精検者
数が２１８人、要精検率が０．６６ポイントそれぞれ増加した。
精検受診者数４３０人、精検受診率７８．３％で平成２９年度に比べ８．８ポイント減少した。
精検の結果、がん９人、がん発見率（がん／受診者数）は０．０３％で、前年度と同率であった。陽性
反応適中度（がん／要精検者数）は１．６％であった。上皮内病変は１８９人（CIN３またはAIS ５０人、CIN２
２４人、CIN１ １１４人、腺異形成１人）であった。
受診者数（率）はほぼ横ばい状態である。精検受診率は国の許容値７０％以上は上回るものの、目標
値９０％以上には届いていない状況である。また、がん発見率、陽性反応適中度、いずれも国の許容値
に届いていない状況である。しかしながら、がん発見率の増加には反映されないものの、前がん病変
であるCINの発見数は明らかに増加している。陽性反応適中度低下の主な原因は、HPV感染の推定に
留まる細胞診ASC-USならびにCIN推定例の増加による要精検者数の大幅な増加（分母の増加）と考
えられる。また、今年度は報告様式の変更に従い、上皮内がんを発見がんとして計上してきた平成２９
年度までと異なり、CIN３として集計することになったこと（分子の減少）も低下の一因と考えられ
る。国への問い合わせの結果、後者は全国でみられている現象であり、統計の見直しを検討している
との情報があった。
市町村別の要精検率、精検受診率に格差があり、要精検率２％以上のところが４市町村、精検受診
率では５０％以下の市町村もあった。
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〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 上皮内病変 がん がん発見率

東 部 ５，４１７ ５６ １．０３ ５１ ９１．１ ２９ ０ ０．０００

中 部 ３，２８７ ２４ ０．７３ ２０ ８３．３ ６ ０ ０．０００

西 部 ２，１７５ １８ ０．８３ １１ ６１．１ ５ ０ ０．０００

計 １０，８７９ ９８ ０．９０ ８２ ８３．７ ４０ ０ ０．０００

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 上皮内病変 がん がん発見率

東 部 ７，４４１ １８２ ２．４５ １４２ ７８．０ ６８ ３ ０．０４０

中 部 ２，９７５ ４７ １．５８ ４１ ８７．２ ２０ １ ０．０３４

西 部 １１，１６０ ２２２ １．９９ １６５ ７４．３ ６１ ５ ０．０４５

計 ２１，５７６ ４５１ ２．０９ ３４８ ７７．２ １４９ ９ ０．０４２

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者３２，４５５人中、体部がん検診対象者数は１，１９７人、一次検診会場での受診者は９６４
人であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は１５７人、受診者の合計は１，１２１人、
受診率は９３．７％であった。
一次検診の結果、要精検となった者３２人、要精検率３．３２％、精密検査受診者数は２４人で、精密検査
受診率７５．０％で平成２９年度に比べ１２．５ポイント減少した。精検の結果、子宮体部がんが４人発見され、
がん発見率は０．４１％であった。陽性反応適中度１２．５％であった。子宮内膜増殖症は２人であった。
また、医療機関での別途受診者から、子宮内膜増殖症が１人発見されている。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌
平成３０年度は子宮頸部癌５例で、ⅠＡ期２例、ⅠＢ期以上が３例であった。治療対象のCIN３また
はAISは４５例であった。CIN１、２または腺異形成１３１例であった。平成２９年度に比べ、子宮頸部癌が
２例増、CIN３またはAISは４例減少した。なお、ⅠＢ期以上３例の検診歴は、前年受診１例、３年
以上前の受診２例であった。
２）子宮体部癌
子宮体部癌は４例、子宮内膜増殖症３例であった。

４．その他
１）平成３０年度妊婦健康診査における子宮頸部がん検診受診状況について
平成３０年度実績は、妊婦健康診査受診者４，０５９人中、子宮頸部がん検診受診者数３，９５９人、受診率

９７．５％で、要精検者数８９人、要精検率２．２％、精検受診者数７８人、精検受診率８７．６％で精検結果はが
んが１人２５～２９歳で発見されている。
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受診率・精検受診率の推移
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要精検率・子宮頸部がん発見率・確定がん率の推移

子宮頸部がん発見率 確定がん率要精検率
H26 H28H27H25 H30H29

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数及び受診率等の推移
区 分 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６
受 診 者 数（人） Ｂ ２９，３０７ ２９，６４０ ３１，２４３ ３２，６００ ３１，４４７ ３２，１３８ ３２，４５５
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２１．６ ２１．９ ２３．１ ２４．１ ２４．２ ２４．７ ２５．０

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２８，９１５ ２９，１９３ ３０，８６８ ３２，２７５ ３１，２０６ ３１，８０７ ３１，９０６
要 精 検 者 数（人） Ｅ ３９２ ４４７ ３７５ ３２５ ２４１ ３３１ ５４９
判 定 不 能（人） Ｆ ２８ ７０ １５ ２３ １９ ３６ ４５
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．３４ １．５１ １．２０ １．００ ０．７７ １．０３ １．６９指標：許容値１．４％以下

精 密 検 査 精検受診者数（人） Ｈ ２５２ ３０５ ２９２ ２６２ １８５ ２５７ ４３０
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ６９．２ ８０．９ ８１．１ ８６．８ ８３．３ ８７．１ ７８．３指標：目標値９０％以上

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ ５３（１１２） ２５（１５０） ２３（１５５） １４（１４６） ９（９０） １０（１３０） ９（１８９）
子 宮 が ん 発 見 率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．１８ ０．０８ ０．０７ ０．０４ ０．０３ ０．０３ ０．０３指標：許容値０．０５％以上
陽 性 反 応 適 中 度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ １４．６ ６．６ ６．４ ４．６ ４．１ ３．４ １．６指標：許容値４．０％以上

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｍ ５２ ２５ １５ １４ ９ ３ ５
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．１８ ０．０８ ０．０５ ０．０４ ０．０３ ０．０１ ０．０２

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、平成２９年度までは異形成の者、平成３０年度からは上皮内病変の者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ 要精検者数について、平成２４年度報告から、一次検診で判定不能の者のうち、再検も判定不能だった者も含んだ数を計上

（２） 平成３０年度子宮頸部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数 一次検診

受診者数
受診率
（％）

経年受診者数
再掲

一次検診結果 要精検率
（％）
ｅ＝ｄ／ｂ

要精検者数 異常認めず
判定不能ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ

２０～２４歳 ３，７０５ ５５９ １５．１ １６４ １６ ０ ５４３ ２．８６
２５～２９歳 ２，９６３ １，２４８ ４２．１ ６３２ ５２ ０ １，１９６ ４．１７
３０～３４歳 ３，７３５ ２，１８６ ５８．５ １，３２７ ８５ ２ ２，１０１ ３．８９
３５～３９歳 ４，０２４ ２，７１４ ６７．４ １，９４７ ７１ １ ２，６４３ ２．６２
４０～４４歳 ３，９５０ ３，３６３ ８５．１ ２，４８１ ８１ １ ３，２８２ ２．４１
４５～４９歳 ３，４００ ２，９６９ ８７．３ ２，３１３ ７７ ３ ２，８９２ ２．５９
５０～５４歳 ３，８６８ ２，８１５ ７２．８ ２，２１３ ５２ ８ ２，７６３ １．８５
５５～５９歳 ５，７６７ ２，８８２ ５０．０ ２，３５３ ３８ ５ ２，８４４ １．３２
６０～６４歳 １１，１６１ ３，６２３ ３２．５ ２，９９９ ２６ ９ ３，５９７ ０．７２
６５～６９歳 １６，５１４ ４，１１１ ２４．９ ３，６００ ２０ ７ ４，０９１ ０．４９
７０～７４歳 １５，３４４ ３，３２２ ２１．７ ２，９９９ １３ ４ ３，３０９ ０．３９
７５～７９歳 １６，００２ １，７７６ １１．１ １，６３１ １３ ３ １，７６３ ０．７３
８０歳以上 ３９，４６３ ８８７ ２．２ ７９１ ５ ２ ８８２ ０．５６
計 １２９，８９６ ３２，４５５ ２５．０ ２５，４５０ ５４９ ４５ ３１，９０６ １．６９
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精密検査結果（受診者数＝430人）

がん疑い　2.3％
腺異形成　0.2％

CIN1　26.5％

上皮内病変
43.9％

CIN3　11.6％

CIN2　5.6％

がん　2.1％

その他疾患
21.4％

異常なし
30.2％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密
検査
受診
者数

精 密
検 査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮
が ん
発見率
（％）

陽 性
反 応
適中度
（％）

異 常
認めず

子宮
がん

上皮内病変 その他
未受診 未把握うち微小

浸潤がん
CIN３
又はAIS CIN２ CIN１

腺異
形成

がん 疑 い
又は未確定

その他
疾 患

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｋ＝ｈ／ｄ
２０～２４歳 １４ ８７．５ ６ ０ ０ ０ ０ ５ ０ １ ２ ０ １ ０．０００ ０．０
２５～２９歳 ４７ ９０．４ １４ ０ ０ ２ ３ １９ ０ ０ ９ ３ ３ ０．０００ ０．０
３０～３４歳 ７２ ８４．７ １９ １ ０ ８ ３ ２５ ０ １ １５ ５ ６ ０．０４６ １．２
３５～３９歳 ６０ ８４．５ １３ ２ １ １４ ６ １７ ０ ０ ８ ５ ５ ０．０７４ ２．８
４０～４４歳 ６３ ７７．８ ２０ ０ ０ ９ ４ １６ １ ２ １１ ５ １２ ０．０００ ０．０
４５～４９歳 ６４ ８３．１ １９ ２ ０ ８ ５ １６ ０ ０ １４ ５ ５ ０．０６７ ２．６
５０～５４歳 ３６ ６９．２ １３ １ ０ ０ ０ １１ ０ ０ １１ ７ ６ ０．０３６ １．９
５５～５９歳 ２５ ６５．８ １０ ２ ０ ３ １ ２ ０ ２ ５ ３ ５ ０．０６９ ５．３
６０～６４歳 １９ ７３．１ ７ ０ ０ ３ ０ １ ０ ２ ６ １ ２ ０．０００ ０．０
６５～６９歳 ９ ４５．０ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ４ ３ ３ ０．０００ ０．０
７０～７４歳 ８ ６１．５ １ １ ０ ０ １ １ ０ １ ３ １ １ ０．０３０ ７．７
７５～７９歳 １１ ８４．６ ５ ０ ０ １ １ １ ０ １ ２ ０ １ ０．０００ ０．０
８０歳以上 ２ ４０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ ０．０００ ０．０
計 ４３０ ７８．３ １３０ ９ １ ５０ ２４ １１４ １ １０ ９２ ３８ ５２ ０．０２８ １．６

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一 次 検 診 機 関
一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

判 定 不 能a′ b′ c′＝b′／a′
保 健 事 業 団 １０，７４０ ９５ ０ １０，６４５ ０．８８
中国労働衛生協会 １３９ ３ ０ １３６ ２．１６
病 院 ７，３１３ ９９ ２４ ７，２１４ １．３５
診 療 所 １４，２６３ ３５２ ２１ １３，９１１ ２．４７

計 ３２，４５５ ５４９ ４５ ３１，９０６ １．６９

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密
検査
受診
者数

精 密
検 査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮
が ん
発見率
（％）

陽 性
反 応
適中度
（％）

異 常
認めず

子宮
がん

上皮内病変 その他
未受診 未把握うち微小

浸潤がん
CIN３
又はAIS CIN２ CIN１

腺異
形成

がん 疑 い
又は未確定

その他
疾 患

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′h′＝f′／b′
保健事業団 ７９ ８３．２ ２１ ０ ０ １２ ２ ２２ １ １ ２０ ７ ７ ０．０００ ０．０
中国労働衛生協会 ３ １００．０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
病 院 ６５ ６５．７ ２８ ２ ０ ０ ３ ９ ０ ５ １８ ９ １１ ０．０２７ ２．０
診 療 所 ２８３ ８０．４ ８１ ７ １ ３６ １８ ８３ ０ ４ ５４ ２２ ３４ ０．０４９ ２．０

計 ４３０ ７８．３ １３０ ９ １ ５０ ２４ １１４ １ １０ ９２ ３８ ５２ ０．０２８ １．６

２０



４
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平
成
３０
年
度
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

が
ん

発
見
率

（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診

施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検
受

診
者
数
精
検
受
診

率
（
％
）
異
常

認
め
ず
そ
の
他

疾
病
等
が
ん
又
は

上
皮
内
病
変

が
ん

上
皮
内

病
変
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
＝
Ｏ
＋
Ｐ

Ｏ
Ｐ

Ｑ
＝
Ｍ
＋
Ｎ
Ｒ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｓ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

４１
，５
８８

３，
３３
８

６，
５６
８

９，
９０
６

２３
．８

４４
１６
０

２０
４

２．
０６

１６
８

８２
．４

４７
３２

８９
３

８６
１２
１

０．
０３
０

１．
５

米
子
市

３２
，２
１８

８０
７，
６１
８

７，
６９
８

２３
．９

０
１５
１

１５
１

１．
９６

１１
３

７４
．８

３３
２８

５２
４

４８
８０

０．
０５
２

２．
６

倉
吉
市

１１
，５
３２

６０
１

１，
６０
８

２，
２０
９

１９
．２

５
２７

３２
１．
４５

２７
８４
．４

１０
２

１５
１

１４
１７

０．
０４
５

３．
１

境
港
市

７，
７３
４

３８
０

１，
５７
２

１，
９５
２

２５
．２

７
２８

３５
１．
７９

２９
８２
．９

８
１１

１０
１

９
２１

０．
０５
１

２．
９

岩
美
町

２，
９１
１

５９
６

１９
２

７８
８

２７
．１

４
５

９
１．
１４

７
７７
．８

２
１

４
０

４
５

０．
００
０

０．
０

八
頭
町

３，
９６
０

１，
０１
４

３１
１

１，
３２
５

３３
．５

６
９

１５
１．
１３

１１
７３
．３

０
０

５
０

５
５

０．
００
０

０．
０

若
桜
町

９４
１

２４
３

５２
２９
５

３１
．３

１
２

３
１．
０２

２
６６
．７

２
３

０
０

０
３

０．
００
０

０．
０

智
頭
町

１，
９１
６

２２
６

３１
８

５４
４

２８
．４

１
６

７
１．
２９

５
７１
．４

０
６

２
０

２
８

０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

３，
６６
０

６６
８

４９
２

１，
１６
０

３１
．７

４
４

８
０．
６９

８
１０
０．
０

５
８

２
０

２
１０

０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
６３
６

３２
５

１２
６

４５
１

２７
．６

８
６

１４
３．
１０

１２
８５
．７

４
１

０
０

０
１

０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
５４
８

７７
３

４１
９

１，
１９
２

３３
．６

１
６

７
０．
５９

６
８５
．７

１
１

５
０

５
６

０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

４，
３２
１

９２
０

３３
０

１，
２５
０

２８
．９

６
４

１０
０．
８０

８
８０
．０

２
０

５
０

５
５

０．
００
０

０．
０

南
部
町

２，
５８
５

２８
２

５２
８

８１
０

３１
．３

３
１１

１４
１．
７３

６
４２
．９

２
０

２
０

２
２

０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

２，
７７
１

３６
４

３２
４

６８
８

２４
．８

１
６

７
１．
０２

６
８５
．７

６
４

０
０

０
４

０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

７２
４

５２
２６
１

３１
３

４３
．２

１
６

７
２．
２４

５
７１
．４

１
２

４
０

４
６

０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
３９
５

５７
０

４３
９

１，
００
９

２３
．０

３
６

９
０．
８９

６
６６
．７

０
０

２
０

２
２

０．
００
０

０．
０

日
南
町

１，
５６
７

２４
５

６３
３０
８

１９
．７

１
０

１
０．
３２

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

日
野
町

９８
９

２０
２

９
２１
１

２１
．３

２
０

２
０．
９５

２
１０
０．
０

０
１

１
０

１
２

０．
００
０

０．
０

江
府
町

９０
０

０
３４
６

３４
６

３８
．４

０
１４

１４
４．
０５

９
６４
．３

７
２

０
０

０
２

０．
００
０

０．
０

合
計
１２
９，
８９
６
１０
，８
７９

２１
，５
７６

３２
，４
５５

２５
．０

９８
４５
１

５４
９

１．
６９

４３
０

７８
．３

１３
０

１０
２

１９
８

９
１８
９

３０
０

０．
０２
８

１．
６

東
部

５１
，３
１６

５，
４１
７

７，
４４
１

１２
，８
５８

２５
．１

５６
１８
２

２３
８

１．
８５

１９
３

８１
．１

５１
４２

１０
０

３
９７

１４
２

０．
０２
３

１．
３

中
部

２４
，６
９７

３，
２８
７

２，
９７
５

６，
２６
２

２５
．４

２４
４７

７１
１．
１３

６１
８５
．９

２２
１２

２７
１

２６
３９

０．
０１
６

１．
４

西
部

５３
，８
８３

２，
１７
５
１１
，１
６０

１３
，３
３５

２４
．７

１８
２２
２

２４
０

１．
８０

１７
６

７３
．３

５７
４８

７１
５

６６
１１
９

０．
０３
７

２．
１

※
１
平
成
３０
年
度
か
ら
上
皮
内
病
変
に
は
「
CI
N３
又
は
A
IS
で
あ
っ
た
者
」「
CI
N２
で
あ
っ
た
者
」「
CI
N１
で
あ
っ
た
者
」
及
び
「
腺
異
形
成
で
あ
っ
た
者
」
の
合
計
を
計
上

※
２
平
成
３０
年
度
か
ら
「
そ
の
他
疾
病
等
」
に
は
「
子
宮
頸
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
者
又
は
未
確
定
」
及
び
「
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
CI
N（
異
形
成
等
）
以
外
の
疾
患
で
あ
っ
た
者
（
転
移
性
の
子
宮
頚
が
ん
を
含
む
）」
を
計
上
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受診率・精検受診率の推移

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業）
H27 H30H29H28H26H25

0.19
0.38

0.97

0.00
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1.00
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％
要精検率・子宮体部がん発見率・確定がん率の推移

H27 H30H29H28H26H25
子宮体部がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

区 分
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ８２３ ８２３ １，０５７ １，０５７ １，１９７ １，１９７
受 診 者 数（人） Ｂ ７４８ ７ ７５５ ８７４ ２１ ８９５ ９６４ １５７ １，１２１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ９０．９ ９１．７ ８２．７ ８４．７ ８０．５ ９３．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ７２６ ８４５ ９１９
要 精 検 者 数（人） Ｅ １６ １６ ３２
判 定 不 能（人） Ｆ ６ １３ １３
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ２．１４ １．８３ ３．３２

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ９ １４ ２４
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ５６．３ ８７．５ ７５．０

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ １（１） ０（２） １（３） ３（１） ３（０） ６（１） ４（２） ０（１） ４（３）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．１３ ０．００ ０．１３ ０．３４ １４．２９ ０．６７ ０．４１ ０．００ ０．３６
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ６．２５ １８．７５ １２．５０

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ０ ０ ０ ３ ３ ６ ４ ０ ４
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．００ ０．６７ ０．３６

※１ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部
がん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※２ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※３ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※４ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ５５９ ５５９ ８２３ ８２３ ８９６ ８９６
受 診 者 数（人） Ｂ ４４３ ８４ ５２７ ７０９ ７８ ７８７ ８０６ １５ ８２１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ７９．２ ９４．３ ８６．１ ９５．６ ９０．０ ９１．６

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４３５ ６９７ ７８２
要 精 検 者 数（人） Ｅ ６ ９ ２３
判 定 不 能（人） Ｆ ２ ３ １
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．３５ １．２７ ２．８５

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ４ ８ １９
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ６６．７ ８８．９ ８２．６

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ １（２） ０（１） １（３） ３（３） ０（０） ３（３） ６（２） ２（４） ８（６）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．２３ ０．００ ０．１９ ０．４２ ０．００ ０．３８ ０．７４ １３．３３ ０．９７
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ １６．６７ ３３．３３ ２６．０９

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） １ ０ １ ３ ０ ３ ６ ２ ８
確 定 が ん 率（％） ０．１９ ０．３８ ０．９７

２２



（４） 平成３０年度子宮体部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
子宮がん検
診受診者数

体部がん検
診対象者数

対象率
（％）

体部がん検
診受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｄ
２０～２４歳 ５５９ ７ １．２５ ３ ４２．９ ０ ０ ３ ０．００
２５～２９歳 １，２４８ ２１ １．６８ １２ ５７．１ ０ ０ １２ ０．００
３０～３４歳 ２，１８６ ６４ ２．９３ ４８ ７５．０ １ ０ ４７ ２．０８
３５～３９歳 ２，７１４ ９０ ３．３２ ７４ ８２．２ ０ １ ７３ ０．００
４０～４４歳 ３，３６３ １８２ ５．４１ １４５ ７９．７ ０ １ １４４ ０．００
４５～４９歳 ２，９６９ １９１ ６．４３ １６０ ８３．８ ５ ０ １５５ ３．１３
５０～５４歳 ２，８１５ ２３８ ８．４５ １９３ ８１．１ ７ ２ １８４ ３．６３
５５～５９歳 ２，８８２ １２４ ４．３０ １００ ８０．６ ３ ２ ９５ ３．００
６０～６４歳 ３，６２３ ８１ ２．２４ ６２ ７６．５ ７ ０ ５５ １１．２９
６５～６９歳 ４，１１１ ８５ ２．０７ ７９ ９２．９ ４ １ ７４ ５．０６
７０～７４歳 ３，３２２ ７２ ２．１７ ５５ ７６．４ ４ １ ５０ ７．２７
７５～７９歳 １，７７６ ３２ １．８０ ２３ ７１．９ ０ ２ ２１ ０．００
８０歳以上 ８８７ １０ １．１３ １０ １００．０ １ ３ ６ １０．００
計 ３２，４５５ １，１９７ ３．６９ ９６４ ８０．５ ３２ １３ ９１９ ３．３２

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症 子宮がん
ｈ ｉ＝ｈ／ｆ ｊ ｋ＝ｊ／ｄ ｌ＝ｊ／ｆ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３０～３４歳 １ １００．０ ０ ０ １ ０ ０．００ ０．０
３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４０～４４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 ５ １００．０ １ ２ １ １ ０．６３ ２０．０
５０～５４歳 ４ ５７．１ ４ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
５５～５９歳 ３ １００．０ ０ ２ ０ １ １．００ ３３．３
６０～６４歳 ６ ８５．７ ２ ３ ０ １ １．６１ １４．３
６５～６９歳 ３ ７５．０ １ １ ０ １ １．２７ ２５．０
７０～７４歳 １ ２５．０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
８０歳 以 上 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ２４ ７５．０ ９ ９ ２ ４ ０．４１ １２．５

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診しなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検診
受診者数

精 密 検 査 結 果 子宮がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮がん

２０～２４歳 １ １ ０ ０ ０ ０．００
２５～２９歳 ２ ２ ０ ０ ０ ０．００
３０～３４歳 ８ ８ ０ ０ ０ ０．００
３５～３９歳 １１ １０ １ ０ ０ ０．００
４０～４４歳 ２５ ２５ ０ ０ ０ ０．００
４５～４９歳 ２９ ２９ ０ ０ ０ ０．００
５０～５４歳 ３３ ３０ ２ １ ０ ０．００
５５～５９歳 １６ １５ １ ０ ０ ０．００
６０～６４歳 １３ １２ １ ０ ０ ０．００
６５～６９歳 ３ ３ ０ ０ ０ ０．００
７０～７４歳 １３ １３ ０ ０ ０ ０．００
７５～７９歳 ３ ３ ０ ０ ０ ０．００
８０歳以上 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
計 １５７ １５１ ５ １ ０ ０．００

２３
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数
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ん

子
宮
内
膜

増
殖
症

Ｐ

有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
＝
Ｏ
＋
Ｐ

Ｏ
Ｑ
＝
Ｍ
＋
Ｎ
Ｒ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｓ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

３６
３

０
２０
２

２０
２

５５
．６

０
３

３
１．
４９

３
１０
０．
０

２
１

０
０

０
１

０．
００

０．
０

米
子
市

３４
１

０
３４
１

３４
１

１０
０．
０

０
９

９
２．
６４

８
８８
．９

４
２

２
１

１
４

０．
２９

１１
．１

倉
吉
市

１４
６

０
１３
７

１３
７

９３
．８

０
２

２
１．
４６

２
１０
０．
０

１
１

０
０

０
１

０．
００

０．
０

境
港
市

６４
０

６４
６４

１０
０．
０

０
２

２
３．
１３

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

岩
美
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

八
頭
町

４６
０

２８
２８

６０
．９

０
２

２
７．
１４

２
１０
０．
０

０
０

２
１

１
２

３．
５７

５０
．０

若
桜
町

２
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

智
頭
町

１３
０

７
７

５３
．８

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

湯
梨
浜
町

３３
０

３３
３３

１０
０．
０

０
３

３
９．
０９

３
１０
０．
０

１
２

０
０

０
２

０．
００

０．
０

三
朝
町

５
０

５
５

１０
０．
０

０
１

１
２０
．０
０

１
１０
０．
０

０
１

０
０

０
１

０．
００

０．
０

北
栄
町

３１
０

２９
２９

９３
．５

０
１

１
３．
４５

１
１０
０．
０

０
０

１
１

０
１

３．
４５

１０
０．
０

琴
浦
町

２５
０

２１
２１

８４
．０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

南
部
町

２０
０

２０
２０

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

伯
耆
町

２２
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

日
吉
津
村

１２
０

１２
１２

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

大
山
町

３１
０

２７
２７

８７
．１

０
２

２
７．
４１

２
１０
０．
０

０
２

０
０

０
２

０．
００

０．
０

日
南
町

２
０

２
２

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

日
野
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

江
府
町

４１
０

３６
３６

８７
．８

０
７

７
１９
．４
４

２
２８
．６

１
０

１
１

０
１

２．
７８

１４
．３

合
計
１，
１９
７

０
９６
４

９６
４

８０
．５

０
３２

３２
３．
３２

２４
７５
．０

９
９

６
４

２
１５

０．
４１

１２
．５

東
部

４２
４

０
２３
７

２３
７

５５
．９

０
５

５
２．
１１

５
１０
０．
０

２
１

２
１

１
３

０．
４２

２０
．０

中
部

２４
０

０
２２
５

２２
５

９３
．８

０
７

７
３．
１１

７
１０
０．
０

２
４

１
１

０
５

０．
４４

１４
．３

西
部

５３
３

０
５０
２

５０
２

９４
．２

０
２０

２０
３．
９８

１２
６０
．０

５
４

３
２

１
７

０．
４０

１０
．０

２４



（５） 平成３０年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果
表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成２９年度 平成３０年度 平成２９年度 平成３０年度

CIN１、２または腺異形成 １０ ２１ ８２ １１０

CIN３ ま た は AIS ７ １０ ４２ ３５

頚 癌 Ⅰ Ａ 期 ０ ０ ０ ２

頚 癌 Ⅰ Ｂ 期 以 上 １ ０ ２ ３

合 計 １８ ３１ １２６ １５０

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成２９年度 平成３０年度

内 膜 増 殖 症 １ ３

体 癌 Ⅰ Ａ 期 ６ ３

体癌ⅠＢ期以上 ０ １

合 計 ７ ７

表３ 発見子宮がん症例（ⅠＢ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ １ １

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ２ ２

初 回 受 診 ０ ０ ０

表４ 治療機関

CIN３またはAIS 頚癌ⅠＡ期 頚癌ⅠＢ期以上 計

鳥取大学医学部附属病院 １０ ２ １ １３

鳥取県立中央病院 ２４ ０ ０ ２４

鳥取県立厚生病院 ３ ０ ２ ５

鳥 取 赤 十 字 病 院 １ ０ ０ １

鳥 取 市 立 病 院 １ ０ ０ １

鳥 取 産 院 １ ０ ０ １

山 陰 労 災 病 院 １ ０ ０ １

博 愛 病 院 １ ０ ０ １

彦 名 ク リ ニ ッ ク １ ０ ０ １

脇田産婦人科医院 ２ ０ ０ ２

計 ４５ ２ ３ ５０

２５



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成３０年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ
り算定した推計数）１８９，１３２人のうち、受診者数５５，０５０人、受診率２９．１％で前年度より０．１ポイント増
であった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法は４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数７６，８１４人、受診者数２５，６７３人、受診率３３．４％で、
全国平均（平成２９年度）７．４％に比べ高い。
このうち要精検者は２，０２３人、要精検率３．６７％で前年度より１１４人（０．１８ポイント）増加した。精密
検査受診者は１，８３９人、精検受診率９０．９％で前年度よりそれぞれ１３０人、１．４ポイント増であった。
要精検率は国の指標（許容値）である３．０％以下を上回り、前年度より増加した。精検受診率は国
の目標値９０％を上回り、原発性肺がん３１人、肺がん疑い１１５人の計１４６人が発見された。肺がん発見率
は０．０６％で、国の指標（許容値）０．０３％以上より高率で、前年度より４人（０．０１ポイント）増加した。
また、陽性反応的中度は１．５％であり、国の指標（許容値）１．３％を上回り、前年度より０．１ポイント
増加した。平成３０年度の結果からは、鳥取県は肺がんの罹患率が高く、要精検率が高いものの、引き
続き多くの肺がんが発見され、精度管理も良好と考えられる。
施設検診と車検診を比較すると、要精検率は施設検診４．１０％、車検診３．１６％であり、施設検診の方
が０．９４ポイント高い傾向にあった。要精検率については地域差があり、継続して精度管理には注意を
払う必要がある。
Ｘ線受診者総数５５，０５０人のうち経年受診者は４０，６６６人、経年受診率７３．９％である。
喀痰検査の対象となる高危険群所属者は７，０２６人（１２．８％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は

２，１６２人で、Ｘ線検査受診者の３．９％、要精検者は７人で、うちがんが２人発見され、がん発見率
０．０９３％であった。
経年と非経年受診者、高危険群と非高危険群所属者のがん発見率の比較では、経年受診者のがん発
見率は０．０３９％で、非経年受診者のがん発見率０．１０４％で、非経年受診者の方が２．６５倍高かった。また、
高危険群所属者７，０２６人のうちがんが４人発見され、がん発見率０．０５７％、非高危険群所属者４８，０２４人
のうちがんが２７人発見され、がん発見率０．０５６％で、高危険群所属者の方が１．０１倍高かった。

２６



〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ７，７０１ １９５ ２．５３ １７６ ９０．３ １２ ４ ０．０５２

中 部 ７，２９２ ２０３ ２．７８ １７３ ８５．２ １９ ６ ０．０８２

西 部 １０，０８２ ３９５ ３．９２ ３５３ ８９．４ ３０ ３ ０．０３０

計 ２５，０７５ ７９３ ３．１６ ７０２ ８８．５ ６１ １３ ０．０５２

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １７，６６０ ６０９ ３．４５ ５７７ ９４．７ ４６ １０ ０．０５７

中 部 ３，９３０ ２１１ ５．３７ １９０ ９０．０ ４ ３ ０．０７６

西 部 ８，３８５ ４１０ ４．８９ ３７０ ９０．２ ４ ５ ０．０６０

計 ２９，９７５ １，２３０ ４．１０ １，１３７ ９２．４ ５４ １８ ０．０６０

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

２５，０７５
（４５．５％） ７９３ ３．１６ ２．５３ ２．７８ ３．９２

施 設 検 診
（病 院 ・ 診 療 所）

２９，９７５
（５４．５％） １，２３０ ４．１０ ３．４５ ５．３７ ４．８９

計 ５５，０５０
（１００％） ２，０２３ ３．６７ ３．１７ ３．６９ ４．３６

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ７０２ ８８．５ １３ ０．０５２ ０．０５２ ０．０８２ ０．０３０

施 設 検 診 １，１３７ ９２．４ １８ ０．０６０ ０．０５７ ０．０７６ ０．０６０

計 １，８３９ ９０．９ ３１ ０．０５６ ０．０５５ ０．０８０ ０．０４３

〈経年受診者の状況〉
※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 経年受診者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２８ ２１，８７１ ３２，８０８ ５４，６７９ １５，５４７ （７１．１％） ２３，６９０ （７２．２％） ３９，２３７ （７１．８％）

Ｈ２９ ２１，９４３ ３２，８３３ ５４，７７６ １６，２５４ （７４．１％） ２４，２６０ （７３．９％） ４０，５１４ （７４．０％）

Ｈ３０ ２２，１９７ ３２，８５３ ５５，０５０ １６，３４３ （７３．６％） ２４，３２３ （７４．０％） ４０，６６６ （７３．９％）

２７



〈高危険群所属者の状況〉
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当する者

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 高危険群所属者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２８ ２１，８７１ ３２，８０８ ５４，６７９ ６，９４１ （３１．７％） ３２０ （１．０％） ７，２６１ （１３．３％）

Ｈ２９ ２１，９４３ ３２，８３３ ５４，７７６ ６，６１５ （３０．１％） ３２９ （１．０％） ６，９４４ （１２．７％）

Ｈ３０ ２２，１９７ ３２，８５３ ５５，０５０ ６，６６４ （３０．０％） ３６２ （１．１％） ７，０２６ （１２．８％）

（２） がん発見率の推移

年度
高危険群所属者 非高危険群所属者 発見率倍率

（高危険／非高危険）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２８ ７，２６１ １０ ０．１３８ ４７，４１８ ２７ ０．０５７ ２．４２

Ｈ２９ ６，９４４ １４ ０．２０２ ４７，８３２ １３ ０．０２７ ７．４２

Ｈ３０ ７，０２６ ４ ０．０５７ ４８，０２４ ２７ ０．０５６ １．０１

（２） がん発見率の推移

年 度
経 年 受 診 者 非 経 年 受 診 者 発見率倍率

（非経年／経年）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２８ ３９，２３７ １６ ０．０４１ １５，４４２ ２１ ０．１３６ ３．３３

Ｈ２９ ４０，５１４ ６ ０．０１５ １４，２６２ ２１ ０．１４７ ９．９４

Ｈ３０ ４０，６６６ １６ ０．０３９ １４，３８４ １５ ０．１０４ ２．６５

〈喀痰細胞診の実施状況〉
※喀痰細胞診対象者＝Ｘ線検査受診者における高危険群所属者
（１） 結果の推移

年度
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰検査受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 がん がん発見率

Ｈ２８ ７，２６１ ２，３８１ ２ ０．０８ ２ ０ ０．０００

Ｈ２９ ６，９４４ ２，３４３ ０ ０．００ ０ ０ ０．０００

Ｈ３０ ７，０２６ ２，１６２ ７ ０．３２ ７ ２ ０．０９３

〈発見がん患者の状況〉
（１） 要精検カテゴリー別患者数（人）

年 度 全 体 Ｘ線のみ要精検 喀痰のみ要精検 ともに要精検

Ｈ２８ ３７ ３７ ０ ０

Ｈ２９ ２７ ２７ ０ ０

Ｈ３０ ３１ ２９ １ １
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２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
昭和６２年から平成３０年までに発見された肺がん又は肺がん疑いについて予後調査した結果、肺がん
確定診断１，５６３例、内訳は原発性肺癌１，４１２例、転移性肺腫瘍１５１例であった。
平成３０年度については、以下のとおりであった。

（１） 原発性肺がん４９例、転移性肺腫瘍３例、合計５２例の肺がん確定診断を得た。最終報告で１１５名
あった肺がん疑いは、その後の予後調査により原発性肺がんが１９名（転移性肺腫瘍は０名）発見さ
れ、肺がん疑いのままが５０名、良性が１０名、異常なしが３２名、不明１名、現在なお調査中が３名と
いう結果であった。なお、初回の精密検査で原発性肺がんと診断された１例が術後病理で大腸癌の
転移性肺腫瘍と判明した。肺がん疑いと調査中の５３名は今後２年間フォローを続ける予定である。

（２） 発見された原発性肺がんのうち４６例（９３．９％）が胸部Ｘ線のみで発見され、２例（４．１％）が喀
痰細胞診のみで発見された。また、１例（２．０％）は胸部Ｘ線および喀痰細胞診いずれも陽性（E１
＋E）で、非経年受診（初回）であった。cT４N０M１c，StageⅣBで、検診受診後約５ヶ月で肺がん
死した。

（３） 原発性肺がんの平均年齢は７２．６歳、女性肺がんは２７例（５５．１％）、臨床病期はⅠ期３１例（６３．３％）、
腺癌は３５例（７１．４％）と例年どおりⅠ期の肺腺癌の割合が多かった。

（４） 手術症例の割合は３２例（６５．３％）、術後病期Ⅰ期の肺がんは２４例（７５．０％）であり、術後病期０
期（Tis）が１例（３．１％）あった。腺癌が２６例（８１．３％）であった。

（５） 腫瘍径は平成３０年度より第８版となり充実成分径で計測するようになったため、平均２１．６㎜
（－１０．６㎜）と昨年より著明に小さくなった。しかしながら、第７版に準じた腫瘍径は３２．１㎜
（－０．１㎜）とほとんど変わらなかった。
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要精検率・肺がん発見率の推移

H26 H28H27H25 H30H29
肺がん発見率要精検率

（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２

受 診 者 数（人） Ｂ ５０，５６９ ５３，２０８ ５５，０４５ ５４，６７９ ５４，７７６ ５５，０５０

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２６．５ ２７．９ ２８．９ ２８．９ ２９．０ ２９．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４８，２２５ ５０，９０５ ５２，９５３ ５２，８１５ ５２，８６７ ５３，０３２

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２，３４５ ２，３０３ ２，０９２ １，８６４ １，９０９ ２，０２３

指標：許容値３．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ４．６４ ４．３３ ３．８０ ３．４１ ３．４９ ３．６７

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ２，０６２ ２，０２１ １，８７７ １，６８０ １，７０９ １，８３９

指標：目標値９０％以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８７．９ ８７．８ ８９．７ ９０．１ ８９．５ ９０．９

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ４５（６８） ５５（７４） ３４（７８） ４０（５２） ２８（９４） ３１（１１５）

上記のうち原発性肺がんの数 Ｊ ４１ ４６ ３３ ３７ ２７ ３１

指標：許容値０．０３％以上
肺がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０８ ０．０９ ０．０６ ０．０７ ０．０５ ０．０６

指標：許容値１．３％以上
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ １．７ ２．０ １．６ ２．０ １．４ １．５

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ６２ ８１ ４８ ５０ ５３ ５２

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｎ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９

確 定 が ん 率（％）Ｏ＝Ｎ／Ｂ ０．１２ ０．１５ ０．０９ ０．０９ ０．１０ ０．０９

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出
＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上
＊５ 要精検者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｌ）については、Ｅ判定者数を計上

３０



（２） 平成３０年度肺がん検診結果
１）一次検診（年齢階級別）
ａ．Ｘ線検査結果

年 齢
対象者数

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

一次検診
受診者数

受診率（％）
経年受診者数
再掲※

経年受診者
割合 要精検者数 要精検率（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ７２２ １，３４９ ２６．７ ３４．２ ３１．１ ２７１ ５３０ ３７．５ ３９．３ １３ ２０ １．８０ １．４８ １．５９

４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ６７９ １，２１２ ２８．４ ３５．６ ３２．７ ３９３ ６７１ ５７．９ ５５．４ １６ １９ ２．３６ １．５７ １．８５

５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ６１３ １，２８３ ２４．６ ３３．２ ２９．８ ３６８ ７５９ ６０．０ ５９．２ ２２ ２３ ３．５９ １．７９ ２．３７

５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ７６５ １，８３０ ２２．１ ３１．７ ２８．１ ４７５ １，１５８ ６２．１ ６３．３ ２４ ２７ ３．１４ １．４８ １．９７

６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ２，０９０ ３，７０６ ２６．８ ３３．２ ３０．６ １，３２６ ２，５６０ ６３．４ ６９．１ ８４ １１９ ４．０２ ３．２１ ３．５０

６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ４，８６７ ６，５５７ ３６．６ ３９．７ ３８．３ ３，５５０ ５，０５２ ７２．９ ７７．０ １８７ ２０８ ３．８４ ３．１７ ３．４６

７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ５，２１１ ６，６９２ ４３．６ ４３．６ ４３．６ ４，１２１ ５，４１７ ７９．１ ８０．９ ２４７ ２１０ ４．７４ ３．１４ ３．８４

７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３，６０７ ４，９８２ ３２．７ ３１．１ ３１．８ ２，９４６ ４，０３０ ８１．７ ８０．９ １５２ １９０ ４．２１ ３．８１ ３．９８

８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３，６４３ ５，２４２ １９．７ １３．３ １５．３ ２，８９３ ４，１４６ ７９．４ ７９．１ ２００ ２５７ ５．４９ ４．９０ ５．１４

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ２２，１９７ ３２，８５３ ３０．１ ２８．５ ２９．１ １６，３４３ ２４，３２３ ７３．６ ７４．０ ９４５ １，０７３ ４．２６ ３．２７ ３．６７

合計 １８９，１３２ ５５，０５０ ２９．１ ４０，６６６ ７３．９ ２，０１８ ３．６７

※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者※

喀 痰 容 器
提 出 者 数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・
喀 痰
細胞診
ともに
要精検

一次検診総合結果

要精検
者 数

精 検 不 要
要精検率
（％）

要精検者数 要精検率（％）

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ ｋ ｌ＝ｆ＋ｉ－ｋ ｍ＝ｌ／ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ０ ０ １ ２ ０ ０ １ ２ ０．００ ０．００ ０ ０ １３ ２０ １．８０ １．４８ １．５９

４５～４９歳 ０ ０ ６ ２ ０ ０ ６ ２ ０．００ ０．００ ０ ０ １６ １９ ２．３６ １．５７ １．８５

５０～５４歳 １３８ ２４ ４１ ６ ０ ０ ４１ ６ ０．００ ０．００ ０ ０ ２２ ２３ ３．５９ １．７９ ２．３７

５５～５９歳 ２３２ ３０ ７６ ８ ０ ０ ７６ ８ ０．００ ０．００ ０ ０ ２４ ２７ ３．１４ １．４８ １．９７

６０～６４歳 ７３８ ６８ ２３３ １３ ２ １ ２３１ １２ ０．８６ ７．６９ １ ０ ８５ １２０ ４．０７ ３．２４ ３．５４

６５～６９歳 １，８０７ ８４ ６１１ １８ １ ０ ６１０ １８ ０．１６ ０．００ ０ ０ １８８ ２０８ ３．８６ ３．１７ ３．４７

７０～７４歳 １，９２２ ８６ ５７６ ３１ ０ ０ ５７６ ３１ ０．００ ０．００ ０ ０ ２４７ ２１０ ４．７４ ３．１４ ３．８４

７５～７９歳 １，００８ ３９ ２９９ １４ １ １ ２９８ １３ ０．３３ ７．１４ ０ ０ １５３ １９１ ４．２４ ３．８３ ４．０１

８０歳以上 ８１９ ３１ ２１６ ９ １ ０ ２１５ ９ ０．４６ ０．００ １ ０ ２００ ２５７ ５．４９ ４．９０ ５．１４

計 ６，６６４ ３６２ ２，０５９ １０３ ５ ２ ２，０５４ １０１ ０．２４ １．９４ ２ ０ ９４８ １，０７５ ４．２７ ３．２７ ３．６７

合 計 ７，０２６ ２，１６２ ７ ２，１５５ ０．３２ ２ ２，０２３ ３．６７
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当するもの

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者

３１



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数
（再掲）

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｎ ｏ ｐ＝ｏ／ｎ ｑ ｒ＝ｑ／ｂ ｓ＝ｑ／ｎ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １３ ２０ １０ １７ ７６．９８５．０８１．８ ８ ９ ２ ７ ０ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １６ １９ １４ １８ ８７．５９４．７９１．４ ８ １０ ５ ８ １ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ２２ ２３ ２１ ２２ ９５．５９５．７９５．６ １５ ９ ５ １０ １ ３ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ２４ ２７ ２２ ２７ ９１．７１００．０９６．１ １１ １０ １０ １６ １ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 ８５ １２０ ７７ １１２ ９０．６９３．３９２．２ ３８ ４３ ３３ ６１ ４ ７ ２ １ ０．０９６０．０２７０．０５２ ２．４ ０．８ １．５

６５～６９歳 １８８ ２０８ １６４ １９２ ８７．２９２．３８９．９ ５６ ７５ ９４ １００ １２ １３ ２ ４ ０．０４１０．０６１０．０５３ １．１ １．９ １．５

７０～７４歳 ２４７ ２１０ ２３１ ２００ ９３．５９５．２９４．３ ８５ ６６ １２１ １１８ １７ １２ ８ ４ ０．１５４０．０６００．１０１ ３．２ １．９ ２．６

７５～７９歳 １５３ １９１ １３７ １８１ ８９．５９４．８９２．４ ５１ ７３ ７７ ９３ ９ １１ ０ ４ ０．００００．０８００．０４７ ０．０ ２．１ １．２

８０歳以上 ２００ ２５７ １６８ ２２６ ８４．０８７．９８６．２ ５４ ８９ １０４ １１９ ９ １３ １ ５ ０．０２７０．０９５０．０６８ ０．５ １．９ １．３

計 ９４８ １，０７５ ８４４ ９９５ ８９．０９２．６９０．９ ３２６ ３８４ ４５１ ５３２ ５４ ６１ １３ １８ ０．０５９０．０５５０．０５６ １．４ １．７ １．５

合計 ２，０２３ １，８３９ ９０．９ ７１０ ９８３ １１５ ３１ ０．０５６ １．５

Ｘ線のみ要精検 ２，０１６ １，８３２ ９０．９ ７０８ ９８３ １１２ ２９ １．４

喀痰のみ要精検 ５ ５ １００．０ ２ ０ ２ １ ２０．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ２ ２ １００．０ ０ ０ １ １ ５０．０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者

受診者数 経年受診者数再掲 要精検者数 異常認めず 要精検率（％）
ａ′ ｂ′ ｃ′＝ｂ′／ａ′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 ９，１６３ １５，１１８ ６，８９１ １１，４５０ ３２５ ４２０ ８，８３８ １４，６９８３．５５２．７８３．０７ ２，６９２ １２８

中国労働衛生協会 ３０３ ４９１ ２４３ ３７７ ２０ ２５ ２８３ ４６６６．６０５．０９５．６７ ３３ ２

病 院 ４，２４３ ５，５７６ ３，１５５ ４，００８ ２０１ １８４ ４，０４２ ５，３９２４．７４３．３０３．９２ １，２３６ ６７

診 療 所 ８，４８８ １１，６６８ ６，０５４ ８，４８８ ３９９ ４４４ ８，０８９ １１，２２４４．７０３．８１４．１８ ２，７０３ １６５

計 ２２，１９７ ３２，８５３ １６，３４３ ２４，３２３ ９４５ １，０７３ ２１，２５２ ３１，７８０４．２６３．２７３．６７ ６，６６４ ３６２

合 計 ５５，０５０ ４０，６６６ ２，０１８ ５３，０３２ ３．６７ ７，０２６
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精密検査結果

肺がん
1.7％

異常認めず
38.6％

その他疾病
53.5％

肺がん疑い
6.3％

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｊ′ ｋ′＝ｊ′／ｈ′ ｌ′ ｍ′＝ｌ′／ａ′ ｎ′＝ｌ′／ｈ′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ２７１ ３８８ ８３．１ ９１．９ ８８．１ ９４ １４１ １４７ ２０９ ２４ ３２ ６ ６ ０．０６５０．０４００．０４９ １．８ １．４ １．６

中国労働衛生協会 ２０ ２３ １００．０ ９２．０ ９５．６ ９ ６ ７ １５ ３ ２ １ ０ ０．３３００．００００．１２６ ５．０ ０．０ ２．２

病 院 １８８ １７５ ９３．５ ９５．１ ９４．３ ７５ ７３ １００ ９４ １０ ５ ３ ３ ０．０７１０．０５４０．０６１ １．５ １．６ １．６

診 療 所 ３６５ ４０９ ９１．０ ９２．１ ９１．６ １４８ １６４ １９７ ２１４ １７ ２２ ３ ９ ０．０３５０．０７７０．０６０ ０．７ ２．０ １．４

計 ８４４ ９９５ ８９．０ ９２．６ ９０．９ ３２６ ３８４ ４５１ ５３２ ５４ ６１ １３ １８ ０．０５９０．０５５０．０５６ １．４ １．７ １．５

合 計 １，８３９ ９０．９ ７１０ ９８３ １１５ ３１ ０．０５６ １．５

一次検診機関

喀痰容器
提出者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
ともに要
精検（Ｃ）

一次検診総合結果

要精検者数 精検不要 要精検率
（％）

要精検者数 要精検率
（％）

ｄ′ ｅ′ ｆ′＝ｅ′／ｄ′ g′ ｈ′＝ｂ′＋ｅ′－ｇ′ Ｉ′＝ｈ′／ａ′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ５９３ ４１ ３ ２ ５９０ ３９ ０．５１ ４．８８ ２ ０ ３２６ ４２２ ３．５６ ２．７９ ３．０８

中国労働衛生協会 ２１ ０ ０ ０ ２１ ０ ０ ０ ０ ０ ２０ ２５ ６．６０ ５．０９ ５．６７

病 院 ５０９ ２０ ０ ０ ５０９ ２０ ０ ０ ０ ０ ２０１ １８４ ４．７４ ３．３０ ３．９２

診 療 所 ９３６ ４２ ２ ０ ９３４ ４２ ０．２１ ０ ０ ０ ４０１ ４４４ ４．７２ ３．８１ ４．１９

計 ２，０５９ １０３ ５ ２ ２，０５４ １０１ ０．２４ １．９４ ２ ０ ９４８ １，０７５ ４．２７ ３．２７ ３．６７

合 計 ２，１６２ ７ ２，１５５ ０．３２ ２ ２，０２３ ３．６７

３３
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（
％
）
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反
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中
度

（
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）

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）
車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
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検
受
診

者
数
精
検
受
診
率

（
％
）
異

常
認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病
が
ん
疑
い
肺
が
ん
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

３，
６９
１

１５
，４
１６

１９
，１
０７

３２
．４

９４
５２
７

６２
１

３．
２５

５８
１

９３
．６

２３
６

２８
１

５１
１３

３４
５

０．
０６
８

２．
１

米
子
市

４４
，１
１９

３，
５８
９

５，
５９
２

９，
１８
１

２０
．８

１３
０

２６
９

３９
９

４．
３５

３６
７

９２
．０

１５
１

１９
４

１６
６

２１
６

０．
０６
５

１．
５

倉
吉
市

１７
，１
５０

１，
０７
２

２，
３６
０

３，
４３
２

２０
．０

２６
１１
２

１３
８

４．
０２

１２
４

８９
．９

６１
５４

７
２

６３
０．
０５
８

１．
４

境
港
市

１１
，２
０６

１，
３６
４

１，
６２
１

２，
９８
５

２６
．６

４７
８２

１２
９

４．
３２

１１
５

８９
．１

２５
８８

２
０

９０
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
５８
２

１，
２３
６

３６
１

１，
５９
７

３４
．９

３７
１５

５２
３．
２６

４９
９４
．２

１８
３０

１
０

３１
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

６，
２３
０

２，
１０
９

８８
１

２，
９９
０

４８
．０

４９
３４

８３
２．
７８

７７
９２
．８

３２
４１

３
１

４５
０．
０３
３

１．
２

若
桜
町

１，
５３
９

２０
１

５３
０

７３
１

４７
．５

５
１７

２２
３．
０１

２０
９０
．９

３
１６

１
０

１７
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

３，
０２
７

４６
４

４７
２

９３
６

３０
．９

１０
１６

２６
２．
７８

２６
１０
０．
０

１１
１３

２
０

１５
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

１，
６７
５

７６
８

２，
４４
３

４３
．０

５６
５０

１０
６

４．
３４

９４
８８
．７

３７
４８

６
３

５７
０．
１２
３

２．
８

三
朝
町

２，
５７
４

９０
５

１７
０

１，
０７
５

４１
．８

３２
１５

４７
４．
３７

３９
８３
．０

１２
２６

１
０

２７
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

５，
５１
６

１，
６９
６

４８
５

２，
１８
１

３９
．５

３９
２３

６２
２．
８４

５１
８２
．３

１３
３１

４
３

３８
０．
１３
８

４．
８

琴
浦
町

６，
７５
１

１，
９４
４

１４
７

２，
０９
１

３１
．０

５０
１１

６１
２．
９２

５５
９０
．２

２２
２７

５
１

３３
０．
０４
８

１．
６

南
部
町

４，
０１
１

４７
８

１，
１７
２

１，
６５
０

４１
．１

１８
５９

７７
４．
６７

６６
８５
．７

２０
４１

３
２

４６
０．
１２
１

２．
６

伯
耆
町

４，
２５
７

１，
３１
１

０
１，
３１
１

３０
．８

５８
０

５８
４．
４２

４８
８２
．８

２５
２２

１
０

２３
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

１，
００
８

２５
２

０
２５
２

２５
．０

１０
０

１０
３．
９７

８
８０
．０

２
６

０
０

６
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
９６
７

１，
５３
２

０
１，
５３
２

２２
．０

４７
０

４７
３．
０７

４２
８９
．４

１４
２４

４
０

２８
０．
００
０

０．
０

日
南
町

２，
５５
１

６４
３

０
６４
３

２５
．２

２０
０

２０
３．
１１

１６
８０
．０

５
７

４
０

１１
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
５５
３

２７
７

０
２７
７

１７
．８

２２
０

２２
７．
９４

２１
９５
．５

８
１２

１
０

１３
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

６３
６

０
６３
６

４５
．０

４３
０

４３
６．
７６

４０
９３
．０

１５
２２

３
０

２５
０．
００
０

０．
０

合
計
１８
９，
１３
２
２５
，０
７５

２９
，９
７５

５５
，０
５０

２９
．１

７９
３

１，
２３
０

２，
０２
３

３．
６７

１，
８３
９

９０
．９

７１
０

９８
３

１１
５

３１
１，
１２
９

０．
０５
６

１．
５

東
部

７４
，３
８１

７，
７０
１

１７
，６
６０

２５
，３
６１

３４
．１

１９
５

６０
９

８０
４

３．
１７

７５
３

９３
．７

３０
０

３８
１

５８
１４

４５
３

０．
０５
５

１．
７

中
部

３７
，６
６７

７，
２９
２

３，
９３
０

１１
，２
２２

２９
．８

２０
３

２１
１

４１
４

３．
６９

３６
３

８７
．７

１４
５

１８
６

２３
９

２１
８

０．
０８
０

２．
２

西
部

７７
，０
８４

１０
，０
８２

８，
３８
５

１８
，４
６７

２４
．０

３９
５

４１
０

８０
５

４．
３６

７２
３

８９
．８

２６
５

４１
６

３４
８

４５
８

０．
０４
３

１．
０

３４



（３） 平成３０年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について
肺がん確定診断（原発性１，４１２、転移性１５１） １，５６３例
他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，５７５例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年
平成
元年

平成
２年

平成
３年

平成
４年

平成
５年

平成
６年

平成
７年

平成
８年

平成
９年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８ ３８ ５３

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５ ４ ２

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３ ４２ ５５

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ３０年度集計〕
胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �

�
��
１，３０５例（９２．４％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

４６例（９３．９％）
Ｅのみ １，０６０例 Ｅのみ ４６例

（E１：３６例、E２：６例、Ｅ：４例）
細 胞 診 Ｄのみ ２３例 �

�
��

５８例（４．１%）
Ｄのみ ２例 �

�
��

２例（４．１％）
Ｅのみ ３５例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４６例（３．３％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

１例（２．０％）
Ｄ＋Ｅ ９例 Ｄ＋Ｅ ０例
Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例
Ｅ＋Ｅ ２１例 Ｅ＋Ｅ １例
不明 ３例 ３例（０．２％） 不明 ０例 ０例（０．０％）

計 １，４１２例 計 ４９例

平成
１０年

平成
１１年

平成
１２年

平成
１３年

平成
１４年

平成
１５年

平成
１６年

平成
１７年

平成
１８年

平成
１９年

平成
２０年

原発性肺癌 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２

転移性肺腫瘍 ７ ７ ６ ７ ６ ３ ２ ５ ６ ７ ３

合 計 ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２ ６２ ６８ ５５ ５５

平成
２１年

平成
２２年

平成
２３年

平成
２４年

平成
２５年

平成
２６年

平成
２７年

平成
２８年

平成
２９年

平成
３０年

合計

原発性肺癌 ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９ １，４１２

転移性肺腫瘍 ８ ４ ６ ５ ４ ７ １ ４ ３ ３ １５１

合 計 ４９ ６９ ６１ ５４ ６２ ８１ ４８ ５０ ５３ ５２ １，５６３

３５



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７
Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９％） １，８８８（８９．０％） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１％） １，７６７（８８．２％） ６５ １４２
Ｈ２３ ４８，５１３ ２，４６７（５．０９％） ２，２０８（８９．５％） ５５ １１３
Ｈ２４ ５０，３７６ ２，４６０（４．８８％） ２，２０１（８９．５％） ４９ ９７
Ｈ２５ ５０，５６９ ２，３４５（４．６４％） ２，０６２（８７．９％） ５８ １１５
Ｈ２６ ５３，２０８ ２，３０３（４．３３％） ２，０２１（８７．８％） ７４ １３９
Ｈ２７ ５５，０４５ ２，０９２（３．８０％） １，８７７（８９．７％） ４７ ８５
Ｈ２８ ５４，６７９ １，８６４（３．４１％） １，６８０（９０．１％） ４６ ８４
Ｈ２９ ５４，７７６ １，９０９（３．４９％） １，７０９（８９．５％） ５０ ９１
Ｈ３０ ５５，０５０ ２，０２３（３．６７％） １，８３９（９０．９％） ４９ ８９
計 １，７９９，９５３ ３４，５８８（１．９２％） ３０，１４８（８７．２％） １，４１２ ７８

４）原発性肺癌（１，４１２例）
（１） 年齢・性別 〔Ｈ３０年度集計〕
区分 原発性肺癌 比率（％） 区分 原発性肺癌 比率（％）
～５９歳 ８７例 ６．２ ～５９歳 ０例 ０．０

６０～６９歳 ４２８ ３０．３ ６０～６９歳 １５ ３０．６
７０～７９歳 ６４６ ４５．７ ７０～７９歳 ２５ ５１．０
８０～ ２５１ １７．８ ８０～ ９ １８．４
計 １４１２ １００．０ 計 ４９ １００．０

平均年齢＝７２．１
男：女＝８３８例：５７３例

（不明：１例）

平均年齢＝７２．６
男：女＝２２例：２７例

（不明：０例）

３６



ｂ．組織型 〔Ｈ３０年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ３０４例 扁平上皮癌 ７例
腺 癌 ８８７（６２．７） 腺 癌 ３５（７１．４）
大 細 胞 癌 １８ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 ８４ 小 細 胞 癌 ３
腺扁平上皮癌 １３ 腺扁平上皮癌 １
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １０６ 不 明 ３

計 １，４１４＊ 計 ４９
＊２例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌の同時多発癌を含む
（３） 原発性肺癌の手術症例
（８８６例、手術率：６２．７％）
ａ．臨床病期、術後病期
臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例
０ ０（ ０．０） ０ １（ １．１）
ⅠＡ ５２８（５９．６） ⅠＡ ４６１（５２．０）
ⅠＢ １７７ ⅠＢ １９４
ⅡＡ ３４ ⅡＡ ４０
ⅡＢ ４３ ⅡＢ ５３
ⅢＡ ７７ ⅢＡ ８７
ⅢＢ １５ ⅢＢ ２４
ⅢC ０ ⅢC ０
Ⅳ ９ Ⅳ ２１
不明 １ 不明 ３
計 ８８６ 計 ８８６

〔Ｈ３０年度集計〕
原発性肺癌の手術症例（３２例、手術率：６５．３％）

臨床病期（％） 術後病期（％）
０ccult ０例 ０ccult ０例
０ ０ ０ １
ⅠＡ ２７（８４．３） ⅠＡ＊ ２１（６５．６）

�
�
�
�
�

２５
（７８．１％）ⅠＢ ３ ⅠＢ ３

ⅡＡ ０ ⅡＡ １
ⅡＢ １ ⅡＢ ３
ⅢＡ １ ⅢＡ ２
ⅢＢ ０ ⅢＢ ０
ⅢC ０ ⅢC ０
Ⅳ ０ Ⅳ １
不明 ０ 不明 ０
計 ３２ 計 ３２

ｂ．組織型分類 〔H３０年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １７１例 扁平上皮癌 ５例
腺 癌 ６５９（７４．４） 腺 癌 ２６（８１．３）
大 細 胞 癌 １４ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 １０ 小 細 胞 癌 ０
腺扁平上皮癌 １４ 腺扁平上皮癌 １
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １６ 不 明 ０

計 ８８６ 計 ３２

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型
ａ．病期分類 〔Ｈ３０年度集計〕
臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０例
０ ０ ０ ０
ⅠＡ ５９８（４２．３） ⅠＡ ２８（５７．１）

�
�
�
�
�

３１
（６３．３％）ⅠＢ ２１７ ⅠＢ ３

ⅡＡ ５５ ⅡＡ １
ⅡＢ ７０ ⅡＢ １
ⅢＡ １６３ ⅢＡ ４
ⅢＢ ８５ ⅢＢ ２
ⅢC １ ⅢＣ １
Ⅳ １８６ Ⅳ ９
不明 ３５ 不明 ０
計 １，４１２ 計 ４９

＊ＩＡの内訳……ＩＡ１：９例、ＩＡ２：９例、ＩＡ３：３例
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（４） 腫瘍径

腫瘍径
（㎜）

H１０年度
（％）

H１１年度
（％）

H１２年度
（％）

H１３年度
（％）

H１４年度
（％）

H１５年度
（％）

H１６年度
（％）

H１７年度
（％）

H１８年度
（％）

H１９年度
（％）

H２０年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４ ３

１１～２０９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（３１．８）２１（４０．４）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８ ６

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５ １４

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３ ５

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １ １

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３ ２

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜ ３３．５㎜ ２８．８㎜ ３８．７㎜ ２９．６㎜ ３０．６㎜ ２６．０㎜ ２４．６㎜ ２６．１㎜

最高９０㎜ ７０㎜ ８０㎜ １００㎜ ８５㎜ １４５㎜ ７０㎜ ８５㎜ ５９㎜ ５７㎜ ７１㎜

腫瘍径
（㎜）

H２１年度
（％）

H２２年度
（％）

H２３年度
（％）

H２４年度
（％）

H２５年度
（％）

H２６年度
（％）

H２７年度
（％）

H２８年度
（％）

H２９年度
（％）

H３０年度
（％）

第７版

０～１０ ２ ２ １ ４ ３ ３ ０ １ ８ １１ １

１１～２０ １０ １３ １６（２９．１）１４（２８．６） １６ ２８（３７．８）１６（３４．０）１４（３０．４）１５（３０．０）１４（２８．６） １４

２１～３０１３（３１．７）２６（４０）１６（２９．１） １３ ２０（３４．５） ２１ ８ １０ １５ １１ １５

３１～４０ ８ １５ ６ ８ ８ ７ １４ １３ ２ ２ ５

４１～５０ ６ ６ ４ ６ ５ ６ ６ ５ ２ ６ ７

５１～ ２ ２ １１ ２ ６ ５ ３ ２ ８ ３ ５

不明 ０ １ １ ２ ０ ４ ０ １ ０ ２ ２

計 ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９ ４９

平均 ２５．９㎜ ２９．４㎜ ３３．２㎜ ２８．４ ２８．３㎜ ２６．７㎜ ３０．４㎜ ２８．６㎜ ３２．２㎜ ２１．６㎜ ３２．１㎜

最高６８㎜ ８０㎜ ９０㎜ １００㎜ ６０㎜ ７０㎜ ７０㎜ ５６㎜ ８３㎜ １１５㎜ １１５㎜

５）転移性肺腫瘍（１５１例）
大 腸 癌：３４例 乳 癌：２０例 前立腺癌：１４例 甲状腺癌：１２例 腎 臓 癌：１１例
肝 臓 癌：９例 胃 癌：６例 子 宮 癌：５例 胆 管 癌：４例 膵 臓 癌：４例
尿 管 管：４例 胆のう癌：４例 膀 胱 癌：３例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例
卵 巣 癌：２例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 顎下腺癌：１例
咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 卵管肉腫：１例 不 明：８例
〔Ｈ３０年度集計〕（３例）
前立腺癌：１例、大腸癌：１例、不 明：１例
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平成３０年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較
車 検 診 施 設 検 診

受診者数 ２５，０７５ ２９，９７５

要精検数
全県：７９３（３．１６％）
東部：１９５（２．５３％）
中部：２０３（２．７８％）
西部：３９５（３．９２％）

全県：１，２３０（４．１０％）
東部： ６０９（３．４５％）
中部： ２１１（５．３７％）
西部： ４１０（４．８９％）

確定者数 ２３名（０．０９２％）
（東部７、中部８、西部８）

２６名（０．０８７％）
（東部１７、中部３、西部６）

発見方法 Ｅ１：１５名、Ｅ２：２名、Ｅ：３名
Ｅ１＋喀痰Ｅ：１名 Ｂ＋喀痰Ｄ：２名

Ｅ１：２１名、Ｅ２：４名
Ｅ：１名

年 齢 ７４．０歳 ７１．４歳
性 差 男１２名、女１１名 男１０名、女１６名

臨床病期
ⅠＡ１５名、ⅠＢ１名
ⅡＡ１名、ⅡＢ１名

ⅢＡ１名、ⅢＢ１名、ⅢＣ０名
Ⅳ３名、不明０名

ⅠＡ１３名、ⅠＢ２名
ⅡＡ０名、ⅡＢ０名

ⅢＡ３名、ⅢＢ１名、ⅢＣ１名
Ⅳ６名、不明０名

組 織 型
扁平上皮癌４名、腺癌１７名、

腺扁平上皮癌０名、大細胞癌０名、
小細胞癌２名、不明０名

扁平上皮癌３名、腺癌１８名、
腺扁平上皮癌１名、大細胞癌０名、

小細胞癌１名、不明３名
手 術 あり１６名、なし７名 あり１６名、なし１０名
腫 瘍 径 ３２．３（充実成分径：２５．１）㎜ ３２．０（充実成分径：１６．０）㎜

平成３０年度肺がん検診で発見された肺がん症例の特徴

１．受診者数は昨年より２７４名増加し、受診率は２９．１％（＋０．１％）であった。要精検率は３．６７％
（＋０．１８％）と増加、精検受診率は９０．９％（＋１．４％）と増加した。肺がんは３１名（＋３名）発見
され、そのうち原発性肺がんは３１名（＋４名）、がん発見率は０．０６％（＋０．０１％）、陽性反応適中度
１．５％（＋０．１％）となり、いずれも昨年を上回った。
２．予後調査では原発性肺がん４９例、転移性肺腫瘍３例、合計５２例の肺がん確定診断を得た。最終報
告で１１５名あった肺がん疑いは、その後の予後調査により原発性肺がんが１９名（転移性肺腫瘍は０
名）発見され、肺がん疑いのままが５０名、良性が１０名、異常なしが３２名、不明１名、現在なお調査
中が３名という結果であった。なお、初回の精密検査で原発性肺がんと診断された１例が術後病理
で大腸癌の転移性肺腫瘍と判明した。肺がん疑いと調査中の５３名は今後２年間フォローを続ける予
定である。
３．発見された原発性肺がんのうち４６例（９３．９％）が胸部Ｘ線のみで発見され、２例（４．１％）が喀
痰細胞診のみで発見された。また、１例（２．０％）は胸部Ｘ線および喀痰細胞診いずれも陽性（Ｅ１
＋Ｅ）で、非経年受診（初回）であった。cT４N０M１c，StageⅣBで、検診受診後約５ヶ月で肺がん
死した。
４．原発性肺がんの平均年齢は７２．６歳、女性肺がんは２７例（５５．１％）、臨床病期はⅠ期３１例（６３．３％）、
腺癌は３５例（７１．４％）と例年どおりⅠ期の肺腺癌の割合が多かった。
５．手術症例の割合は３２例（６５．３％）、術後病期Ⅰ期の肺がんは２４例（７５．０％）であり、術後病期０
期（Tis）が１例（３．１％）あった。腺癌が２６例（８１．３％）であった。
６．腫瘍径は平成３０年度より第８版となり充実成分径で計測するようになったため、平均２１．６㎜
（－１０．６㎜）と昨年より著明に小さくなった。しかしながら、第７版に準じた腫瘍径は３２．１㎜
（－０．１㎜）とほとんど変わらなかった。
７．転移性肺腫瘍は３例で、原発巣は前立腺癌１例、大腸癌１例、不明１例であった。

３９



〈検診機関別受診結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数 要精検率（％）

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

８，３９０
（４４．０％）

５２０ ６．２０

施 設 検 診
（病院・診療所）

１０，６８５
（５６．０％）

６２０ ５．８０

計
１９，０７５
（１００％）

１，１４０ ５．９８

（２） 精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

車 検 診 ４８７ ９３．７ ２７ ０．３２

施 設 検 診 ５９１ ９５．３ ３３ ０．３１

計 １，０７８ ９４．６ ６０ ０．３１

４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成３０年度対象者数１１５，４６９人（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示
す算式により算定した推計数）、受診者数１９，０７５人、受診率１６．５％で、受診率は前年度より０．２ポイン
ト低下した。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法は４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数４４，６６０人、受診者数１４，０６４人、受診率３１．５％で
あった。
要精検者数１，１４０人、要精検率５．９８％で前年度より０．４１ポイント上昇した。精検受診者数１，０７８人、
精検受診率は９４．６％で、平成２９年度より１．４ポイント減であった。
精検の結果、乳がん６０人、がん発見率（がん／受診者数）０．３１％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）５．２６％であった。がん疑いは１人発見された。平成２９年度に比べ、がん発見率は０．０７ポイント、
陽性反応適中度は１．６２ポイント減少した。
検診受診率は近年１６～１７％台で推移しており、大きな変動は認めていない。マンモグラフィ単独検
診での要精検率、精検受診率、検診発見がん率、陽性反応適中度のすべてにおいて国が示す許容値を
満たしており、精度は保たれていたが、受診率のみは目標値と大きな隔たりがある。
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〈圏域別結果〉

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要 精
検者数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，０８１ ７，９１２ １７．５５ ４０８ ５．１６ ３９８ ９７．５ ２５ ０．３２

中 部 ２２，６４８ ３，７０３ １６．３５ ２８１ ７．５９ ２６４ ９４．０ １８ ０．４９

西 部 ４７，７４０ ７，４６０ １５．６３ ４５１ ６．０５ ４１６ ９２．２ １７ ０．２３

計 １１５，４６９ １９，０７５ １６．５２ １，１４０ ５．９８ １，０７８ ９４．６ ６０ ０．３１

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成３０年度の確定乳がんは６０例で、前年度より１２例減少した。確定乳癌の平均年齢は６２．５歳で、６０
歳代の患者が最も多かった。初回検診患者での乳癌発見例が多く、初回患者の掘り起こしが重要であ
る。６１．７％が早期癌であり、ステージ４の症例は認めなかった。術式は乳房全切除術が過半数となっ
ており、全国的な傾向と一致している。
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受診率・精検受診率の推移

受診率 精検受診率
H27 H30H29H28H26H25

6.90 7.35 8.17
6.46
（7.27）

5.57 5.98
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要精検率・乳がん発見率の推移

H26 H28H27H25
乳がん発見率要精検率

H30H29

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２８年度・
鳥取市分含 ２９年度 ３０年度

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １１８，２４８ １１８，２４８ １１８，２４８ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９
受 診 者 数（人） Ｂ １８，７１５ １８，９５９ ２０，６６６ １３，２２６ １９，２４５ １９，３１７ １９，０７５

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２９．６ ３０．５ ３２．３ ２７．６ ３３．１ ３２．３
１５．８ １６．０ １７．５ １１．５ １６．７ １６．７ １６．５

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １７，４２３ １７，５６６ １８，９７７ １２，２６５ １８，００１ １８，２４２ １７，９３５
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，２９２ １，３９３ １，６８９ ９６１ １，２４４ １，０７５ １，１４０
要 精 検 率
指標 １１．０％以下 （％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ６．９０ ７．３５ ８．１７ ７．２７ ６．４６ ５．５７ ５．９８

精密検査 精検受診者数（人） Ｇ １，１８４ １，２８３ １，６０９ ８９６ １，１７２ １，０３２ １，０７８
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９１．６ ９２．１ ９５．３ ９３．２ ９４．２ ９６．０ ９４．６

精密検査
結 果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ７４（２） ９２（５） ９１（３） ４９（２） ６７（３） ７４（３） ６０（１）
乳がん発見率
指標 ０．２３％以上 （％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．４０ ０．４９ ０．４４ ０．３７ ０．３５ ０．３８ ０．３１
陽性反応適中度
指標 ２．５％以上 （％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ５．７３ ６．６０ ５．３９ ５．１０ ５．３９ ６．８８ ５．２６

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ６７ ９０ ９０ ４５ ６３ ７２ ６０
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．３６ ０．４７ ０．４４ ０．３４ ０．３３ ０．３７ ０．３１

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ ２９年度実績から、検診方法がマンモグラフィのみとなった

（２） 平成３０年度乳がん検診（マンモグラフィーのみの受診者）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢 対象者数 一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
４０～４４歳 ３，９５０ ２，３５３ ５９．６ ２１０ ２，１４３ ８．９２
４５～４９歳 ３，４００ １，８７６ ５５．２ １７５ １，７０１ ９．３３
５０～５４歳 ３，８６８ ２，１０３ ５４．４ １５６ １，９４７ ７．４２
５５～５９歳 ５，７６７ １，９０３ ３３．０ １０３ １，８００ ５．４１
６０～６４歳 １１，１６１ ２，９８７ ２６．８ １５２ ２，８３５ ５．０９
６５～６９歳 １６，５１４ ２，８４２ １７．２ １３５ ２，７０７ ４．７５
７０～７４歳 １５，３４４ ２，８１７ １８．４ １０９ ２，７０８ ３．８７
７５～７９歳 １６，００２ １，４０２ ８．８ ６７ １，３３５ ４．７８
８０歳以上 ３９，４６３ ７９２ ２．０ ３３ ７５９ ４．１７
計 １１５，４６９ １９，０７５ １６．５ １，１４０ １７，９３５ ５．９８
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精密検査結果

乳がん
5.6％

異常認めず
47.5％

その他の疾病
46.8％

乳がん疑い
0.1％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ
４０～４４歳 ２０１ ９５．７ ７０ １２６ ０ ５ ０．２１ ２．３８
４５～４９歳 １６３ ９３．１ ６８ ９１ ０ ４ ０．２１ ２．２９
５０～５４歳 １５１ ９６．８ ６１ ８６ ０ ４ ０．１９ ２．５６
５５～５９歳 ９７ ９４．２ ４２ ４９ ０ ６ ０．３２ ５．８３
６０～６４歳 １４６ ９６．１ ７７ ５６ ０ １３ ０．４４ ８．５５
６５～６９歳 １２３ ９１．１ ７２ ３７ １ １３ ０．４６ ９．６３
７０～７４歳 １０４ ９５．４ ６０ ３５ ０ ９ ０．３２ ８．２６
７５～７９歳 ６３ ９４．０ ４７ １４ ０ ２ ０．１４ ２．９９
８０歳以上 ３０ ９０．９ １６ １０ ０ ４ ０．５１ １２．１２
計 １，０７８ ９４．６ ５１３ ５０４ １ ６０ ０．３１ ５．２６

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

検診機関
一次検診
受診者数

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
保 健 事 業 団 ８，２６０ ５１５ ７，７４５ ６．２３
中国労働衛生協会 １３０ ５ １２５ ３．８５
病 院 ８，９３０ ４９８ ８，４３２ ５．５８
診 療 所 １，７５５ １２２ １，６３３ ６．９５

計 １９，０７５ １，１４０ １７，９３５ ５．９８

ｂ．精密検査結果

検診機関
精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ f′＝d′／b′ g′ h′＝g′／a′ I′＝h′／b′
保 健 事 業 団 ４８２ ９３．６ ２４４ ２１１ ０ ２７ ０．３３ ５．２４
中国労働衛生協会 ５ １００．０ ２ ３ ０ ０ ０．００ ０．００
病 院 ４７４ ９５．２ ２１９ ２２３ １ ３１ ０．３５ ６．２２
診 療 所 １１７ ９５．９ ４８ ６７ ０ ２ ０．１１ １．６４

計 １，０７８ ９４．６ ５１３ ５０４ １ ６０ ０．３１ ５．２６
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ
Ｒ
＝
O／
Ｈ

鳥
取
市

３５
，９
８１

２，
４７
９

３，
５９
０

６，
０６
９

１６
．９

１６
１

１５
２

３１
３

５．
１６

３０
６

９７
．８

１４
２

１４
６

０
１８

１６
４

０．
２９
７

５．
８

米
子
市

２７
，７
２５

５３
３

３，
４２
４

３，
９５
７

１４
．３

３３
２２
９

２６
２

６．
６２

２５
１

９５
．８

１０
２

１４
２

０
７

１４
９

０．
１７
７

２．
７

倉
吉
市

１０
，４
５３

５３
１

６２
６

１，
１５
７

１１
．１

３８
５９

９７
８．
３８

８５
８７
．６

４３
３７

０
５

４２
０．
４３
２

５．
２

境
港
市

６，
９１
０

３９
０

６４
８

１，
０３
８

１５
．０

３１
４９

８０
７．
７１

６６
８２
．５

１９
４０

０
７

４７
０．
６７
４

８．
８

岩
美
町

２，
７０
４

１８
６

３６
０

５４
６

２０
．２

１３
１９

３２
５．
８６

３２
１０
０．
０

１３
１５

１
３

１９
０．
５４
９

９．
４

八
頭
町

３，
６８
１

６３
３

１６
９

８０
２

２１
．８

３３
９

４２
５．
２４

３９
９２
．９

２５
１２

０
２

１４
０．
２４
９

４．
８

若
桜
町

９０
８

１４
６

２７
１７
３

１９
．１

３
１

４
２．
３１

４
１０
０．
０

３
０

０
１

１
０．
５７
８

２５
．０

智
頭
町

１，
８０
７

１４
３

１７
９

３２
２

１７
．８

９
８

１７
５．
２８

１７
１０
０．
０

８
８

０
１

９
０．
３１
１

５．
９

湯
梨
浜
町

３，
３４
７

５１
７

１７
１

６８
８

２０
．６

３２
９

４１
５．
９６

４０
９７
．６

２９
１１

０
０

１１
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
５４
４

２７
７

４０
３１
７

２０
．５

２５
３

２８
８．
８３

２８
１０
０．
０

１７
７

０
４

１１
１．
２６
２

１４
．３

北
栄
町

３，
２６
０

５３
３

１２
２

６５
５

２０
．１

３０
１９

４９
７．
４８

４８
９８
．０

２２
２１

０
５

２６
０．
７６
３

１０
．２

琴
浦
町

４，
０４
４

６６
３

２２
３

８８
６

２１
．９

４３
２３

６６
７．
４５

６３
９５
．５

３９
２０

０
４

２４
０．
４５
１

６．
１

南
部
町

２，
４１
６

２８
４

４１
０

６９
４

２８
．７

１７
１４

３１
４．
４７

２９
９３
．５

１９
１０

０
０

１０
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

２，
５８
４

１７
８

２１
３

３９
１

１５
．１

６
６

１２
３．
０７

１１
９１
．７

３
８

０
０

８
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

６４
９

１０
０

６４
１６
４

２５
．３

４
２

６
３．
６６

５
８３
．３

１
４

０
０

４
０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
１０
９

４３
３

１８
１

６１
４

１４
．９

２６
８

３４
５．
５４

３１
９１
．２

１５
１４

０
２

１６
０．
３２
６

５．
９

日
南
町

１，
５２
１

２０
９

４７
２５
６

１６
．８

９
１

１０
３．
９１

９
９０
．０

４
４

０
１

５
０．
３９
１

１０
．０

日
野
町

９６
２

１５
５

０
１５
５

１６
．１

７
０

７
４．
５２

７
１０
０．
０

４
３

０
０

３
０．
００
０

０．
０

江
府
町

８６
４

０
１９
１

１９
１

２２
．１

０
９

９
４．
７１

７
７７
．８

５
２

０
０

２
０．
００
０

０．
０

合
計
１１
５，
４６
９

８，
３９
０

１０
，６
８５

１９
，０
７５

１６
．５

５２
０

６２
０

１，
１４
０

５．
９８

１，
０７
８

９４
．６

５１
３

５０
４

１
６０

５６
５

０．
３１
５

５．
３

東
部

４５
，０
８１

３，
５８
７

４，
３２
５

７，
９１
２

１７
．６

２１
９

１８
９

４０
８

５．
１６

３９
８

９７
．５

１９
１

１８
１

１
２５

２０
７

０．
３１
６

６．
１

中
部

２２
，６
４８

２，
５２
１

１，
１８
２

３，
７０
３

１６
．４

１６
８

１１
３

２８
１

７．
５９

２６
４

９４
．０

１５
０

９６
０

１８
１１
４

０．
４８
６

６．
４

西
部

４７
，７
４０

２，
２８
２

５，
１７
８

７，
４６
０

１５
．６

１３
３

３１
８

４５
１

６．
０５

４１
６

９２
．２

１７
２

２２
７

０
１７

２４
４

０．
２２
８

３．
８
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前年検診 ３年以上前２年前初回検診

（３） 平成３０年度検診発見乳がん追跡調査結果
１）確定乳癌６０例

東部地区（２５例）：鳥取市 １７例 岩美町 ４例 八頭町 ２例 智頭町 １例
若桜町 １例

中部地区（１８例）：倉吉市 ５例 北栄町 ５例 三朝町 ４例 琴浦町 ４例
西部地区（１７例）：米子市 ７例 境港市 ７例 大山町 ２例 日南町 １例

２）年齢構成 平均年齢：６２．５歳

３）検診歴
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年代と病期

腋窩郭清

不明
1％郭清あり

17％
郭清なし
82％

術式

不明
2％

乳房温存
43％

乳房切除
55％

４）病期

まとめ
１．平成３０年度の乳癌確定症例は６０例であった。前年度の７２例に比較して減少していた。中部地区
症例の増加、米子市での減少が目立った。
２．発見癌患者の平均年齢は６２．５歳で前年度とほぼ同様であり、６０代の患者が多かった。一般的な
乳癌罹患数の多い年代より平均年齢は高齢である。
３．初回検診患者での乳癌発見例が多く、初回患者の掘り起こしが重要であると考えられる。
４．病期に関しては、６１．７％が早期癌症例であった。５０代では、他の年代より早期癌症例が少な
かった。StageⅣ症例は認めなかった。
５．術式に関しては従来は乳房部分切除（乳房温存）が多かったが、Ｈ３０年度は乳房切除術が過半
数であった。
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５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成３０年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計数）は１８９，１３２人で、このうち受診者数は５６，９９１人、受診率は３０．１％で、前年度に
比べ、受診率は０．２ポイント減少したものの平成２８年度から３０％台をキープしている。平成２０年度以
降、受診者数、受診率ともに上昇傾向が続いていたが、平成２７年度をピークに減少傾向が続いている。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数７６，８１４人、受診者数２８，６８４人、受診率３７．３％で、
全国平均（平成２９年度）受診率８．４％に比較し高い。
一次検査による要精検者数は４，７４６人で要精検率は８．３％（前年比０．５ポイント減）であった。要精
検者のうち精密検査を受診したのは３，６９６人で精検受診率は７７．９％（前年度比０．１ポイント増）であっ
た。また、精検の結果大腸がんであったのが１７０人でがん発見率は０．３０％（前年度比０．０１ポイント減）、
陽性反応的中度は３．６％（前年比０．１ポイント増）であった。要精検率は国が示す許容値を上回ってい
るが、がん発見率、陽性反応的中度は国の許容値を満たしており、例年と同様に精度は保たれている
と考えられる。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

地域検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

２１，０２１
（３６．９％）

１，４０８ ６．７ ６．７ ６．５ ７．０

施設検診
（病院・診療所）

３５，９７０
（６３．１％）

３，３３８ ９．３ ８．４ １０．４ １０．０

計
５６，９９１
（１００％）

４，７４６ ８．３ ７．８ ７．８ ９．２

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診 １，０４５ ７４．２ ５１ ０．２４３ ０．２４３ ０．１６２ ０．３４５

施 設 検 診 ２，６５１ ７９．４ １１９ ０．３３１ ０．３１３ ０．２４４ ０．３７０

計 ３，６９６ ７７．９ １７０ ０．２９８ ０．２９０ ０．１９０ ０．３６３
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２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１７９例について確定調査を行った結果、確定癌１７０例（地域
検診４９例、施設検診１２１例）、腺腫３例、その他６例であった。そのうち早期がんは１０６例、早期癌率
は６２．４％で、平成２９年度に比べ早期がんが増えている。
調査の結果は、以下のとおりで、例年と同様な傾向であった。

（１） 性及び年齢では男女とも例年通り６５歳以上からがんが多く発見され、７０歳代が一番多かった。
平成２９年度は４０歳代男性からがんが６例発見されたが、平成３０年度は１例であった。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が６９．４％で、肉眼分類では「２」２８．８％であった。早期癌１００例の肉眼
分類では「Ｉp」「Ｉsp」が４７．０％であった。

（３） 深達度「ｍ」が４５．９％、「sm」が１６．５％で、早期癌率６２．４％であった。
（４） Dukes分類は「Ａ」が６４．７％、組織型分類は「Well」が６３．５％、「Mod」が３０．０％であった。
（５） 治療方法は外科手術が２１例（１２．４％）、内視鏡下手術６５例（３８．２％）、内視鏡治療は８０例（４７．１％）
であった。内視鏡治療の割合が増えた。

（６） 逐年検診発見進行大腸がんは２７例（東部９例、中部７例、西部１１例）であった。各地区で症例
検討を行って頂き、問題点等について検討して頂く。

〈圏域別結果〉
（１） 地域検診

区 分 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ５２２ ６．７ ３９９ ７６．４ ２ １９ ０．２４３

中 部 ４７９ ６．５ ３８７ ８０．８ ０ １２ ０．１６２

西 部 ４０７ ７．０ ２５９ ６３．６ ３ ２０ ０．３４５

計 １，４０８ ６．７ １，０４５ ７４．２ ５ ５１ ０．２４３

（２） 施設検診

区 分 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １，３９３ ８．４ １，０８３ ７７．７ ２ ５２ ０．３１３

中 部 ３８４ １０．４ ２９１ ７５．８ ２ ９ ０．２４４

西 部 １，５６１ １０．０ １，２７７ ８１．８ ４ ５８ ０．３７０

計 ３，３３８ ９．３ ２，６５１ ７９．４ ８ １１９ ０．３３１
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大腸がん発見率・確定がん率の推移

大腸がん発見率
H27 H30H29H28H26H25

確定がん率

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２

受 診 者 数（人） Ｂ ５５，５５６ ５７，５０２ ６０，３２９ ５７，９１７ ５７，３５２ ５６，９９１

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２９．２ ３０．２ ３１．７ ３０．６ ３０．３ ３０．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５０，１００ ５２，２２２ ５４，８１０ ５２，５９６ ５２，３２３ ５２，２４５

要 精 検 者 数（人） Ｅ ５，４５６ ５，２８０ ５，５１９ ５，３２１ ５，０２９ ４，７４６
要 精 検 率
指標：許容値７．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．８２ ９．１８ ９．１５ ９．２０ ８．７７ ８．３３

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ４，１５１ ４，０４９ ４，２５３ ４，１０２ ３，９１１ ３，６９６
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７６．１ ７６．７ ７７．１ ７７．１ ７７．８ ７７．９

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １４６（９） １５６（１０） １６６（１４） １７７（１４） １７５（７） １７０（１３）
大腸がん発見率
指標：許容値０．１３％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２６ ０．２７ ０．２８ ０．３１ ０．３１ ０．３０
陽性反応適中度
指標：許容値１．９％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ２．７ ３．０ ３．０ ３．３ ３．５ ３．６

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １４８ １５５ １６５ １８１ １７１ １７０

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２７ ０．２７ ０．２７ ０．３１ ０．３０ ０．３０

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 平成３０年度大腸がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数

一 次 検 診
受 診 者 数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ Ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ８７５ １，７０９ ３２．４ ４３．３ ３８．８ ４８ １００ ８２７ １，６０９ ５．５ ５．９ ５．７

４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ８１６ １，６７４ ３４．１ ４９．２ ４３．０ ５１ ９８ ７６５ １，５７６ ６．３ ５．９ ６．０

５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ７４８ １，７３５ ３０．０ ４４．９ ３９．０ ５７ １０７ ６９１ １，６２８ ７．６ ６．２ ６．６

５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ９２３ ２，３４０ ２６．６ ４０．６ ３５．３ ５２ １２６ ８７１ ２，２１４ ５．６ ５．４ ５．５

６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ２，２９５ ４，１１９ ２９．５ ３６．９ ３３．８ １８４ ２５０ ２，１１１ ３，８６９ ８．０ ６．１ ６．８

６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ４，８０７ ６，６４３ ３６．１ ４０．２ ３８．４ ４００ ４２１ ４，４０７ ６，２２２ ８．３ ６．３ ７．２

７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ５，０８０ ６，６１１ ４２．５ ４３．１ ４２．８ ５２２ ４６９ ４，５５８ ６，１４２ １０．３ ７．１ ８．５

７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３，６２４ ５，０１５ ３２．８ ３１．３ ３１．９ ４２４ ４４５ ３，２００ ４，５７０ １１．７ ８．９ １０．１

８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３，３８０ ４，５９７ １８．３ １１．６ １３．８ ４９５ ４９７ ２，８８５ ４，１００ １４．６ １０．８ １２．４

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ２２，５４８ ３４，４４３ ３０．６ ２９．８ ３０．１ ２，２３３ ２，５１３ ２０，３１５ ３１，９３０ ９．９ ７．３ ８．３

合 計 １８９，１３２ ５６，９９１ ３０．１ ４，７４６ ５２，２４５ ８．３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精密検査結果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝h／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３０ ６８ ６２．５ ６８．０ ６６．２ １０ ４６ ２０ ２２ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 ３３ ７２ ６４．７ ７３．５ ７０．５ ３ ３８ ２９ ３４ ０ ０ １ ０ ０．１２３０．００００．０４０ ２．０ ０．０ ０．７

５０～５４歳 ３３ ８１ ５７．９ ７５．７ ６９．５ ５ ３５ ２７ ４３ ０ ０ １ ３ ０．１３４０．１７３０．１６１ １．８ ２．８ ２．４

５５～５９歳 ３８ １０２ ７３．１ ８１．０ ７８．７ ８ ４１ ２５ ５６ ０ ０ ５ ５ ０．５４２０．２１４０．３０６ ９．６ ４．０ ５．６

６０～６４歳 １２３ ２１２ ６６．８ ８４．８ ７７．２ ２３ ９２ ９３ １１３ ０ ０ ７ ７ ０．３０５０．１７００．２１８ ３．８ ２．８ ３．２

６５～６９歳 ３０５ ３５６ ７６．３ ８４．６ ８０．５ ４８ １２７ ２３１ ２１７ ２ １ ２４ １１ ０．４９９０．１６６０．３０６ ６．０ ２．６ ４．３

７０～７４歳 ４１０ ３９３ ７８．５ ８３．８ ８１．０ ７２ １４１ ３１０ ２３９ ２ ３ ２６ １０ ０．５１２０．１５１０．３０８ ５．０ ２．１ ３．６

７５～７９歳 ３４１ ３８３ ８０．４ ８６．１ ８３．３ ５９ １２２ ２６９ ２３９ １ １ １２ ２１ ０．３３１０．４１９０．３８２ ２．８ ４．７ ３．８

８０歳以上 ３７４ ３４２ ７５．６ ６８．８ ７２．２ ８４ ９８ ２６８ ２２６ ３ ０ １９ １８ ０．５６２０．３９２０．４６４ ３．８ ３．６ ３．７

計 １，６８７２，００９ ７５．５ ７９．９ ７７．９ ３１２ ７４０ １，２７２１，１８９ ８ ５ ９５ ７５ ０．４２１０．２１８０．２９８ ４．３ ３．０ ３．６

合計 ３，６９６ ７７．９ １，０５２ ２，４６１ １３ １７０ ０．２９８ ３．６
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精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.4％

大腸がん
4.6％

異常認めず
28.5％

その他の疾病
66.6％

その他　12.8％

ポリープ（腺腫）
62.5％

潰瘍性大腸炎　0.4％

大腸憩室　12.1％

ポリープ（不明）
6.3％

ポリープ（非腺腫）
5.9％

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ７，７８０ １２，４２３ ６５７ ７０８ ７，１２３ １１，７１５ ８．４ ５．７ ６．８

中国労働衛生協会 ３０７ ５１１ ２０ ２３ ２８７ ４８８ ６．５ ４．５ ５．３

地 域 検 診 小 計 ８，０８７ １２，９３４ ６７７ ７３１ ７，４１０ １２，２０３ ８．４ ５．７ ６．７

病 院 ４，４５４ ６，０６３ ４７４ ５３１ ３，９８０ ５，５３２ １０．６ ８．８ ９．６

診 療 所 １０，００７ １５，４４６ １，０８２ １，２５１ ８，９２５ １４，１９５ １０．８ ８．１ ９．２

施 設 検 診 小 計 １４，４６１ ２１，５０９ １，５５６ １，７８２ １２，９０５ １９，７２７ １０．８ ８．３ ９．３

計 ２２，５４８ ３４，４４３ ２，２３３ ２，５１３ ２０，３１５ ３１，９３０ ９．９ ７．３ ８．３

合 計 ５６，９９１ ４，７４６ ５２，２４５ ８．３

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４７６ ５６０ ７２．５ ７９．１ ７５．９ ８５ ２１２ ３６０ ３２３ ３ ２ ２８ ２３ ０．３６００．１８５０．２５２ ４．３ ３．５ ３．７

中国労働衛生協会 ２ ７ １０．０ ３０．４ ２０．９ １ ２ １ ５ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

地域検診小計 ４７８ ５６７ ７０．６ ７７．６ ７４．２ ８６ ２１４ ３６１ ３２８ ３ ２ ２８ ２３ ０．３４６０．１７８０．２４３ ４．１ ３．１ ３．６

病 院 ３６０ ４２７ ７５．９ ８０．４ ７８．３ ５６ １７１ ２８１ ２４６ ３ ０ ２０ １０ ０．４４９０．１６５０．２８５ ４．２ ２．１ ３．０

診 療 所 ８４９１，０１５ ７８．５ ８１．１ ７９．９ １７０ ３５５ ６３０ ６１５ ２ ３ ４７ ４２ ０．４７００．２７２０．３５０ ４．３ ３．９ ３．８

施設検診小計 １，２０９１，４４２ ７７．７ ８０．９ ７９．４ ２２６ ５２６ ９１１ ８６１ ５ ３ ６７ ５２ ０．４６３０．２４２０．３３１ ４．３ ２．９ ３．６

計 １，６８７２，００９ ７５．５ ７９．９ ７７．９ ３１２ ７４０ １，２７２１，１８９ ８ ５ ９５ ７５ ０．４２１０．２１８０．２９８ ４．３ ３．４ ３．６

合 計 ３，６９６ ７７．９ １，０５２ ２，４６１ １３ １７０ ０．２９８ ３．６
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

４，
０４
９

１４
，３
５０

１８
，３
９９

３１
．２

２５
９

１，
２１
４

１，
４７
３

８．
０

１，
１４
６

７７
．８

３２
５

７６
３

２
５６

８２
１

０．
３０
４

３．
８

米
子
市

４４
，１
１９

０
１１
，８
２４

１１
，８
２４

２６
．８

０
１，
１４
７

１，
１４
７

９．
７

９１
１

７９
．４

２６
９

５９
６

２
４４

６４
２

０．
３７
２

３．
８

倉
吉
市

１７
，１
５０

１，
０９
２

２，
３３
５

３，
４２
７

２０
．０

８０
２４
３

３２
３

９．
４

２５
３

７８
．３

７０
１７
３

１
９

１８
３

０．
２６
３

２．
８

境
港
市

１１
，２
０６

８３
５

２，
４３
４

３，
２６
９

２９
．２

５９
２３
２

２９
１

８．
９

２５
４

８７
．３

７５
１６
８

３
８

１７
９

０．
２４
５

２．
７

岩
美
町

４，
５８
２

１，
２３
９

４１
８

１，
６５
７

３６
．２

９０
２８

１１
８

７．
１

９５
８０
．５

１８
７０

０
７

７７
０．
４２
２

５．
９

八
頭
町

６，
２３
０

２，
０４
３

７７
５

２，
８１
８

４５
．２

１３
６

７８
２１
４

７．
６

１５
２

７１
．０

３５
１１
４

０
３

１１
７

０．
１０
６

１．
４

若
桜
町

１，
５３
９

２０
６

４２
３

６２
９

４０
．９

１３
２８

４１
６．
５

３１
７５
．６

５
２３

１
２

２６
０．
３１
８

４．
９

智
頭
町

３，
０２
７

２９
５

６６
３

９５
８

３１
．６

２４
４５

６９
７．
２

５８
８４
．１

１４
４０

１
３

４４
０．
３１
３

４．
３

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

１，
４５
１

７３
３

２，
１８
４

３８
．５

１０
０

６７
１６
７

７．
６

１３
８

８２
．６

４３
９０

０
５

９５
０．
２２
９

３．
０

三
朝
町

２，
５７
４

６４
８

２０
８

８５
６

３３
．３

２８
３０

５８
６．
８

３９
６７
．２

１２
２４

１
２

２７
０．
２３
４

３．
４

北
栄
町

５，
５１
６

２，
４０
３

２６
３

２，
６６
６

４８
．３

１５
９

２７
１８
６

７．
０

１３
９

７４
．７

４３
９４

０
２

９６
０．
０７
５

１．
１

琴
浦
町

６，
７５
１

１，
７９
１

１４
６

１，
９３
７

２８
．７

１１
２

１７
１２
９

６．
７

１０
９

８４
．５

２４
８２

０
３

８５
０．
１５
５

２．
３

南
部
町

４，
０１
１

４５
８

１，
１１
２

１，
５７
０

３９
．１

３６
１５
７

１９
３

１２
．３

１２
７

６５
．８

３７
８３

０
７

９０
０．
４４
６

３．
６

伯
耆
町

４，
２５
７

１，
１６
５

０
１，
１６
５

２７
．４

７８
０

７８
６．
７

５９
７５
．６

２４
２８

２
５

３５
０．
４２
９

６．
４

日
吉
津
村

１，
００
８

２７
３

２５
２

５２
５

５２
．１

２３
２２

４５
８．
６

３１
６８
．９

８
２０

０
３

２３
０．
５７
１

６．
７

大
山
町

６，
９６
７

１，
４７
８

０
１，
４７
８

２１
．２

１０
４

０
１０
４

７．
０

７１
６８
．３

２３
４０

０
８

４８
０．
５４
１

７．
７

日
南
町

２，
５５
１

６３
９

３４
６７
３

２６
．４

５６
３

５９
８．
８

４３
７２
．９

１５
２７

０
１

２８
０．
１４
９

１．
７

日
野
町

１，
５５
３

３４
９

０
３４
９

２２
．５

１８
０

１８
５．
２

１３
７２
．２

３
９

０
１

１０
０．
２８
７

５．
６

江
府
町

１，
４１
２

６０
７

０
６０
７

４３
．０

３３
０

３３
５．
４

２７
８１
．８

９
１７

０
１

１８
０．
１６
５

３．
０

合
計
１８
９，
１３
２
２１
，０
２１

３５
，９
７０

５６
，９
９１

３０
．１

１，
４０
８

３，
３３
８

４，
７４
６

８．
３

３，
６９
６

７７
．９

１，
０５
２

２，
４６
１

１３
１７
０

２，
６４
４

０．
２９
８

３．
６

東
部

７４
，３
８１

７，
８３
２

１６
，６
２９

２４
，４
６１

３２
．９

５２
２

１，
３９
３

１，
９１
５

７．
８

１，
４８
２

７７
．４

３９
７

１，
０１
０

４
７１

１，
０８
５

０．
２９
０

３．
７

中
部

３７
，６
６７

７，
３８
５

３，
６８
５

１１
，０
７０

２９
．４

４７
９

３８
４

８６
３

７．
８

６７
８

７８
．６

１９
２

４６
３

２
２１

４８
６

０．
１９
０

２．
４

西
部

７７
，０
８４

５，
８０
４

１５
，６
５６

２１
，４
６０

２７
．８

４０
７

１，
５６
１

１，
９６
８

９．
２

１，
５３
６

７８
．０

４６
３

９８
８

７
７８

１，
０７
３

０．
３６
３

４．
０
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（３） 平成３０年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果
表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 ２１ １２ ２１ ５４ ５４ １０ ６１ １２５ ７５ ２２ ８２ １７９

確 定 癌 ２０ １２ １７ ４９ ５２ １０ ５９ １２１ ７２ ２２ ７６ １７０

腺 腫 ０ ０ １ １ １ ０ １ ２ １ ０ ２ ３

そ の 他 １ ０ ３ ４ １ ０ １ ２ ２ ０ ４ ６

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ １ ０ １ ２ １０ ４ ３ ５ ２６

女 ０ ０ １ ３ １ ４ ４ ４ ６ ２３

計 ０ １ １ ４ ３ １４ ８ ７ １１ ４９

施

設

男 ０ ０ １ ４ ５ １３ ２１ １１ １３ ６８

女 ０ ０ ２ ２ ６ ６ １０ １６ １１ ５３

計 ０ ０ ３ ６ １１ １９ ３１ ２７ ２４ １２１

計
男 ０ １ １ ５ ７ ２３ ２５ １４ １８ ９４

女 ０ ０ ３ ５ ７ １０ １４ ２０ １７ ７６

総 計 ０ １ ４ １０ １４ ３３ ３９ ３４ ３５ １７０

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ５ ２ ３ １０ １２ ３ ２０ ３５ ４５（２６．５）

Ｓ ５ ５ ５ １５ ２１ ２ １８ ４１ ５６（３２．９）

Ｄ ０ １ ２ ３ ３ １ ３ ７ １０（ ５．９）

Ｔ ２ １ ２ ５ ７ １ ６ １４ １９（１１．２）

Ａ ４ １ ３ ８ ７ ３ １０ ２０ ２８（１６．５）

Ｃ ３ ２ ２ ７ ２ ０ ２ ４ １１（ ６．５）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １（ ０．６）

計 ２０ １２ １７ ４９ ５２ １０ ５９ １２１ １７０
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表４ 大きさ

大きさ
（㎜）

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ６ ４ ２ １２ １５ ４ １５ ３４ ４６（２７．１）

１１～２０ ６ ２ ８ １６ １９ ３ １７ ３９ ５５（３２．４）

２１～５０ ６ ６ ５ １７ ９ ２ ２０ ３１ ４８（２８．２）

５１～ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ７ １３ １３（ ７．６）

不明 ２ ０ ２ ４ ３ １ ０ ４ ８（ ４．７）

計 ２０ １２ １７ ４９ ５２ １０ ５９ １２１ １７０

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ３０ ７０ １００（５８．８）

１ ３ ２ ５（ ２．９）

２ １３ ３６ ４９（２８．８）

３ １ １ ２（ １．２）

４ ０ ０ ０

５ ０ １ １（ ０．６）

不明 ２ １１ １３（ ７．６）

計 ４９ １２１ １７０

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

Ⅰp ７ １３ ２０（２０．０）

Ⅰsp ８ １９ ２７（２７．０）

Ⅰs ８ １４ ２２（２２．０）

Ⅱa ５ １４ １９（１９．０）

Ⅱa＋Ⅱc １ ６ ７（ ７．０）

Ⅱb ０ ０ ０

Ⅱc １ ２ ３（ ３．０）

Ⅲ ０ ０ ０

その他 ０ ２ ２（ ２．０）

不明 ０ ０ ０

計 ３０ ７０ １００

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

ｍ １１ ５ ９ ２０ ５ ２８ ７８（４５．９）

sm ５ ０ １ １１ ３ ８ ２８（１６．５）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 １６ ５ １０ ３１ ８ ３６ １０６（６２．４）

mp ３ ２ ３ ６ ０ ５ １９（１１．２）

ss ０ ５ ２ ９ １ １４ ３１（１８．２）

se １ ０ １ ６ １ ２ １１（ ６．５）

si ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．６）

不明 ０ ０ １ ０ ０ １ ２（ １．２）

計 ２０ １２ １７ ５２ １０ ５９ １７０
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表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ ２０ ６ １０ ３６ ５ ３３ １１０（６４．７）

Ｂ ０ ４ １ ６ １ １１ ２３（１３．５）

Ｃ ０ １ ０ ３ １ ５ １０（ ５．９）

Ｄ ０ ０ ２ ３ １ １ ７（ ４．１）

不明 ０ １ ４ ４ ２ ９ ２０（１１．８）

計 ２０ １２ １７ ５２ １０ ５９ １７０

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel １４ ９ ９ ３２ ５ ３９ １０８（６３．５）

Mod ３ ３ ６ １８ ３ １８ ５１（３０．０）

Por ０ ０ １ １ １ １ ４（ ２．４）

Muc １ ０ ０ ０ ０ １ ２（ １．２）

その他 ０ ０ ０ １ ０ ０ １（ ０．６）

不明 ２ ０ １ ０ １ ０ ４（ ２．４）

計 ２０ １２ １７ ５２ １０ ５９ １７０

※その他：pap

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ４ １ ２ ５ ０ ９ ２１（１２．４）

内視鏡下手術 ５ ６ ５ ２２ ４ ２３ ６５（３８．２）

内視鏡治療 １１ ５ ８ ２３ ６ ２７ ８０（４７．１）

その他不明 ０ ０ ２ ２ ０ ０ ４（ ２．４）

計 ２０ １２ １７ ５２ １０ ５９ １７０
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年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施
・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）
・原則、基本健診と同時実施。単独も可
・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可
・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）
・節目検診（４０～７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０～１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４～と同様

肝臓がん検診（単県）
・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に
・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一
・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４～と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫）
・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

・Ｈ２３年より節目検診（４０歳以上の５歳刻み）に個別受診勧奨

区 分 対 象 者 受 診 者 受 診 率
定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎 １，８６９人 ９６５人 ５１．６％
１３８人

（１４．３％）
１０人

（１．０％）
５人

（０．５％）
４人

（０．４％）

Ｃ型肝炎 ７４０人 ３８１人 ５１．５％
７２人

（１８．９％）
７人

（１．８％）
７人

（１．８％）
５人

（１．３％）
受診率は５０％程度と必ずしも十分ではない。
※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成３０年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
平成３０年度は１９市町村で実施し、対象者は２０７，０６５人（前年度２１４，７７６人）のうち受検者数は

５，５２１人（前年度５，６７０人）で、受検率は２．７％（前年度２．６％）であった。要精検者数はHBs抗原
陽性者５８人、１．１％（前年度１．２％）、HCV抗体陽性者１５人、０．３％（前年度０．３％）であった。要
精検者のうち精密検査受診者は４６人、６３．９％（前年度７１．８％）と前年より７．９ポイント減少した。
精検受診者４６人中肝臓がん１人が発見された（がん発見率０．０２％）。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の
肝臓がん対策事業）
平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１８市
町村で実施された。結果は以下のとおりである。
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図１．肝がん検診及び定期検査による
発見がんの累積生存率

３）平成７年度から平成３０年度の２４年間を集計すると、受診者総数は１６５，９２９人、そのうち、HBs
抗原陽性者３，５８７人 陽性率２．１６％、HCV抗体陽性者３，７３７人 陽性率２．２５％であった。年齢別
陽性率はＢ型は５０～５４歳をピークに山型を示し、Ｃ型は高齢になるほど陽性率が高かった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
平成７年から開始した肝臓がん検診によって発見された肝臓がんは平成３０年度までで３１人で現在生
存中の患者は５人であった。平成１０年から開始した定期検査によって発見された肝臓がんは平成３０年
度までで１６８人で現在生存中の患者は４６人である。予後調査ができている平成２９年度までの患者で累
積生存率を比較すると定期検査発見がんで有意に予後が良好であった。しかし、定期検査群の５年生
存率は４１％、肝臓がん検診群は２２％とまだまだ改善の必要がある。
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（１） 肝炎ウィルス検査受診者数等の推移
（１） 一次検診
年 度 受 検 者 数 HBs陽性者 HBs陽性率 HCV陽性者 HCV陽性率
Ｈ２８ ６，２９２ ９０ １．４ １６ ０．３
Ｈ２９ ５，６７０ ７０ １．２ １６ ０．３
Ｈ３０ ５，５２１ ５８ １．１ １５ ０．３

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致しない。

（２） 精密検査
年 度 要精検者数 精検受診者数 精検受診率 が ん がん発見率
Ｈ２８ １０５ ８２ ７８．１ ０ ０．００
Ｈ２９ ８５ ６１ ７１．８ ０ ０．００
Ｈ３０ ７２ ４６ ６３．９ １ ０．０２

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

（３） 年齢階級別受診状況

区 分 平成３０年度 平成７～３０年度
受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率 受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率

４０～４４歳 １，０４８ ０．４ ０．０ １７，０３４ １．８５ ０．５３
４５～４９歳 ４６２ ０．４ ０．２ １２，４７８ ２．８０ １．１７
５０～５４歳 ３９９ ０．８ ０．０ １４，０２３ ３．００ １．４１
５５～５９歳 ４１４ １．０ ０．７ １７，４０５ ２．６０ １．９１
６０～６４歳 ９０５ ０．８ ０．７ ２９，３１９ ２．２３ ２．３６
６５～６９歳 １，１４４ １．５ ０．２ ３１，４１３ ２．１３ ２．６５
７０～７４歳 ８５５ ２．１ ０．２ ２５，７２８ １．７９ ３．０８
７５～７９歳 １８２ １．１ ０．０ １０，４７９ １．４６ ３．６３
８０歳以上 １１２ ０．９ ０．９ ８，０５０ １．３７ ３．３８
計 ５，５２１ １．１ ０．３ １６５，９２９ ２．１６ ２．２５

（２） 平成３０年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢階級
一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ＝（ｂ＋ｄ）／ａ ｆ＝（ｃ＋ｄ）／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３７０ ６７８ ３６９ ６７５ １ ３ ０ ０ ０ ０ ０．３ ０．４ ０．４ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １７２ ２９０ １７２ ２８７ ０ ２ ０ １ ０ ０ ０．０ ０．７ ０．４ ０．０ ０．３ ０．２

５０～５４歳 １３８ ２６１ １３７ ２５９ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０．７ ０．８ ０．８ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 １７２ ２４２ １６７ ２４０ ３ １ ２ １ ０ ０ １．７ ０．４ １．０ １．２ ０．４ ０．７

６０～６４歳 ４１５ ４９０ ４０７ ４８６ ４ ２ ４ １ ０ １ １．０ ０．６ ０．８ １．０ ０．４ ０．７

６５～６９歳 ６６１ ４８３ ６５２ ４７３ ９ ８ ０ ２ ０ ０ １．４ １．７ １．５ ０．０ ０．４ ０．２

７０～７４歳 ４７３ ３８２ ４６３ ３７２ ９ ９ １ １ ０ ０ １．９ ２．４ ２．１ ０．２ ０．３ ０．２

７５～７９歳 １０８ ７４ １０７ ７３ １ １ ０ ０ ０ ０ ０．９ １．４ １．１ ０．０ ０．０ ０．０

８０歳以上 ５２ ６０ ５２ ５８ ０ １ ０ １ ０ ０ ０．０ １．７ ０．９ ０．０ １．７ ０．９

計 ２，５６１ ２，９６０ ２，５２６ ２，９２３ ２８ ２９ ７ ７ ０ １ １．１ １．０ １．１ ０．３ ０．３ ０．３

合 計 ５，５２１ ５，４４９ ５７ １４ １ １．１ ０．３
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０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
．０
００

０
．０
００

５５
～
５９
歳

Ｂ
型
陽
性

１
１

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
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性

１
１

１
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
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０
０

０
０

全
体

２
２

１
１

１
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

６０
～
６４
歳

Ｂ
型
陽
性

４
２

３
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

５
３

４
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
１

０
０

０
．２
４１

０
．０
００

６５
～
６９
歳

Ｂ
型
陽
性

３
６

２
３

０
０

０
３

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
２

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
８

２
４

０
０

０
３

０
０

１
０

０
０

０
０

０
１

０
０

０
．０
００

０
．０
００

７０
～
７４
歳

Ｂ
型
陽
性

７
７

６
７

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
８

６
７

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

７５
～
７９
歳

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

８０
歳
以
上

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

計

Ｂ
型
陽
性

１６
２２

１２
１８

１
０

１
３

０
０

１
０

０
０

１
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

２
６

２
１

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
３

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１８
２８

１４
１９

１
０

１
５

０
０

１
０

０
０

１
０

０
３

０
１

０
．０
３９

０
．０
００

合
計

Ｂ
型
陽
性

３８
３０

１
４

０
１

０
１

０
１

Ｃ
型
陽
性

８
３

０
２

０
０

０
０

３
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４６
３３

１
６

０
１

０
１

３
１

０
．０
１８

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上

５９



３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数
a′

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

保 健 事 業 団 ９２３１，０４５ ９０９１，０３３ １１ １１ ３ １ ０ ０ １．２ １．１ １．１ ０．３ ０．１ ０．２

中国労働衛生協会 ２２ ３０ ２２ ３０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ４５０ ５４７ ４４１ ５４２ ７ ４ ２ ０ ０ １ １．６ ０．９ １．２ ０．４ ０．２ ０．３

診 療 所 １，１６６１，３３８１，１５４１，３１８ １０ １４ ２ ６ ０ ０ ０．９ １．０ １．０ ０．２ ０．４ ０．３

計 ２，５６１２，９６０２，５２６２，９２３ ２８ ２９ ７ ７ ０ １ １．１ １．０ １．１ ０．３ ０．３ ０．３

合 計 ５，５２１ ５，４４９ ５７ １４ １ １．１ ０．３

６０



精
密
検
査
結
果
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
） 無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

71
.7％

脂
肪
肝
　
2.2
％

慢
性
肝
炎
　
13
.0％

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
　
2.2
％

肝
臓
が
ん
　
2.2
％

そ
の
他
　
2.2
％

そ
の
他
の
疾
病
　
6.5
％

ｂ
．
精
密
検
査
結
果

一
次

検
診
機
関

区
分

精
密
検
査

受
診

者

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見

率
（
％
）

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

g′
h′
＝
g′

／a
′

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

直
営

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

保
健
事
業
団

Ｂ
型
陽
性

６
８

５
６

０
０

０
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６
９

５
７

０
０

０
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０．
００
０

０．
００
０

中
国
労
働

衛
生
協
会

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

病
院

Ｂ
型
陽
性

２
３

１
３

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
３

２
３

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

診
療
所

Ｂ
型
陽
性

８
１１

６
９

０
０

１
２

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
５

１
０

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
３

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

９
１６

７
９

０
０

１
４

０
０

０
０

０
０

１
０

０
３

０
０

０．
０８
６

０．
００
０

計

Ｂ
型
陽
性

１６
２２

１２
１８

１
０

１
３

０
０

１
０

０
０

１
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

２
６

２
１

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
３

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１８
２８

１４
１９

１
０

１
５

０
０

１
０

０
０

１
０

０
３

０
１

０．
０３
９

０．
００
０

合
計

Ｂ
型
陽
性

３８
３０

１
４

０
１

０
１

０
１

Ｃ
型
陽
性

８
３

０
２

０
０

０
０

３
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４６
３３

１
６

０
１

０
１

３
１

０．
０１
８

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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４
）
平
成
３０
年
度
健
康
増
進
事
業
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受
診
状
況

実
施
市
町
村
数
＝
１９

市
町

村
名

対
象
者
数

A

受
診

者
数

陽
性

者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

が
ん

発
見
率

（
％
）

R＝
P／
D

車
検
診

B

施
設
検
診

C

計

D
＝
B
＋
C

受
診
率

（
％
）

E
＝
D
／A

H
B
s抗
原

の
み
陽
性

F

HC
V抗
体

の
み
陽
性

G

HB
s抗
原

HC
V抗
体

と
も
に
陽
性

H

H
B
s抗
原

陽
性
率

（
％
）

I＝（
F＋
H）

／D

HC
V抗
体

陽
性
率

（
％
）

J＝（
G＋
H）

／D

精
検

受
診
者
数

K

精
検

受
診
率

（
％
）

L＝
k／（
F＋
G＋
H）

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

M

そ
の
他

の
疾
病

N

が
ん
疑
い

O

が
ん

P

有
所
見
者

Q＝
N＋
O＋
P

鳥
取
市

６４
，３
０１

５６
４

１
，２
３３

１
，７
９７

２
．８

９
２

０
０
．５

０
．１

８
７２
．７

６
２

０
０

２
０
．０
００

米
子
市

６４
，８
５１

０
１
，１
９１

１
，１
９１

１
．８

８
５

０
０
．７

０
．４

１１
８４
．６

６
４

０
１

５
０
．０
８４

倉
吉
市

１７
，２
７４

１１
７

３０
３

４２
０

２
．４

５
３

０
１
．２

０
．７

６
７５
．０

５
１

０
０

１
０
．０
００

境
港
市

１１
，２
０６

５７
２６
１

３１
８

２
．８

５
０

０
１
．６

０
．０

３
６０
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

岩
美
町

４
，５
８２

１５
２

０
１５
２

３
．３

５
１

０
３
．３

０
．７

３
５０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

八
頭
町

６
，２
３０

１３
０

０
１３
０

２
．１

３
０

０
２
．３

０
．０

３
１０
０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

若
桜
町

１
，５
０５

１３
１４

２７
１
．８

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

智
頭
町

３
，１
１７

４２
１４

５６
１
．８

１
０

０
１
．８

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

湯
梨
浜
町

５
，２
１８

６１
１９
４

２５
５

４
．９

８
２

０
３
．１

０
．８

３
３０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

三
朝
町

２
，５
７４

２６
６

６６
３３
２

１２
．９

３
０

１
１
．２

０
．３

３
７５
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

北
栄
町

４
，１
８５

１２
２

７２
１９
４

４
．６

３
１

０
１
．５

０
．５

１
２５
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

琴
浦
町

３
，４
６９

５２
２０

７２
２
．１

２
０

０
２
．８

０
．０

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

４
，０
１１

２２
６７

８９
２
．２

１
０

０
１
．１

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

３
，６
３４

９３
０

９３
２
．６

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

９９
８

１１
０

１１
１
．１

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

５
，０
７４

２６
６

０
２６
６

５
．２

２
０

０
０
．８

０
．０

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

１
，５
０８

２９
３４

６３
４
．２

１
０

０
１
．６

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

１
，９
１６

２
３２

３４
１
．８

１
０

０
２
．９

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，４
１２

２１
０

２１
１
．５

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

合
計

２０
７
，０
６５

２
，０
２０

３
，５
０１

５
，５
２１

２
．７

５７
１４

１
１
．１

０
．３

４６
６３
．９

３３
１２

０
１

１３
０
．０
１８

東
部

７９
，７
３５

９０
１

１
，２
６１

２
，１
６２

２
．７

１８
３

０
０
．８

０
．１

１５
７１
．４

１１
４

０
０

４
０
．０
００

中
部

３２
，７
２０

６１
８

６５
５

１
，２
７３

３
．９

２１
６

１
１
．７

０
．５

１４
５０
．０

１０
４

０
０

４
０
．０
００

西
部

９４
，６
１０

５０
１

１
，５
８５

２
，０
８６

２
．２

１８
５

０
０
．９

０
．２

１７
７３
．９

１２
４

０
１

５
０
．０
４８

※
が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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（
３）

平
成
７
～
３０
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
平
成
３０
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
３０
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者
数

（
令
和
元
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

１３
１２

４
４

４
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

２３
２１

８
７

５
６

０
０

３
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

２４
３９

６
１８

３
１６

０
０

２
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
１

０
０

５５
～
５９
歳

３９
７１

１５
３４

１０
２４

０
３

５
７

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

６０
～
６４
歳

８１
１１
７

２９
７０

２４
５０

１
５

３
１２

１
１

０
０

０
０

０
０

０
２

０
０

６５
～
６９
歳

１１
５

２０
３

５２
１２
０

３６
９１

３
７

１０
１８

２
１

１
０

０
０

０
０

０
２

０
１

７０
～
７４
歳

１６
５

２２
５

８３
１３
５

６１
１１
３

４
４

１４
１４

０
２

１
０

１
１

０
０

２
１

０
０

７５
～
７９
歳

１３
２

１７
８

７４
１０
６

５７
８５

２
３

１４
１０

０
１

０
０

１
１

０
２

０
３

０
１

８０
歳
以
上

１２
５

２８
６

６９
１３
１

５２
１０
８

３
５

１１
１３

１
１

０
０

０
０

１
２

１
２

０
０

計
７１
７

１，
１５
２

３４
０

６２
５

２５
２

４９
７

１３
２７

６２
７６

４
６

３
０

２
２

１
４

３
１１

０
２

合
計

（
比
率（
％
））

１，
８６
９

９６
５

（
１０
０）

７４
９

（
７７
．６
）

４０
（
４．
１）

１３
８

（
１４
．３
）

１０
（
１．
０）

３
（
０．
３）

４
（
０．
４）

５
（
０．
５）

１４
（
１．
５）

２
（
０．
２）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

２
）
平
成
３０
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
３０
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
令
和
元
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
抗

ウ
イ
ル
ス
療
法
後

ウ
イ
ル
ス
消
失
例

そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

５
１

４
１

１
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

１
１

０
０

５０
～
５４
歳

６
５

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

５５
～
５９
歳

７
６

１
５

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

１
３

０
０

６０
～
６４
歳

２０
２２

６
１１

３
１

０
０

０
４

０
０

０
０

０
０

０
０

２
２

１
４

０
０

６５
～
６９
歳

３０
２７

１４
１６

０
５

１
０

１
４

０
１

１
０

０
０

０
０

６
１

５
５

０
０

７０
～
７４
歳

３４
６８

１８
４１

２
８

０
２

０
３

０
１

０
０

０
１

１
１

５
９

１０
１６

０
０

７５
～
７９
歳

３２
１０
４

１７
６０

７
１９

０
１

０
１１

０
０

０
０

１
０

１
０

０
７

８
２２

０
０

８０
歳
以
上

９３
２８
０

４７
１３
８

１１
５３

０
１

８
３９

２
３

０
０

２
１

２
２

５
９

１７
２６

０
４

計
２２
７

５１
３

１０
８

２７
３

２４
８６

１
４

１０
６２

２
５

１
０

３
２

４
３

１９
２９

４４
７８

０
４

合
計

（
比
率（
％
））

７４
０

３８
１

（
１０
０）

１１
０

（
２８
．９
）

５
（
１．
３）

７２
（
１８
．９
）

７
（
１．
８）

１
（
０．
３）

５
（
１．
３）

７
（
１．
８）

４８
（
１２
．６
）

１２
２

（
３２
．０
）

４
（
１．
０）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（４） 平成７～３０年度肝臓がん検診結果

年齢階級

一次検診
受診者数
A

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数
B

陽性率（％）
C＝B／A

陽性者数
D

陽性率（％）
E＝D／A

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ５，６３５ １１，３９９ １２８ １８７ ２．２７ １．６４ １．８５ ４１ ５０ ０．７３ ０．４４ ０．５３

４５～４９歳 ３，９７５ ８，５０３ １３０ ２２０ ３．２７ ２．５９ ２．８０ ４３ １０３ １．０８ １．２１ １．１７

５０～５４歳 ４，１７８ ９，８４５ １４６ ２７５ ３．４９ ２．７９ ３．００ ４１ １５７ ０．９８ １．５９ １．４１

５５～５９歳 ５，２５８ １２，１４７ １４２ ３１０ ２．７０ ２．５５ ２．６０ ８２ ２５１ １．５６ ２．０７ １．９１

６０～６４歳 １１，２７９ １８，０４０ ３０７ ３４８ ２．７２ １．９３ ２．２３ ２１６ ４７６ １．９２ ２．６４ ２．３６

６５～６９歳 １３，４８６ １７，９２７ ３１７ ３５３ ２．３５ １．９７ ２．１３ ３０７ ５２５ ２．２８ ２．９３ ２．６５

７０～７４歳 １０，８３４ １４，８９４ ２１１ ２５０ １．９５ １．６８ １．７９ ３１７ ４７６ ２．９３ ３．２０ ３．０８

７５～７９歳 ４，１４４ ６，３３５ ６８ ８５ １．６４ １．３４ １．４６ １５０ ２３０ ３．６２ ３．６３ ３．６３

８０歳以上 ２，９８１ ５，０６９ ３３ ７７ １．１１ １．５２ １．３７ １１５ １５７ ３．８６ ３．１０ ３．３８

計 ６１，７７０ １０４，１５９ １，４８２ ２，１０５ ２．４０ ２．０２ ２．１６ １，３１２ ２，４２５ ２．１２ ２．３３ ２．２５

合 計 １６５，９２９ ３，５８７ ２．１６ ３，７３７ ２．２５

（５） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について
（１） 平成３０年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP PIVKA 備考

１ ６０ 男 肝臓がん 肝切除 ２０１９／８／６ ２個 S４ ２５ 腫瘤 無 Ｂ １１．８ １６ 生存
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（２） 平成３０年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP PIVKA 備考

１ ７５ 女 異常なし Ｂ ３．０ ２０ 生存

２ ８５ 女 肝臓がん TAE ２０１６／１／２６ 単発 S６ ２５×１４ 腫瘤 有 Ｂ １．０ 生存

３ ８８ 女 肝臓がん 無 ２０１９／１／２１ 単発 S４ ４１×４３ 腫瘤 有 Ｂ ６８８．９ ５４ 生存

４ ６９ 女 肝臓がん 肝切除 ２０１９／２／２５ 不明 S７ 腫瘤 無 Ｂ ２．１ １１ 生存

５ ７７ 男 不明 Ｂ ２．０ ３５００

６ ７１ 男 肝臓がん RFA ２０１８／１／３１ ２個 S７ ２１×１９ 腫瘤 有 Ｂ ３．５ ２８ 生存

７ ７９ 男 肝血管腫 Ｃ ４．６ １０ 生存

８ ７４ 女 肝臓がん TAE ３個 S３５８１０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １６０３．０ ２７ 生存

９ ８２ 男 異常なし Ｃ

１０ ９７ 女 肝臓がん 無 ２０１９／３／２２ 単発 右葉 ５０ 腫瘤 有 Ｃ ８６６．４ 死亡

１１ ８５ 男 肝臓がん疑い 無 ２０１８／５／９ ２個 右葉 不明 腫瘤 不明 Ｃ ２９６６．０ 生存

１２ ８３ 女 肝臓がん 肝切除 ２０１９／５／８ 単発 S４ １４×１１ 腫瘤 無 Ｃ ３．５ １７ 生存

６５



７．全国がん検診実績との比較

平成２９年度（※６９歳以下の実績） （単位：人 ％）

区 分
平成２９年度実績
（鳥取県）

平成２９年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） ７６，８１４ ５２，４７７，０６５ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ２７，３００ １，８８３，１１６

受診率（％） ３５．５ ３．６

要精検者数（人） ５６２ １２１，２５５

要精検率（％） ７．８５ ６．４４

精検受診者数（人） ４６４ ９６，４７１

精検受診率（％） ８２．６ ７９．６

がんの者（人） ３９ １，４１９

がん発見率（％） ０．１４ ０．０８

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） ５９，０８７ ４０，０９８，８３９ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用）

全国 （３，８０４，７１４）＋（３，６９５，６２９）－（１，０３２，９６１）
（４０，０９８，８３９） ＝１６．１

鳥取 （２６，２８５）＋（２６，５２１）－（１４，７４０）
（５９，０８７） ＝６４．４

受診者数（人） ２６，５２１ ３，６９５，６２９

受診率（％） ４４．９（６４．４） （１６．１）

要精検者数（人） ３１７ ８１，３４０

要精検率（％） １．２０ ２．２０

精検受診者数（人） ２４８ ６１，１３２

精検受診率（％） ７８．２ ７５．２

がんの者（人） ９ １，１８９

がん発見率（％） ０．０３ ０．０３

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） ７６，８１４ ５２，４８４，７３５ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定受診者数（人） ２６，９３３ ３，８８３，０５２

受診率（％） ３５．１ ７．４

要精検者数（人） ７３５ ６０，３８１

要精検率（％） ２．７３ １．５５

精検受診者数（人） ６５５ ５０，０７０

精検受診率（％） ８９．１ ８２．９

がんの者（人） １２ １，２４９

がん発見率（％） ０．０４ ０．０３

６６



区 分
平成２９年度実績
（鳥取県）

平成２９年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） ４４，６６０ ２６，２７９，４９８ ○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定して

いる。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用）

全国 （２，５８４，４３９）＋（２，４３７，６４６）－（４５３，２０８）
（２６，２７９，４９８） ＝１７．４

鳥取 （１４，７６４）＋（１４，５１６）－（１，２６３）
（４４，６６０） ＝６２．７

受診者数（人） １４，５１６ ２，４３７，６４６

受診率（％） ３２．５（６２．７） （１７．４）

要精検者数（人） ８８０ １５８，５２１

要精検率（％） ６．０６ ６．５０

精検受診者数（人） ８４８ １４０，３６８

精検受診率（％） ９６．４ ８８．５

がんの者（人） ５１ ６，９４９

がん発見率（％） ０．３５ ０．２９

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） ７６，８１４ ５２，５２９，２３０

受診者数（人） ３０，１４０ ４，３８７，２２３

受診率（％） ３９．２ ８．４

要精検者数（人） ２，１７７ ２６１，９３２

要精検率（％） ７．２２ ５．９７

精検受診者数（人） １，６９５ １８２，４４１

精検受診率（％） ７７．９ ６９．７

がんの者（人） ７７ ７，１９９

がん発見率（％） ０．２６ ０．１６

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事
業報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
３ 平成２５年度から全国数値は、６９歳以下の実績が公表されていることから、鳥取県数値も６９歳以下の実績で比較
している。
４ 平成２７年度から「地域保健・健康増進事業報告」対象者数は、各がん検診の対象年齢の「全住民」を報告する
こととなった。
５ 平成２８年度から乳がん検診について対象者数は「視触診方式及びマンモグラフィの併用者」「マンモグラフィ
のみ」が統一された。

６７



厚生労働省「今後のわが国におけるがん検診事業評価の在り方について」報告書
がん検診事業の評価に関する委員会（平成２０年３月）による

プロセス指標と本県実績との比較
平成３０年度実績

胃 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２７．３％ ３４．１％
要精検率［Ｘ線のみ］ 許容値 １１．０％以下 ８．６％ ７．１％

精検受診率［Ｘ線のみ］ 許容値 ７０％以上 ８８．８％ ８９．１％目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１１％以上 ０．３２％ ０．２２％
陽性反応的中度［Ｘ線のみ］ 許容値 １．０％以上 １．７％ １．７％

肺 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２９．１％ ３３．４％
要精検率 許容値 ３．０％以下 ３．７％ ３．０％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ９０．９％ ９１．０％目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０３％以上 ０．０６％ ０．０４％
陽性反応的中度 許容値 １．３％以上 １．５％ １．２％

大 腸 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ３０．１％ ３７．３％
要精検率 許容値 ７．０％以下 ８．３％ ６．６％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ７７．９％ ７６．７％目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１３％以上 ０．３０％ ０．２２％
陽性反応的中度 許容値 １．９％以上 ３．６％ ３．４％

子 宮 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２５．０％ ４４．８％
要精検率 許容値 １．４％以下 １．６９％ １．９６％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ７８．３％ ７９．０％目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０５％以上 ０．０３％ ０．０３％
陽性反応的中度 許容値 ４．０％以上 １．６％ １．５％

乳 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 １６．５％ ３１．５％
要精検率 許容値 １１．０％以下 ５．９８％ ６．６２％

精検受診率 許容値 ８０％以上 ９４．６％ ９４．６％目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．２３％以上 ０．３１％ ０．３２％
陽性反応的中度 許容値 ２．５％以上 ５．２６％ ４．８３％
※子宮がん、乳がんの受診率は単年度計算
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Ⅲ．令和元年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



令
和
元
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

令
和
２
年
２
月
２２
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
５０
分

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

１４
０名

演
題
：「
胃
癌
治
療
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
器
官
制
御
外
科
学
講
座
病
態
制
御
外
科
学

教
授

藤
原
義
之
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
生
協
病
院

森
田
照
美
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

鳥
飼
勇
介
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

謝
花
典
子
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
検
討
会

令
和
２
年
２
月
１６
日
（
日
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４０
分

米
子
市

米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

５３
名
演
題
：「
子
宮
頸
部
の
病
理
と
組
織
診
」

講
師
：
熊
本
大
学
病
院
病
理
診
断
科
教
授

三
上
芳
喜
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

令
和
２
年
２
月
２９
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４０
分

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

７７
名
演
題
：「
肺
が
ん
CT
検
診
と
す
り
ガ
ラ
ス
陰
影
」

講
師
：
イ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
東
京
遠
隔
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー

柿
沼
龍
太
郎
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

上
田
康
仁
先
生

中
部
―
２
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
坂
祐
仁
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

中
西
敦
之
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
第

２７
回
烏
取
県
検
診

発
見
乳
が
ん
症
例

検
討
会

令
和
元
年
８
月
３１
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

３４
名
演
題
：「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
た
乳
が
ん
検
診
」

講
師
：
松
江
赤
十
字
病
院
副
院
長

村
田
陽
子
先
生

症
例
検
討

東
部
―
２
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

深
谷
由
美
先
生

中
部
―
２
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

大
田
里
香
子
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

加
藤

彩
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

令
和
元
年
９
月
１４
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４０
分

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

６９
名
演
題
：「
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

講
師
：
長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科
医
長

本
田
徹
郎
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

柳
谷
淳
志
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

鳥
飼
勇
介
先
生

西
部
―
１
例
：
済
生
会
境
港
総
合
病
院

佐
々
木
祐
一
郎
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

令
和
２
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 令和２年２月２２日（土） 午後４時～午後５時５０分
場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取生協病院 森 田 照 美
症 例：４０歳代 男性
既往歴：３５歳頃、メニエール病、アトピー性皮膚炎
検診歴：２０１７年の胃がん検診（胃透視）では異常なし。２０１９年８月の胃がん検診にて胃体下部前壁

大弯寄りに不整形陰影斑を指摘された。
経 過：上記精査目的に当院で上部消化管内視鏡検査が施行され、胃体下部前壁大弯寄りに１５㎜大、

ひだ集中・途絶を伴い境界明瞭、褪色調の浅い陥凹性病変を認めた。同部位の生検にて
sigと診断され、同年９月に腹腔鏡下幽門側胃切除術を施行された。

病 理：M、Ant、Type ０-IIc、１５×１７㎜、sig、pT１a（M）、ly０、v０、pPM０、pDM０、pN０、M０、
StageIA

考 察：２０１７年の検診では今回の病変は指摘できないが、２０１８年にも撮影していればより詳細に比
較検討できたと思われる。本症例のように胃透視検査中に異常所見に気づいた場合、追加
撮影することでより詳細に病変が描出され、早期癌の診断に繋がり得ると考える。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 鳥 飼 勇 介
症 例：６１歳 男性
検診歴：毎年検診を受けられており、２０１６年胃がん検診（胃透視）で異常なし。翌年の２０１７年の胃

がん検診でも異常なしと判定され、２０１８年の検診で前庭部小弯に陥凹を伴う隆起性病変を
指摘された。

既往歴：高血圧、高コレステロール血症、高尿酸血症
経 過：上記精査目的のため当院で上部消化管内視鏡が施行され、胃前庭部小弯に２型の４㎝大の

腫瘍性病変を認めた。同部位の生検からtub１、tub２を認められた。後日当院消化器外科
にて幽門側胃切除を施行された。

病 理：Adenocarcinoma、tub１＞tub２、SS、Ly１a、V１、INFβ、intermediate type PM（－）、
DM（－）、n４d（＋）

考 察：２０１８年の胃透視検査では明らかに胃前庭部小弯に隆起性病変を認めているが、サイズは小
さいものの２０１７年の検診でも同部位に腫瘍性病変を認めていた。日頃から注意深い観察・
読影が必要だと考えさせられる症例であった。
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〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 謝 花 典 子
症 例：７５歳 男性
既往歴：高血圧

２００４年 胃前庭部早期癌で幽門側胃切除術（stageⅠ）
検診歴：２０１４年度、２０１５年度、２０１７年度 施設内視鏡検診では、残胃ということのみで異常を指摘

されなかった。
現病歴：２０１８年１１月の施設内視鏡検診で、「残胃癌」と診断、「要治療」となり、博愛病院紹介受診

となった。精査後、残胃全摘術が施行された。
病 理：U、Type４、６５×６０㎜、sig＋muc、pT３（SS）、StageⅡB（T３N１）
考 察：前年度画像の見直しでは、明らかな指摘は困難ではあったが、噴門部に、一部やや隆起し

た不整な粘膜面が認められた。この症例は未分化な組織でもあり、急速に進展発育したも
のと考えられる。噴門部は見落としやすい部位のひとつであり、残胃の体上部・噴門部の
見上げ観察は難しい場合もあるが、３６０度詳細な観察を心掛け、読影においてもわずかな
異常所見の拾い上げが大切であると思われる。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 令和２年２月１６日（日） 午後４時～午後５時４０分
場 所 米子コンベンションセンター

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科 大石徹郎講師の進行により、施設検診４例の症例検討が行わ
れた。

検討内容：
鳥取大学医学部産科婦人科 千酌 潤助教より下記の４症例が提示された。
症例１は経年受診の５０代女性。２０１７年度検診でLSIL、２０１８年度にはHSILの判定となり、生検によ
る組織診断は扁平上皮癌であった（子宮頸癌IB１期）。
症例２は５年間の検診未受診後の３０代女性。検診の結果はSCCであり、子宮頸癌IB１期と診断された。
症例３は２０１５年度検診ではNILMであった４０代女性。３年間の未受診の後、２０１８年度検診でHSILと
なり、子宮頸癌（通常型内頸部腺癌）IA１期と子宮体癌IA期（類内膜癌G１）の重複癌と診断された。
症例４は３０代女性。２０１３年妊娠初期検査でHSILを指摘されフォローが開始されたが、出産後に受
診されなかった。その後２０１５年、２０１８年と２回の妊娠・出産で同様の経過を繰り返され（妊娠初期検
査でそれぞれHSIL、ASC-US）、最終的に分娩後の子宮頸部円錐切除術により子宮頸癌IA２期と診断
された。
検診未受診者に対する受診勧奨と適切な検診受診間隔の重要性が再認識された。要精検者の精密検
査あるいは経過観察では遅滞のない受診が必要である。特に、妊娠初期に細胞診異常が検出された場
合には、分娩後未受診となりうることを想定したより積極的な受診勧奨が望まれる。
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 令和２年２月２９日（土） 午後４時～午後５時４０分
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 上 田 康 仁
症 例：６６歳 男性
現病歴：平成２９年までは検診で異常を指摘されていなかった。平成３０年１２月４日検診の喀痰細胞診

陽性のため３月８日初診。
生活歴：喫煙歴３０本／日×４０年 近年は電子タバコ 飲酒歴ビール５００ml／日 職業歴：トラック運

転手、現在は年金生活をしている アスベスト曝露：なし
臨床経過：胸部CT、耳鼻科診察や消化器内視鏡検査で異常所見を認めなかった。呼吸器内視鏡検

査を施行したところ、右上葉のB１-３の分岐部に腫瘍性病変を認め、生検で扁平上皮癌の結
果を得たため右上葉切除術を施行した。

考 察：本例は喀痰細胞診陽性で精査となったが、CTでも異常所見の指摘が困難であった。喀痰
細胞診は中枢型肺癌のスクリーニングとして高危険群に対して行われるが、感度は高いも
のではなく、これを契機に発見される肺癌は鳥取県でも年１例あるかどうかという程度で
ある。中枢型肺癌自体が減少傾向にあるため、今後も重要な意味を持つかは疑問ではある
が、貴重な症例と思われたため報告した。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 坂 祐 仁
症例１：６０歳代 女性
主 訴：胸部異常陰影
現病歴：これまで毎年職場検診を受けていたが異常を指摘されたことはなかった。２０１９年８月職場

の検診で異常を指摘され当院を受診した。
既往歴：大腸ポリープ（５０歳代）、白内障
喫煙歴：なし
臨床経過：胸部Ｘ線では、右下肺野肺門部付近に２㎝大の結節影を認めた。胸部CTでは右中葉S５

に２．２×１．７×１．６㎝大、C／T比：１．０の不整形結節を認めた。気管支鏡下生検で肺腺癌
cT１cN０M０StageⅠA３と診断し、胸腔鏡下右肺中葉切除＋ND２a-１リンパ節郭清を施行し
た。術後病理病期診断は、Adenocarcinoma（acinar６０％、lepidic４０％）、pT１b（total size
２．６×２．０×２．０㎝、solid part １．２×１．０㎝）N０M０、pStageⅠA２であった。外来にて術後
経過観察中である。

症例２：７０歳代、女性
主 訴：胸部異常陰影
現病歴：これまで毎年検診を受けていたが異常を指摘されたことはなかった。２０１９年８月肺がん検

診異常を指摘され当院を受診した．
既往歴：高血圧、左膝関節手術
喫煙歴：なし
臨床経過：胸部Ｘ線では、右下肺野末梢に２㎝大の結節影を認めた．胸部CTでは右下葉S８に２．１×
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１．５×１．５㎝大、充実径１．３㎝、C／T比：０．６２の不整形結節を認めた。肺癌を強く疑い診断
と治療を兼ねて胸腔鏡下手術の方針とした．術中迅速組織診断で肺腺癌と診断し、胸腔鏡
下右肺下葉切除＋ND２a-２リンパ節郭清を施行した。術後病理病期診断は、Adenocarci-
noma in situ、pTis（total size １．３×１．２㎝、solid part ０㎝）N０M０、pStage０であった。
外来にて術後経過観察中である。

考 察：胸部Ｘ線写真の読影には多くの方法や環境のバリエーションがある。検診で何百人の写真
を読影しなければならない場合や診療で個々の患者の写真を時間をかけて読影できる場合
がある。また、読影方法も胸部Ｘ線写真のフィルム、モニタなどさまざまである。異常所
見を拾い上げるためのオーソドックスな読影方法の一例をあげる。ａ．気管、気管分岐部、
左右気管支、上葉枝口、中間気管支管を確認する。ｂ．大動脈肺動脈窓（A-P window）
を確認する。ｃ．下行大動脈左縁、左横隔膜面内側、食道奇静脈陥凹を確認する。ｄ．心
陰影の大きさ・形状を確認、肺門の大きさ・濃度を確認する。ｅ．両側肺野を比較しなが
ら確認する（心陰影・横隔膜に重なった肺野も）。ｆ．骨（椎体、鎖骨、肩甲骨、肋骨）、
部組織を確認する。影の注意点としては、①肺野・肺門は左右を比較する．②隠れた肺野
（肺尖、横隔膜、心陰影）を意識する．③過去の画像と比較する。④背景肺野の性状に留
意する。などが挙げられる。検診で発見され、手術を施行した肺腺癌の２例を経験した。
毎年検診を受け比較読影をすることが早期発見につながると考えられる。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 中 西 敦 之
症 例：５０歳代 男性
主 訴：胸部異常陰影
現病歴：検診は毎年受診していたが異常指摘歴はなかった。２０１９年の検診胸部Ｘ線で異常陰影を指

摘されたため胸部CTを撮影すると左上葉に結節を認めた。肺癌を疑われ手術目的に当科
を受診した。

喫煙歴：過去喫煙 ２０本／日×３０年 職業：整備士 アスベスト曝露歴：なし
臨床経過：胸部Ｘ線では、左上肺野第１弓外側にシルエットサイン陰性の３５㎜大の腫瘤影を認め、

胸部CTでは左上葉S１＋２に最大径２７㎜大の境界明瞭・辺縁不整な充実結節を認めた。
PET-CT検査では結節に一致して、早期相でSUVmax１５．２４のFDG高集積を認めた。PET-
CT・頭部造影MRIでは明らかな遠隔転移を疑う所見は認めなかった。肺結節に対して当
院呼吸器内科で気管支鏡下生検を施行した。悪性所見は認めなかったが、臨床上悪性腫瘍
が否定できなかったことから、当科で診断的治療目的に胸腔鏡下左上葉切除術＋リンパ節
郭清ND２a-２を施行した。病理所見より、左上葉肺癌（腺癌：pT２aN１M０ stageⅡB）の診
断に至った。術後補助化学療法としてシスプラチン＋ナベルビンを４コース施行し完遂し
た。現在、外来にて術後経過観察中である。

考 察：本症例では２０１８年以前の胸部Ｘ線では明らかな異常影は指摘困難であり、急激に増大した
肺癌の症例であった。読影のポイントは、左第１弓のダブルシャドウを見落とさない事で
ある。加えて、肺門・縦隔の読影で大事なのは、血管影では「説明のつかない」影を見落
とさないことであり、血管影の「くの字」「逆くの字」が崩れている場合は精査に回すべ
きであると記載してある文献も散見される。本症例のように急激な増大傾向を示す悪性腫
瘍もあり、本症例でもし２０１９年の検診を受診しなかった場合、手術不可能な段階まで肺癌
は進行していた可能性が十分にある。本症例は比較的若年であり、こうした年代でも毎年
の継続的な検診受診が肺癌の早期発見につながると改めて感じた症例であった。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 令和元年８月３１日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 深 谷 由 美
「検診発見の２症例」
症例１：７０歳代 女性 閉経後
主 訴：検診発見（カテゴリー１／カテゴリー３、左Ｍ領域のFAD）
経 過：２０１８年１月左乳房内側に筋状の硬結を自覚し、乳がん検診で左Ｍ領域にFADを指摘され

た。CC画像ではＩ領域にspiculaを伴う高濃度腫瘤としてカテゴリー５。
左９時方向NTD７㎝に９×４×９㎜の低エコー腫瘤を認め、針生検で乳癌が確定。
乳房部分切除術とセンチネルリンパ節生検術を施行。超音波では標本中央に腫瘤が確認で
きたが、標本マンモグラフィでは辺縁近くに高濃度の陰影を認めた。
迅速病理検査で断端陰性を確認し、高濃度陰影の周囲１㎝程度を追加切除した。
術後病理結果は「浸潤性乳管癌、硬性型、浸潤径１０㎜、核grade１、n（－）、ER：９５％、
PgR：７０％、Ki６７：＜１０％、HER２：０、pT１bN０M０、stageⅠ」であった。病巣は超音
波のとおり標本中央に存在した。硬癌に特徴的な組織像で病変中心部の線維化が強かった
ため、圧迫撮影を行わない標本マンモグラフィでは濃度差がつかず描出されなかったと考
えられた。読影時はその構成成分から予想される画像を考えながら行うことが重要である。

症例２：４０歳代 女性 閉経前
主 訴：検診発見（カテゴリー１／カテゴリー４、左Ｍ領域の境界不明瞭な高濃度腫瘤影）
経 過：２０１７年１１月の乳房超音波検診で異常なし。２０１８年２月のマンモグラフィ検診で左Ｍ領域の

境界一部不明瞭な高濃度腫瘤を指摘された。左１２時方向NTD４㎝に１４×７×１０㎜の縦横
比の小さい不整形低エコー域を認め、針生検で乳癌が確定。
乳房切除術とセンチネルリンパ節生検術を施行。
術後病理結果は「髄様癌、浸潤径１５㎜、核grade３、n（－）、ER：０％、PgR：０％、Ki
６７：４０％、HER２：３＋、pT１cN０M０、stageⅠ」であった。髄様癌に非典型的な扁平な
形態であったため超音波検診で発見できなかった可能性もあるが、任意検診で行われてい
る超音波検診の精度管理や症例検討なども今後必要であると思われた。
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〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 大 田 里香子
「構築の乱れで要精検となった２例」
鳥取県立厚生病院胸部外科１）、血管外科２）
大田里香子１）、吹野俊介１）、野坂祐仁１）、大野貴志１）、兒玉渉１）、西村謙吾２）、浜崎尚文２）
症例１：４５歳 女性

検診MG左Uに構築の乱れcat４の指摘あり当科受診。左上外側部乳癌cT１cN１M０ c-stageⅡ
Aの診断で左Bt＋Ax（Ⅱ）施行した。invasive ductal carcinoma，scirrhous type、pT２N
１aM０p-stageⅡBの診断で、術後療法としてddEC，、HER＋PER＋PTX、放射線治療を施
行した。

症例２：４０歳 女性
検診MG右MOに構築の乱れcat４の指摘あり当科受診。右上外側部乳癌cT１cN０M０ c-stage
Ⅰの診断で右Bp＋SN施行した。invasive ductal carcinoma，solid tubular type、右上外
側部乳癌 pT１cN０M０ p-stageⅠAの診断で、術後治療として放射線治療施行し、ホルモ
ン療法継続中である。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 加藤 彩
症 例：６０歳代 女性 閉経後
主 訴：なし（乳癌検診マンモグラフィー異常影）
経 過：２０１８年２月、乳がん検診MMGで石灰化カテゴリー３の為、要精査となり３月当科初診。

２０１８年３月MMG：右Ｍ・Ｏ領域 淡く不明瞭な石灰化、線状配列 →カテゴリー４
２０１９年５月MMG：右Ｍ・Ｏ領域 淡く不明瞭な石灰化（増加）、線状配列 →カテゴリー
４右Ｍ／Ｏ・Ｉ領域 淡く不明瞭な石灰化（新規出現）、集簇性 →カテゴリー３

FNA（右CD境界部低エコー腫瘤）：invasive ductal carcinoma
CNB（右CD境界部低エコー腫瘤）：悪性所見なし
VAB（右CD境界部低エコー腫瘤）：ductal carcinoma
乳房MRI：右Ｄ区域 明らかな腫瘤は認めないが広範囲な造影効果を認めた
⇒MMGで石灰化病変を経年的に追う事で早期に乳癌の診断に至った

術前診断：右乳癌（Ｄ区域）cTisN０M０, stage０
２０１９年７月、右乳房全切除術＋センチネルリンパ節生検

術後診断：右乳癌（Ｄ区域）pT１miN０M０, stageⅠA, luminal type
術後治療としてAI剤を内服中。
まとめ：乳がん検診マンモグラフィーで石灰化を認めた場合は、悪性の可能性も考慮し経年変化を

追う必要があると考える。本症例は、定期的なフォローにより石灰化数の増加や新規石灰
化の出現に気付け、なおかつ低エコー腫瘤が出現した事で組織診断が実施でき、早期に乳
癌の診断がついた。病変が小さい場合や、石灰化病変だけの場合にはCNBよりも組織採
取量の多いVABを用いる事で確定診断の精度が上がると考える。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 令和元年９月１４日（土） 午後４時～午後５時４０分
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 柳 谷 淳 志
症 例：６３歳 男性
主 訴：便潜血陽性
既往歴：特記事項なし
家族歴：父、胃癌 母、脳卒中
生活歴：飲酒、日本酒１合／日 喫煙、２０本／日×３１年（３０～６１歳）
現病歴：前年検診の便潜血検査が陽性であったため３月に前医を受診、下部消化管内視鏡検査

（CS）施行したところ多発大腸ポリープを認めた。２か所EMR施行、Ｓ状結腸のIsp１３㎜
をEMR後、鉗子で切除組織を把持しながら観察、内視鏡を抜去、病理組織の結果はAde-
nocarcinoma in adenomaであった。その後肛門痛出現し近医で痔核の治療を受け、８月
の検診の便潜血検査が陽性であったため１１月に再度前医受診、２回目のCSを勧められた。
この時のCSで直腸Rbに肛門縁にかかる易出血性の３０㎜大の隆起性病変を指摘、当院に紹
介となった。

検査・治療経過：診察時に肛門痛強く、前処置なしで内視鏡検査施行し直腸のみ観察、直腸Rbか
ら一部肛門部の前壁にかけて２型腫瘍を認め、生検結果もAdenocarcinoma tub１であった。
CT、MRIで明らかな遠隔転移や周辺臓器への浸潤は認めず、進行直腸癌（cT４aN０M０、
stageⅡB以上）の診断で手術の方向となったが、手術時のmargin確保のため、術前CRT
の方針となった。Capecitabine投与併用下での全骨盤～鼠径リンパ節領域に対するtotal
４５Gy（／２５fr．）の４門照射を実施、腫瘍は縮小、CRT後に腹腔鏡下直腸切断術（D３―側方
LNs郭清）を行った。

手術病理：直腸Rb、Type３（CRT後）、１２×２２㎜（潰瘍の大きさ１２×５㎜）、Adenocarcinoma、
muc＞tub１、pT４b（浸潤臓器 外括約筋）、INFb、ly０v１ pPM０、pDM０、pRM０、pR０、
pCurA

TNM病期（UICC７thed）：pT４pN０pM０pStageIIc
検 討：本症例の初回のCSの内視鏡写真を見返すと肛門部に一部発赤調の粘膜隆起（粘膜下腫瘤

様）が写っていた。内視鏡写真は深部からEMR治療まで十分な空気量ときれいな内視鏡
画面で撮影されていたが、EMRの組織を把持鉗子で回収後は観察に制限があり、肛門部
も痔核の発赤として検査は終了となっていた。８か月後の２回目のCSで、直腸病変は反
転観察なしで明らかな腫瘤病変として確認できた。今回mucの組織型が混在する病変で、
肛門部で一部粘膜下腫瘤様の形態を示したこと、多発大腸ポリープが存在しEMR後の組
織を把持鉗子で回収することになったため十分な肛門部の観察ができていなかったことが
重なり、初回のCSで診断できなかった教訓的な症例であった。
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〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 鳥 飼 勇 介
症 例：８３歳 男性
主 訴：便潜血陽性
現病歴：健診で便潜血陽性（＋／＋）を指摘され、大腸内視鏡検査を施行され盲腸に腫瘍性病変を

認めたため当院に紹介となる。
既往歴：前立腺癌、慢性心不全、心房細動
生活歴：飲酒：ビール３５０ml／週３、喫煙：１０本×６５年、アレルギーなし
常用薬：リバーロキサバン１０㎎、アジルサルタン２０㎎、プレガバリン１００㎎
家族歴：特記事項なし
検査・治療経過：盲腸に２㎝大の浅い潰瘍性病変を伴う２型腫瘍を認めたが内視鏡切除は困難と考

え生検を行い終了。生検結果ではAdenocarcinoma tub１の診断であったため当院消化器外
科にて腹腔鏡下回盲部切除を施行された。

病理診断：Adenocarcinoma、tub１、MP、int、INFb、Ly１、v０、pm（－）、dm（－）、rm（－）、
N０

検 討：本症例は毎年大腸がん検診を受け、初めて異常の指摘を受け進行癌が発見された症例で
あった。毎年検査をすることの重要性を改めて認識させられる症例であったと考えられた。

〔西部症例〕 提出者：済生会境港総合病院 佐々木 祐一郎
症 例：６０歳代 男性
主 訴：自覚症状なし／便潜血陽性
既往歴：糖尿病
生活歴：特記事項なし ※海外渡航歴なし ※性的接触歴なし
現病歴：２０１X年、便潜血陽性の精査目的で当科外来を受診（初診）した。
大腸内視鏡検査：盲腸部に限局して汚い白苔を伴う不整型潰瘍を認め周囲にはびらんが散在してい

た。白苔は潰瘍からクリーム状ににじみ出ており粘液性が強く洗浄でもはがれにくい状態
であった。２型大腸癌、悪性リンパ腫などと鑑別を要するためこの白苔を含んだ病変中央
部および辺縁から生検を施行した。

生検の病理診断：特殊染色PAS反応陽性となる病原体を確認しHE染色では病原体による赤血球貪
食像を認めた。病原体は栄養型アメーバ原虫と判明した。以上より便潜血陽性を契機に診
断した赤痢アメーバと診断した。

治 療：メトロニダゾール１５００㎎を１０日間投与した。診断から約２ヶ月後の内視鏡では盲腸部にみ
られた不整潰瘍やびらんは全て消失し瘢痕を残すのみとなっており治癒を確認した。

検 討：本症例のように便潜血を契機に診断される例があることを念頭に置いておく必要があると
思われた。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 令和２年２月１５日（土） 午後４時～午後５時４５分
場 所 鳥取県健康会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 岡 本 敏 明
「スクリーニングで発見された糖尿病患者における肝細胞癌の１例」
Ｂ型、Ｃ型肝炎や肝硬変患者は、肝癌診療ガイドラインにおいて、肝細胞癌の高危険群として
サーベイランスの対象とされている。一方、近年増加している非Ｂ非Ｃ型肝癌に対しては、有効な
サーベイランス方法が確立していない。今回スクリーニングを契機に発見された糖尿病患者におけ
る肝細胞癌の症例を経験したので報告する。
症 例：８０歳代 男性
主 訴：特になし、肝腫瘍精査目的
既往歴：狭心症、高血圧、糖尿病、肺気腫
生活歴：喫煙：６本×６０年、飲酒：なし
常用薬：バルサルタン、テオドール、オメプラゾール、アドエア
現病歴：糖尿病、高血圧などで近医フォロー中。２年毎にスクリーニングのUSを受けており、肝

左葉に４５㎜のSOLを認めたため当科紹介受診となった。
理学所見：身長：１６８㎝、体重：５４．８㎏、BMI：２０．６

結膜：貧血、黄疸なし
腹部：平坦・軟、自発痛・圧痛なし

血液検査所見：WBC４９×１０３／μl、Hb１３．５g／dl、PLT１１．３×１０３／μl、Alb３．９g／dl、T-Bil０．６４㎎／dl、
AST １８IU／L、ALT １４IU／L、ALP １８５IU／L、γGTP １８IU／L、FBS １１４㎎／dl、HbA１c
５．９％、PT ７９．２％、AFP １．６５ng／ml、PIVKAⅡ ６３mAU／ml、HBs抗原陰性、HCV抗体
陰性

ダイナミックCT：肝左葉外側区に４６×３９㎜の低吸収域を認める。早期濃染、多結節状にwash out
を呈する。明らかな脈管浸潤は認めない。

EOB-MRI：T１強調像で低信号、T２強調像で淡い高信号、拡散強調像で高信号を呈する。肝細胞相
では低信号を呈し、腫瘍腹側は正常肝と等信号を呈している。

経 過：画像所見よりStageⅡ（T２N０M０）の肝細胞癌と診断、肝障害度Ｂであり、ガイドライン
に沿って、肝左葉切除術を施行した。病理所見より高～中分化型肝細胞癌と診断した。術
後定期画像フォローを行っているが、現在のところ再発無く経過している。

考 察：抗ウイルス剤の登場により、近年ウイルス性肝癌が減少し、非Ｂ非Ｃ肝癌の占める割合が
増加している。非Ｂ非Ｃ肝癌の背景肝疾患は、アルコール（４８％）、非アルコール性脂肪
性肝疾患（NAFLD）（３１％）が大部分を占める。また、糖尿病における肝発癌のリスク
は１．９―２．３倍と高く、NAFLDと糖尿病は密接に関係している。これらの患者において、
FIB４-indexなどの線維化マーカーが肝発癌の危険群の拾い上げに有用との報告があり、本
患者も高値であった。今後、非Ｂ非Ｃ肝癌のリスクが高い患者のサーベイランスをどのよ
うに行っていくかが課題となる。
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〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 三 好 謙 一
ラジオ波焼灼療法後に急速増悪を示した肝細胞癌の一例
症 例：４９歳 男性
既往歴：３３歳時、胆石で手術
生活歴：飲酒 ビール３５０ml／日×２５年、喫煙 ２０本／日×２５年
身体所見：身長１７５㎝、体重１６０㎏、BMI５２．２、腹部：膨隆、軟、圧痛なし、波動なし
現病歴：Ｂ型肝硬変に対し肝癌サーベイランスを受けていたが、経時的にPIVKAⅡの上昇を認め

た。複数回dynamic-CT施行するも病変を指摘できず、当院紹介となった。
血液検査：WBC：４．６３×１０３／μl、RBC：４８７×１０４／μl、Hb：１６．４g／dl、Plt：１１．４×１０４／μl、TP：

６．８６g／dl、ALB：３．９３g／dl、T-Bil：３．４５㎎／dl、AST：４７IU／l、ALT：３１IU／l、ALP：
３１２IU／l、γ-GTP：６６IU／l、LDH：３４４IU／l、CK：２０６IU／l、BUN：１０．２㎎／dl、Cr：０．８２㎎／dl、
Glu：１２０㎎／dl、PT：７６％、CRP：０．１７㎎／dl、AFP：４．２ng／ml、PIVKAⅡ：６９０．５９mAU／ml、
HBsAg：＋、HBeAg：－、HBeAb：＋、HBV-DNA：検出感度以下、ICG１５R：８８．３％

EOB-MRI：肝S５に１８㎜大の動脈相で濃染、肝細胞相で低信号を示す腫瘤あり。読影でも指摘はな
かったが、後方視的にS８頂部に小さな線状のDWI高信号域あり

経 過：肝細胞癌cStage１と診断。PIVKAⅡ高値であり高悪性度が予想されたがICG１５R値が不良
でありラジオ波焼灼療法を施行した。その後の外来採血でPIVKAⅡは１５９１．２mAU／mlと
更に上昇を認め、肝予備能はChild-Pugh：８Bまでの低下を認めた。dynamic-CTでS５RFA
部に再発を認めなかったが肝内門脈枝全てに腫瘍栓を認めた。
肝動注療法を繰り返すも腫瘍制御は得られず、sorafenib導入するも手足症候群が制御で
きず継続できなかった。以後はbest supportive careの方針とした。初発より９か月の経
過で永眠された。

考 察：RFA後に急速増悪を示す肝細胞癌の一例を経験した。肝癌サーベイランスを遵守してい
たにも関わらず初発より９か月で死の転帰を辿ったが、１８㎜大単発結節からVp４腫瘍栓を
伴う進行再発を来しており経過としては奇異であった。後方視的に初発時のEOB-MRIを
確認すると、肝S８頂部に小さな線状のDWI高信号域が指摘された。
これが門脈腫瘍栓を反映していたとすると初発時より進行癌であったこととなり経過に矛
盾しない。EOB-MRIによるdynamic-studyはCTのdynamic-studyと同等の診断精度を有し
ており、肝細胞相は肝癌診断特異度の極めて高い検査である。
通常成人には本剤０．１ml／㎏を静脈内投与するが、１回の検査で２本以上の製剤を使用す
ることは一般的ではない。本症例は体重１６０㎏と高体重であったが、実際使用した薬剤も
１６mlではなく１０ml（１本）であった。このため画像の染影が弱まり診断困難に繋がった
可能性は残る一方、造影剤を使用しないDWIは腫瘤を正確に検知できた可能性がある。
腹部超音波検査や血管造影検査を含めた総合的な画像解析が求められることを念頭に置く
べきである。
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〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治
Ｂ型肝炎の既感染例に生じた肝癌の１例
山陰労災病院 消化器内科○西向栄治、前田直人、岸本幸廣
症 例：７２歳 男性
主 訴：腹水と肝障害の精査依頼。
現病歴：元来健康。２０１９年１１月下旬 両下肢のこむら返りが出現、近医を受診し処方を受けた。そ

の１週間後急におなかが張ってきた。１２月上旬 近医で腹水、肝障害を指摘され紹介受診
となる。

現 症：１６５．６㎝、７９．４㎏（のちに腹水軽減後６５㎏）、意識清明、軽度黄疸、貧血なし、腹部膨満、
腹水、下腿浮腫あり。既往歴：２０１６年検診で肝障害を指摘（AST／ALT＝１０７／１３０）、HBs
抗原：陰性、HCV抗体：陰性、輸血歴、針治療歴なし。

生活歴：ビール７００ml／日、喫煙なし 家族歴：肝疾患や悪性腫瘍なし
初診時血液検査：末梢血液WBC３４００／μl、Hb９．５g／dl、Plt１５．７万／μl、凝固PT７４％ 生化学TBil

３．７㎎／dl、Alb２．５g／dl、AST１４５IU／l、ALT５２IU／l、rGTP３１２IU／l、ChE１２４IU／ml、Glu
９２㎎／ml、FIB-４９．２２、血清HBs抗原：陰性、HBc抗体：１０．６８（弱陽性、既感染）、HCV
抗体：陰性、AFP１４３６４ng／ml、PIVKAII３３４７８mAU／ml、CRP０．６４㎎／dl
初診時US、造影CTでは、肝右葉を中心に肝内びまん性腫瘤を認め、肝辺縁は鋭で軽度慢
性肝炎程度。門脈本幹腫瘍塞栓VP４、軽度脾腫、腹水貯留中等量あり。上部消化管内視鏡
検査では、軽度の食道静脈瘤F１と軽度の胃静脈瘤、胃幽門前庭部毛細血管拡張症GAVE
を認めた。

診 断：Ｂ型肝炎の既感染例に発症した多発性進行肝癌、門脈本幹腫瘍塞栓VP４による門脈塞栓症
により門脈圧亢進症をきたしたが、基礎疾患はほぼ正常あるいは軽度の慢性肝炎程度と考
えた。

考 察：本例は、非Ｂ非Ｃ型肝癌に該当するが、HBc抗体が低力価陽性であり、Ｂ型肝炎既感染例、
飲酒家の７２才高齢男性である。
HBV遺伝子が宿主ゲノムに組み込まれ染色体の不安定性を誘導し発癌する可能性が以前
から考えられているが、HBc抗体陽性者の数が多いこと、検診効率の面から、HBV既感
染例のサーベイランスの具体的な推奨ははっきりしていない。
一方で近年、サーベイランスの対象外の非Ｂ非Ｃ型肝癌が増加している。
２０１２の非Ｂ非Ｃ型肝癌に関する後ろ向き多施設共同コホート研究Inuyama Noblesse
Studyでは、非Ｂ非Ｃ型肝癌に占める危険因子とその割合は、①男性（７６％） ②肝硬変
（６７％） ③７０才以上の高齢者（５０％） ④糖尿病（４６％） ⑤高血圧（４３％） ⑥肥満（３９％）
⑦多量飲酒（２６％） ⑧脂肪肝（２４％）の順であったと報告されている。
今後、肝がん検診は従来通りのＢおよびＣ型肝炎ウイルス感染のサーベイランスに加え、
前述したような非Ｂ非Ｃ型肝癌の危険因子も考慮し、成人病対象者の生活指導投薬管理な
ども視野に入れフォローしてゆく必要があると思われる

まとめ：非Ｂ非Ｃ型の肝機能障害は、定期的な腹部超音波検査に加え、HBc抗体、腫瘍マーカー、
FIB４index＞２．７、などに注意し、フォローしてゆく工夫が必要と思われる。
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事業名
東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

胃 が ん １４ ３１ ３９７ ３ １８ ７８ １０ ５６ ３０５ ２７ １０５ ７８０

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ２ ２ ２７ １２ １５１ １５１ ２ ９ ３７ １６ １６２ ２１５

乳 が ん １ １１ １３ １ ５ １２ １ １０ １５ ３ ２６ ４０

大腸がん ４ ４ １４５ ３ ４ ６４ ８ １１０ ２７７ １５ １１８ ４８６

肝臓がん ５ １２ ２３１ ２ ３ ３９ １ ２ ３２４ ８ １７ ５９４

合 計 ２６回 ２１回 ２２回 ６９回

７．各地区がん検診症例検討会開催状況
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録
基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年
度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策
専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。
なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし
たら、鳥取県健康対策協議会事務局（☎０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。
申請の届出書は「鳥取県健康対策協議会ホームページ」からダウンロードできます。

記

１．改正の要点
① 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも
のについてのみ登録する。
② 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は
３点とする。
③ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。
④ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。
⑤ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期
次回の更新時期
◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手
続 き 時 期

子宮がん検診実施（一
次検診）医療機関

令和２．４．１～令和３．３．３１
（２０２０．４．１～２０２１．３．３１） 令和２年度中

肺がん一次検診医療機関 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中

乳がん検診一次検査
（乳房Ｘ線撮影）医療機関

令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次 回 更 新
手続き時期

従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 平成３０．４．１～令和３．３．３１
（２０１８．４．１～２０２１．３．３１） 令和２年度中 平成３０．４．１～令和３．３．３１

子宮がん検診精密検査 平成３０．４．１～令和３．３．３１
（２０１８．４．１～２０２１．３．３１） 令和２年度中 平成３０．４．１～令和３．３．３１

肺がん検診精密検査 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中 令和２．４．１～令和５．３．３１

乳がん検診精密検査 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中 令和２．４．１～令和５．３．３１

大腸がん検診精密検査 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中 令和２．４．１～令和５．３．３１

肝臓がん検診精密検査 平成３１．４．１～令和４．３．３１
（２０１９．４．１～２０２２．３．３１） 令和３年度中 平成３１．４．１～令和４．３．３１

８４



����� �����������������
�����������������������������������

（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ４回／年
西部 １回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

胃がん内視鏡検診講習会 東部 １回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ５回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３０年度より改正）

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる
こと。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、部会等の長及び地区医師会の
代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りではない。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望
ましい。

※胃内視鏡検診マニュアルに従い、精密検査医療機関の登録基準の臨床例数は原則年間１００症例以上に
変更することとなり、平成３０年度より「胃がん検診精密検査医療機関実施要綱」が一部改正しました。
「年間の症例数」について、医師個人とするか医療機関とするかについては、協議の結果、医師
の習熟度の目安となるので「医師個人で原則年間１００例以上」とすることとなりました。次回の更
新３年後に向けて努力目標としていただくこととなりました。
また、登録基準においては、「食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、
部会等の長及び地区医師会の代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りで
はない。」としており、１００例を満たない医師については、健対協が十分な実績があると認めれば登
録されます。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん
検診症例検討会

全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。
２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。
４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検
診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回
しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし
たこととする。
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対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん医療機関検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会・肺がん検診症例検討会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ４回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３１年度より改正）

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。
２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつ気管支ファイバー下病理検査が可能であること。
ただし、他施設に委託することも可能であること。
３ CT読影を含む精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、
合計２０点以上を取得すること
（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回は必須事項）
（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点
（３） 日本肺がん学会総会 ５点
（４） 肺がん検診セミナー ５点
（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点
８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま
しい。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会 全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点
日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波
検査装置を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市
町村に送付すること。
６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、
乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること
とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、
「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県
乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す
ること。
８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届
け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。
２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像
の提出を求めることができる。
３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結
果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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（別記） 対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ４回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ５回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できること。なお、精密検査を全大腸内視鏡検査で行うことが困難な場
合においては、Ｓ状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査（二重造影法）の併用による精密検査を
実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ
と。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望まし
い）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望
ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す
ること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す
ること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、
がん登録についても同様であること。
９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが
望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ５回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ３回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 １回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

山陰肝癌治療研究会 全県 １回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること
とする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３１年３月改正）

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査、HCV-RNA
検査及びPIVKA II検査が実施できること。
４ 次の基準に合う超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師の対応ができること。
（１） 走査法式は、電子コンベックス方式が可能であること。
（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（３） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像
記録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。（※携帯型超音波装置は除く。）
※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承
認するものとする。

５ 腹部超音波検査について、次のいずれかを満たしていること。
（１） 臨床例が年間１００例以上あること。
（２） 最近５年間で３００件以上の検査の実績があること。
（３） 検者が、超音波医学会認定超音波専門医（腹部または総合）又は超音波医学会認定超音波検
査士（腹部）であること。

（４） 部会等の長及び地区医師会の代表の委員が、十分な実績があると認める機関については、こ
の限りでない。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。
ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。
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がん登録推進法が施行され全国がん登録の運用も順調に進んでいると思われます。いよいよがん登

録の利活用が始まります。鳥取県がん対策推進県民会議に「鳥取県がん登録情報提供審査会部会」が

設置され、情報提供に関する審査が開始されました。個人情報を保護しつつ、鳥取県におけるがん対

策の施策に活かされることが期待されます。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第２６報です。この報告書は単年度のがん検診の全体像も一覧いただけるものと考えます。が

ん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実積内容となっておりますので、

ご承知おき下さい。編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。

厚く御礼申し上げます。発刊に際し、県医師会事務局の岩垣陽子さん、葉狩美穂さんには何時もの様

に強力なお手伝いを戴きました。皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 田 克 夫
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